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健康色にそまる夏、思いきり汗を流した身体に

冷た~いミルクも

いま、ミノレクはサマードリン久

スポーティライフのための健康飲料です二



会費値上げの ふミ知らせ

会報(第 24巻第 1号)に示した昭和 5.6年度予算からも明、らかなように，

今年度の収支は前年度繰越金に大きく依存したうえで均衡を保っています。 57

年度以降，引き続き現在規模の事業を遂行することは到底できませんO 支部事

務局においては，この難局を切り抜けるべく，広告収入の増，賛助会員の増加

など努力して参りましたがそれらにも限度があり，正会員の会費値上げのやむ

. なきに至りました。

• 

さる 56年 9月 3日の評議員会および同日の総会の議を経て， 5 7年度より

正会員の会費を現在の 1，00 0円より 2，00 0円に値上げ致すことになりまし

た。

正会員の皆様方には事情ご賢察のうえ，よろしくご協力のほどお願し、いたし

ます。また賛助会員の皆様方におかれても，上記趣旨をご諒承のうえ，口数の

増についてご配慮を賜わりたくお願い申し上げます。

日本畜 産 学 会 北 海 道 支 部

支部長八戸芳夫
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北海道における乳牛の給与飼料構成について

北海道農業試験場 大 森 昭一朗

北海道が都府県に比べて土地基盤に恵まれ，乳牛

1頭当り飼料作面積は都府県の約 5.5倍の面積をも

ち，これを反映して，昭和54年度における飼料自給

率は約68%で，都府県の約38%を大きく上回ってい

る。しかし，北海道における飼料自給率は50年度の

76%から急に減少する傾向がみられる。これは，こ

の期間の濃厚飼料給与量の増加を反映したもので，

.'この間の乳牛の平均乳量の増加をもたらした

一因とも考えられる。

乳価低迷の情勢から今後の酪農情勢はかなり厳し

いものであること衆知のとおりであるが，一方，経

営収益の増加を意図した高乳量牛飼育への意欲も大

きいものがある O 高乳量牛の飼育が増加するにつれ

濃厚飼料給与量の増加は避けられないことは確かだ

が，同時に良品質組飼料の補給による飼料自給率の

維持向上を策することは極めて重要と思われる。購

入飼料である濃厚飼料給与量の増加と粗飼料確保に

よる飼料自給率の維持あるいは向上を期することと

は一見矛盾する論議のように思われるが，以下，乳

牛の飼料構成の適正な平衡化について，主とし飼養

技術の面から私見をまとめ，今後の研究推進の糧を

得たいと考えるo

.表1 北海道における乳牛の産乳量と給与飼料の年次推移

1. 飼料構成の推移と現状

北海道における乳牛の産乳量と飼料構成の年次推

移を表 1に示した。昭和40年に比べて乳量は約1200

kg/頭増加してきたが，この聞に濃厚飼料給与量は

約1000kg/頭増加している。組飼料構成での著明な

変化は生牧草・カブ類給与の減少とサイレージ給与

量の増加にみられる。サイレージの内訳では， 45年

ごろの増加は主として牧草サイレージの増加による

と思われるが，最近ではデントコーン・サイレージ

の増加が著しし、。放牧利用はその必要の有無が論議

されているが，依然根強く定着していることを示し，

乾草使用量には大きな変化はみられなし、。飼料の質

的変化については，これらの資料からうかがし、知る

ことはできないが，例えば， 40年代のコーンサイレ

ージは乳熟期利用が主体であったが，最近は黄熟期

以降の利用に移行してきている例が示すように，量

的な構成の他に質的な変化が含まれていよう。

土地利用の上からは草地面積は着実に増加してい

るが，燕麦，根菜類の作付が減り，その分，飼料用

とうもろこしの作付が増えているとしづ傾向がある。

最近，従来の欧州型酪農技術の導入に代って，米

国型酪農技術の導入がさかんになってきているが，

(年間経産牛 1頭当り)

年次 乳 量 濃厚飼料 牧乾草 サイレージ カフ・ビート 放 牧
生牧草類

kg kg kg 
388k3g(2913(〉l) 

kg kg 

昭和40 4050 777 2 1 80 3359 766 

41 4264 832 229 1 3886(2364) 3 2 1 5 1 083 

45 460 9 1 146 3360 6392(2340) 1 776 一
46 4608 1257 2979 6786(2593) 1230 1 1 49 

50 4456 1 081 2527 6609(2941) 778 1 1 1 0 

51 4578 1 1 99 2206 6535(2945) 672 1176 

52 5044 1438 2257 6853(3683) 785 1096 

54 5300 1774 2345 5607(4071) 636 

54年次は，生産費調査より集計

注 (1) ()内はデントコーン・サイレージ

日本畜産学会北海道支部会報第24巻第2号 (1982)

北海道畜産物生産累年統計(54年)1 ) 
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次に米国における産乳

量の推移と飼料構成の

年次推移を表 2に示し

た。日本の調査例は畜

産物生産費調歪えょっ

たが，米国の調査例は

DH 1 (Dairy Berd 

Improvementj2)の集

計で，両者の調査対象

・調査方法に差がある

ので厳密な比較はでき

ない。米国では，昭和

3出手に比べて，乳量で

表 2 米国におけるホルスタイン種の産乳成績と給与飼料の年次推移

年 次 乳 主f三呈L 濃厚飼料 乾 草 多汁質飼料 放 牧

kg kg kg kg 日
34-35 4556 1497 1 8 1 4 3447 1 69 

39 -40 5327 1 996 1 724 4627 1 5 1 

44 -4 5 5637 2268 1 45 1 5624 1 29 

49-50 5908 23 1 3 1 3 1 5 5579 1 1 0 

50 -5 1 6045 2358 1 270 5 7 1 5 1 1 3 

5 1 -5 2 6282 2495 1270 585 1 1 1 2 

52 -5 3 6340 2586 1270 5 7 1 5 1 1 3 

注 (l)DHI l e t t e r(1978)) 

(2) 公式牛群， 365日間

表 3 牛乳生産量と飼料構成の比較

• 
地 域 4%FCM 

濃厚飼料 組飼料
備 考(DM) (DM) 

カリホルニア州(米)
kg kg kg 

購入飼料主体 (1979)(1)7 128 3696 3746 

イスラエル 6980 4145 2247 H (1978) 

ウイスコンシン州(米) 5298 1 978 3995 自給飼料主体 (1980)

イングランド・ウェ/レズ‘ 4667 1448 359 6 放牧+組飼料主体 (1978~79)

ニュージランド 347 1 3791 放牧十粗飼料主体 (1978~79)

都 府 県 5896 2637 2730(3) 検定成績 (1979/
2
) 

北 海 道 6 1 1 7 1 67 1 4200(3) I! 

注 (1) S co t t (1981)による。 365日

(2) 乳用中能力検定成績 (1979)， 305日

(3) 風乾物中のTDN55として推定

約 1800kg/頭，濃厚飼料給与量で約 1100kg/頭

の増加があり，組飼料構成では乾草ならび放牧日数

の減少が目立ち，これに対して多汁質飼料の給与量

は増加している。しかし，乾草，放牧の減少は昭和

40年以降はあまり大きくなく，ほぼ一定してきてい

るように思われる。米国における完熟型コーンサイ

レージの利用は昭和30年代から始まっており，また

乳量の増加につれて濃厚飼料への依存が高まってき

ていることがうかがえる。

乳牛に対する濃厚飼料給与量の増加は，乳量増加

を期待する酪農技術の動向から世界的にもその傾向

がみられるが，一方，草地酪農を基盤とする国々で

• 
は依然，草地を基盤とする乳牛飼養が主流を占めて

いる o ニュージランドの Scott(1981)3~は，濃厚飼
料主体型と草地主体型との酪農経営の試算を行なっ

ているが，その成績を引用して，わが国の飼料構成

と対比してみた。(表3)。

購入飼料に依存する酪農は，わが国では都市近郊

型にみられるが，表に示されたカリホルニアおよび

イスラエルの例は購入飼料依存型で，濃厚飼料の使

用量が著しく高く，また，平均乳量もかなり高い水

準であるとし、う特長がみられる。これらの例では濃

厚飼料:組飼料の乾物比(濃組比とする)は1，.....__2:1 

となっている。米国内においても地域によって濃組

4
 



い，一部の国を除いて乳牛飼養は粗飼料から濃厚飼

料への傾斜が高まっていることは事実である。しか

し，乳牛飼料構成における濃厚飼料の比重の増加に

は経済的にも，飼料効率か日みても限界があること

も事実である。 Grifi th (1978) 
5
)は，米国における

粗飼料利用の将来展望と題した論文で，米国におい

ても穀実生産と家畜生産における利潤にしだし、に大

きなギャップを生じており，これには種々の経済要

因があるが，今後はさらに土地価格，税，投下資本，

飼料コストなどの増加に対して，現状のままでは畜

産農家がこれを克服することは難かしくなると述べ，

畜産農家の購入飼料依存度の増加は，さらに飼料コ

ストの上昇，組飼料依存度ならび土地資源の利用効

率の低下を促進する懸念があると警告している。飼

料穀実価格の変動が輸入国である日本の畜産事d情に

大きく影響することは衆知のとおりであり，自給飼

料の安定生産と購入飼料の有効利用法についての模

索は今後とも北海道畜産における重要課題であると

考えるo

比に相違のあることは当然でーウイスコンシン州の

例では濃粗比は 1 2である。

日本の都府県の濃粗比は 1: 1に達しており，濃

厚飼料依存度はかなり高いが，その割合に乳量は高

くなし、。一方，北海道での濃粗比はほぼ 1 2.5で

あり，濃厚飼料の使用量の割には比較的高い乳量を

示しているといえよう。一般に，濃厚飼料依存度が

高まるにつれ，産乳量は増加する傾向にあるといわ

れるが，都府県と北海道の対比はこれに該当しない

1例である。これについては，単に飼料の量的構成

だけではなく，乳牛の能力，気象環境，飼養管理法

などの要因の関与も看過できず，また，同時に粗飼

温匝P質的構成の相違も大きく影響しているものと思

君hるo

なお，論議から外れるが， S cot tの試算で、は放牧

主体の草地酪農における搾乳牛 1頭当りの乳量は少

ないが，牛乳生産費の国際比較では米国型に比べて

約1/2以下の低コストで済み，一方，乳価と飼料価

格の関係の有利な米国では，濃厚飼料の給与によっ

てもっとも大きい収入を挙げていることを述べてい

る。 2. 粗飼料による牛飼育の可能性の試算

以上のように，酪農の集約化，高乳量化にともな 粗飼料だけで牛を飼育し，どれだけの牛乳生産あ

表4 組飼料による牛乳生産の例

組飼料・条件 乾物摂取量 濃厚飼料 乳 量 備 考

kg/日 kg/日
根釧 (1) 草サ イレージ 8. 2 な し 8.ち

不 科 乾 草 8. 7 I! 5. 7 I! 

メIJ 牧 草 1 4.2 // 1 3.6 I! 

草サイレージ 9. 5 I! 1 4.2 I! 

草サイレージ(各種〉 1 1. 4 3.1
kg 
十乾草 1 1.2(4) 根釧1.新得 (2) 

ーン・サイレージ(各種) 1 3.4 I! 1 7. 7(4) I! 

牧 1 O. 3 ~ 1 3.9 0.5 kg 1 5.9~ 18.4 根釧 (2) 

ーチヤード 1番乾草 1 5.4 なし 1 1. 6 草地試 (3) 

I! 2番乾草 1 3. 7 I! 1 O. 9 I! 

ネ科青刈牧草 1 1. 1 I! 1 1. 8 I! 

ラス・キューフ 20.0 I! 1 6.4 I! 

e~ 

注(1) 坪松 (1969)6)

(2) 和泉 (1976，1981) 7， 8) 

(3) 増淵 (1976. 1978， 1980)9) 

(4) 粗飼料による乳量期待値

FD 



るいは増体を期待できるかとし、う問題は粗飼料利用

における基本であるが，放牧飼養の場合を除いて粗

飼料だけで乳牛を飼育する機会はほとんどなく，実

用的ではないためか，この種の試験は比較的少ない。

表 4に組飼料だけの場合の乳牛の乾物摂取量，牛

乳生産に関するわが国の成績例を示した。草地試に

おける濃厚飼料無給与の試験では，良質なグラス・

キューブによる乳量がもっとも高く，約16kg/日の

乳量を示しているが，乾草給与では約11kg/日の乳

量が得られているに過ぎなし、。牧草サイレージ，コ

ーン・サイレージについては， 3 kg/日の濃厚飼料

を加えた場合の成績を引用して組飼料による乳量期

待値を計算したものであるが，牧草サイレージでは

平均l1.2kg/日， コーン・サイレージでは平均17.7

kg/日の数値が得られる。牧草サイレージでは原料，

調整法などによる差が大きく，オーチヤード 1番草

では20kg/日を越す期待乳量を示す場合もみられる

が，品質の不良な場合には 5kg/日の乳量しか期待

できない場合もある。これに比べると，コーン・サ

イレージの期待乳量は比較的安定して高い値を示し

ているとみられる。

諸外国における成績を拾うと， Murdock & Rook 

(1963/
1
)は乾草，高水分牧草サイレージで夫々9.1，

14.4kg/日の乳量を， C astleら(1977)12)は，蟻

酸またはホルマリン添加予乾牧草サイレージで13.1

---15.1 kg/日の乳量を報告しており，コーンサイレ
13 ) 

ージでは Phipps& Cramp( 1976)が9.9---10kg，ぺ日
の乳量を報告している。 Tayler&Wikins (1976)' 

は人工乾草を用いて 18.8kg/日の乳量を得ており，

さらに，ム平E乾主某きを玄〈え三濃P厘塁坦校竺K;~りI!~~惇周1.空?全f才土われ1エlしfば，

日竺E担弘f弘ムユ豆し明基期期拠~.版e怠怠ι段，忍，~Qg-
で期待できると報告して-いるoまた， Donker & Naik 

l1JJ日前』昌ふ点出目~.!'-:::-:..":J!-:-_ペー。

(1979) .はアルフアルファ人工乾草とコーンサイ

レージの単独または組み合せ給与によって，早刈ア

ルフアルファ乾草で、は体重の 3%，遅刈アルフアル

ファ乾草で、は 2.3%， コーン・サイレージ+尿素で

は3.3%/日のFCM乳量の生産を報告している。

これらの報告では，乾草，サイレージなどの貯蔵

組飼料だけによる乳量の期待値は調整方法や品質に

よって大きな変動がみられるが，このうちでは，人

工乾燥による成型乾草類がもっとも安定して高い16

---20kg/日の乳量をあげ，次にコーン・サイレージ

で17---20kg/日，牧草サイレージでは13---15kg/日

天日乾燥の乾草では9---12kg/日の乳量が期待できる

ものと思われる。ただし，牧草乾草，サイレージで

は品質による相違が大きく，不良品質のものでは 5

kg/日前後の乳量期待値となるものもあり，良，不

良の差は大きい。

放牧による牛乳生産も草地の状況，放牧方法によ

ってかなりの変動が予想されるが，泌乳牛の放牧に

関する体系的な研究は，わが国では少なし、。草生状

況によっては放牧によりかなり高い乳量が期待され

るが，最近，根釧の成績8)で、ト 16:--18kg/日の乳量

が得られている。

欧州，ニュージランドで、は放牧に関する試験がa・
いが，州rnet& Dema叩 illy(1979)%綜説か

ら欧州における濃厚飼料無給与の放牧試験を拾うと，

84---165日間の放牧で平均17.8---21.5kg/日の乳量

が報告されている。草地条件の異なる欧州、|の成績を

直接北海道に引用することはできないが， 英国の

Holmes (1968)1りは放牧方法，草地条件を適正に

した場合， 180日間の放牧では 1ha当り 12，500kgの

牛乳生産が可能であり，肉牛では1ha当り 1，750kg 

の増体が可能であることを試算し，提言した。その

後， Greenhalgh(1975)18)は150日間の放牧期間，

放牧密度 6.0頭/haの条件で， 16.5 kg/日メ顕の乳量

をあげ，年間 1ha当り 14，800kgの牛乳を生産しうる

ことを実証している。蛇足ではあるが，肉牛の放牧

で、は，放牧期間 140日，放牧密度 8.2頭ン/haで，DG

0.84 kg/.頭，年間 1ha当り 99Q_kg_の増体量を得たに

とどまり， Holmesの提案は肉牛については実証通‘

れていないようである。 司，

孟塑閲兵理空理主主31bE高ど乳害計号諒L芳と:ゑ
21主主弘虫募なJ.?~(/，2生乳生産では，-全性空整会民，
法箆!f~よム方h法主演1っとjも高い乳量がで、るものよ予

想主主とを在宅一こ~水準を維持すーる上での草生の維持，
理枚方法にはかなり恵まれた条件設定を必要とする+

ものと思われるb

3. 濃厚飼料添加の効果とその限界

乳牛にとって組飼料は必要不可欠な飼料であるが，

上述したように，組飼料だけでは高い乳量を期待す

ることは困難であるo この欠陥を補うためにも飼料

用穀実の給与法についての検討が1960年から急速に

po 



行なわれはじめた。濃厚飼料の併給によって牛乳生

産は飛躍的に増加してきたが，一方，濃厚飼料の多

給による牛乳生産にも限界のあることが明らかにな

ってきた。型山r&Spah41964j9iま乳牛に対す

濃厚飼料給与量の王限hば， _I.I)s比ぷ品ぶ品必みま

た，乳牛飼料の粗繊維含量は 13~14%を宣言ふ限必要g
伊 片 品5向哩即吋守亡望、

とすると述べている O 濃厚飼料の比率が55%を越え

ると，消化障害を多発し，牛乳脂肪率の低下を惹き

おこすことは現在では良く知られている。その後，

この比率は乾物比で、濃厚飼料の給長割合が60%を越

すときには牛乳生産に好ましくない影響を与えると

いうふうに訂正されてきてし、る。

わが国では津吉ら (1975/
0
)がこの問題にとりく

a・，遡霊飽佐江主主品tu_8，息吹完みた越オごとき，脂肪率の

1~下をおこす可能性があり，乳牛飼料において最低

確保すべき組飼矧乾物比は初弘組繊維含量は15%

と述べているo 組飼料乾物比が米国の成績に比べて

低いのは，津吉らの試験で使用した濃厚飼料は糟糠

類を多く含み，一方，米国の試験では穀実主体の濃

厚飼料が使われていること，また，組飼料構成にも

差があったなどのためかと思われる。その後，穀実

を荒砕きするとき，穀実でも粗飼料効果を示すなど

の報告もあり，その限界についてはまだ不明の点が

残されているが， t978年の米圏NIiC飼養標準では，

高乳量を期待する場合でも乳牛飼料中の組繊維含量

は17%， ADF含量ばZI拐を，最小限確保すること

を推奨しているのは，良く知られているところであ

る。

粗飼料多給により高乳量牛を飼育するときに，も

..... -:>とも制限となる栄養素はエネルギーであるとされ

司尾口乳牛の飼料乾物摂取量は種々の要因で変動する

が，その最大摂取量は第 1胃の容積や内容物の移動

速度によっても制約を受けるので，エネルギー密度

の小さい組飼料を飽食させても乳牛の養分要求量を

充足させることが困難な場合が多い。この現象は高

能力牛の高乳量期にとくに明らかである。エネルギ

ー密度の高い穀実類の給与はこの欠陥を完全ではな

いが，ある水準まで補完することができる。

濃厚飼料の給与水準は乾物比でほぼ己ゑ左上限と

するのは，種々の障害の発生を懸念したためで、ある

が，同時に60%以上の濃厚飼料の給与は牛乳生産効

尋ミを低下させることが報告されている O 飼料の牛乳

生産効率は飼料エネルギーと生産される牛乳エネル

ギーの比率から算出されるが，この効率は準担品企>

おおよそ60: 40または40: 60のときに良好となると

されており，この範囲を外れるときには効率は低下

する傾向がみられる。

最近Brownら(1977) は飼料中の濃厚飼料比が

60%を越しでも牛乳生産量に有意の増加はみられな

いとしており，濃厚飼料給与の効果はある水準以上

では認めにくくなる。つまり，濃厚飼料給与による

牛乳生産量増加のメリットは，ある給与水準以上に

なると消失することになる。

濃厚飼料給与量の増加につれて，濃厚飼料による

牛乳生産効率が減少してくるとし、う報告はKeslerら

の報告'以降も非常に多くみられるが，この現象の説

明はかなり複雑なようであるo まず，増淵lら(1976，

1978)9)の報告から，この現象に触れてみたし、。

増沸lらは生牧草およびグラス・キュープを自由摂

取している泌乳牛に，濃厚飼料を 0，4， 8， 12kg 

/日の割で給与し，乾物摂取量や乳量を測定した。

牧草を飽食してしこ笠2皇重住'一濃度飼料り角与量

ごとと旦望主主夫月二11λ二ι空日二主l段里惨弘怯吟与ιり乙υJよ3ιF
ε盟2担E旦司ιと4なな"-~旦J企札》濃F厚厚草草二飼料給与Z水K準が高亮2ま 5 に:?れ，"、

濃厚飼料単位重量当りの乳量増加量は減少してくる円

グラス・キュープを飽食している牛では，この差は

さらに縮まり， 4 kg/日の濃厚飼料が増すごとに，

夫々 1.6kg，0.9kg， 0.8kg/日の乳量増加が認め

られるに過ぎない。この報告では，いずれも濃厚飼一 ー

盤O)j首却t手~J;.'? -c ， .__~L量の増加を示ですが，濃厚飼料

1 kg当り空手L量増力tlJt!濃厚飼粧給与量が増加ーする

t己主エ遁ゑ.L-e:;(いる。また，建里F習が負担り効果

は乾物摂取量の低しそ生牧草給与時に明らか~'，摂取

量の比較的多いグラス・キュープではその効果は小

さじiで瀧厚‘飼料無給与『時の乳量は表4参照)。

Wil巾 mon(1979f2)は乳牛の栄養計画の綜説で，

この点に触れている O この綜説では， 1乳期にまた

がる長期試験例を用いて，手~J主役増加反応、を摂取エ

ネルギー 1単位当りで比較しているが，エネルギー

摂取水準に対する乳量の増加反応は飼料給与水準や

乳牛の能力なと程マ?多j生究変動オ:る:傾向がある。

例えば，低い栄養水準では過剰に与えられたエネル

ギー 1単位当りの牛乳生産量は高い栄養水準の場合

に比べて多くなる傾向があれまた牛乳生産効果が

62%とし、う標準的な飼養条件(この条件ではFCM

1 kg生産に要するTDNは0.33kgである)でも，過剰
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に与えたエネルギーの牛乳生産効果は低く， FCM 

乳量 1kgを生産するのに0.85kgのTDNヵ:必要とされ

るD つまり標準的栄養条件でもより過剰に与えられ

たエネルギーの利用効果は1/2.5に低下する。この

効率の変動は乳牛の能力によっても差がみられ，高

能力牛は低能力牛に比べて効率は高く.ある栄養水

準以上では高能力牛の乳量増加に要する代謝エネル

ギーは，低能力牛の場合の約60%に過ぎないとし、ぅ。

また， Gardner(1969f3)の成績では，分娩後に

濃厚飼料を多給する方が慣行法に比べてFCM乳量

t主~~9，切増加し丈いるが，濃厚飼料の摂取量は，約
q豆QJS9余計に摂取，L:cおり，増加乳量 1kg当りに濃

尾坦料1.8 kgを必要としてい一る計算になるo これは

飼養標準に基ずく計算では，例えばTDN70 %の濃

芝生~~j~1主主Jまえ一分:娩後の飼-料の増給に対して高乳
量牛は乳量の増加で反応するが，低乳量牛では乳量

増加よりも体重増加で反応する例は良く経験すると

王幻ある。組凶1，，，，:，懸飼料増;給による第二1胃、

発酵の変i~~~挙ーげ、 fえれる。でんぷん効果ーとしコわれる\
、一‘与一品亘ムヰ時且-句ー サ1""; _-:.._.'~町、ーと一人ーマ~'. ..:_.:ヘ，. -

穀」諮血J."""議ム闘精舎察j長':C"'ô~e三主要繊維素 4
念鐸能~Jに自主，.日粗飼ー税段、消1ヒ宅玄滅工，._-玄たι濃4

豆盟宣車盗f2道生率ふ摂取量、企増担巳2t:主主演で~-1二
る傾向があり，こ$2.:t:;Jb_，仁飼料摂取量増加の割には

需主箆毘是i:l;f馬王主主主，ιどiそ想主幹一る。
このように，濃厚飼料の給与は組飼料のもつ栄養

的欠陥を補な¥..'，高乳量を期待する上で大切である

が，一方，その給与に当っては多給による障害発値目h

の他に，ある水準以上の濃厚飼料を給与するときv~

厚飼料を増給するとき約 2.1kgのFCM乳量d曽加が は，予期するほど乳量が増加しないケースのあるこ

期待されるのに比べると極めて効率の悪い濃厚飼料 とに注意しなければならない。
24) 

の給与ということになる。 Sm i th ( 1 9 7 5 ) は濃厚飼料と粗飼料給与による

このような現象がおきる要因についてはまだ明確 牛乳生産の収益性は乳牛の能力によって大きく変化

でな い が ， 議 佐野側f現地εf三三閉笠 すると述べているo この場合，飼料価格にもよるが，

ρ採余が抑制されることが挙げられる p これらの試 低能力牛あるいは中等程度の能力の牛では， ι濃厚飼

験ではいずれも粗飼料を自由摂取する条件で乳牛を 朽の給与量が1，5.0.okg/年以上になるときには収益性

は低下する傾向を示し，高能力牛では濃厚飼料の給飼育しており，濃厚飼料の追加によって全体の乾物

理霊童l主増仰するが，.粗飼料の乾物摂取量は明らか を塞が，~~?9.9，k9/年になるまで，収益性は濃厚飼料給
モ塑制烹hこる。前述の増淵らの報告で、は12kgの濃厚 与量の増加につれて向上しているという。これらの

飼料を摂取させることにより，グラス・キュープで 点については，今後地域内の種々の粗飼料を対象に，

は約10kgの乾物摂取量が，牧草では約 4kgの乾物摂 種々の能力段階の乳牛を用いた長期の飼養試験によ

取量が減少している。牛乳生産に及ぼす濃厚飼料添 って，地域に適合した飼料給与のガイドラインの作

加効果の減少はひとつには自由採食させている組飼 成を急ぐ必要があろう。

料の摂取低下に起因していると思われる。次に，縫い

議手島過剰長壁12-LZ1竺ネノ}:.~'~が牛乳生産fこ回‘らコ 4. 乳量水準と飼料構成

ずに体蓄積に利用される場面が想定される。乳牛に 高乳量牛の飼養法を考えるとき，その飼料構成を

おける体組織蓄積養分と牛乳生産との関係は複雑で， どうすべきかが問題となろう。これについての報告

量的な関係については十分把握されていないが，牛 は欧米では多いが，果して北海道地域ではどうある

乳生産が優先される時期，例えば泌乳初期には摂取 べきかの検討はほとんどない。

養分は牛乳生産に優先的に消費され，さらに不足す 次に野外例ともいうべき米国および北海道におけ

る養分は体蓄積養分の流動によって補てんされる現 る牛群検定成績をもとに，乳量水準別の飼料構成に

象は良く知られている。泌乳中後期には過剰に摂取 ついて検討した。(表 5) 

した養分は体組織に蓄積されるので，見掛け上摂取 米国の例では，濃厚飼料の給与量は一般に多く，

エネルギーの牛乳生産効率は低下することになる。

このように乳期によって摂取エネルギーの体内配分

に変化があることも効率の算出を複雑なものとして

いるo輪開Jパ野し官Edが伊達によ売効率?違い

• 

乳量の増加につれてこの量は増加しているo 乾草，

多汁質飼料の給与量も乳量の増加につれて増えてき

ており，乳量増加にともなう濃厚飼料と粗飼料の構

成比には大きな変化はないようである。乳量/濃厚

Q
U
 



表 5 乳量水準別の飼料構成の例

( 1) 米国

乳 量 濃厚飼料 乾 草 多汁質飼料 放牧日数

kg kg kg kg 日
4552 2132 1 406 4944 220 

6356 263 1 1452 6577 158 

8565 3 1 7 5 1 63 3 7 1 67 147 

(2) 北 海道

乳 量 濃厚飼料 体

kg kg 
4609 1426 

6484 1 7 06 • 8408 2080 

注 (1) DHI letter (1978)， 365日2)

(2) 北海道乳牛検定協会資料(1981). 305日10)

飼料比は乳量の増加につれて，僅かではあるが増加

する傾向がみられる。

北海道における例では，米国のように組飼料に関

する情報はない。体重，乳脂率，泌乳期間の記録を

もとに， 1乳期における TDN必要量を計算し，ま

た，濃厚飼料のTDN値を70roと仮定して，濃厚飼

重
濃厚飼料・組飼料 粗飼料による牛乳

TDN 比 生 産 』亙三主L 

kg kg 
609 35 : 65 1 300 

650 36:64 2700 

683 35 : 65 3700 

は濃厚飼料増給によって濃厚飼料の牛乳生産効率は

低下するが， DH  1資料など野外調査例ではこの傾

向は全く認められず，この原因については，栄養条

件以外のー要因の相違が関係するものと推定~~ている。

いずれにしても，手L量水準が高い場合には粗飼料

の摂取量は高くなっており，粗飼料に由来する牛乳

料以外の飼料(主として粗飼料と仮定する)による 生産量はかなり高い水準に達していることは注目す

TDN供給量を計算した。これによると，北海道で べきことと思われる。

も乳量水準の増加につれて，濃厚飼料と粗飼料の摂 以上，不完全な資料からの類推ではあるが，~塑

~量はともに増加している。日米間の比較は調査方 道巳主立亙主量2K準閤O)_~麹的飽坦境~~引な2ょん

~などの相違もあるので正確ではないが，思二重L量一ーよ道広認主主主弘主主"'員室L軍本準でも組飼料摂取一量が

水準間企は北海導子竺ける濃厚飼料給一子署ぜ長~~..ぬよな弘直ふ拘重弘子手L生産.年対ァす.硝飼料噌η貢献

塾墨ど濃度自制比-tzPR三一一一一一 ~t!王手伝_P::t幻ととうー結果qfこ，0 ここでは
北海道における濃組の割合はTDN比として算出 触れていないが，飼料構成には地域的な差も認めら

したが， ζの濃粗比は乳量水準聞にはとんど基がな
，、

く，ほぼ、竺ヨ穴一定していた。乳量水準の高い牛

群では濃厚飼料給与量は多いが，同時に粗飼料の摂

取量も比例的に増加していることを示しているO ま

た，濃厚飼料給与水準の増加による粗飼料の摂取減

退の傾向もみられなかったが，これは高乳量牛の飼

料摂取能力が高いことや組飼料品質その他の飼養技

術の相違を反映しているものと思われる。 Smith 

(前出)担)の報告でも，この点に触れ，飼養試験で

-9-

れており，さらに個々の経営聞にもかなりの変動が

あると予想されるので，今後より詳細な調査の実施

が望まれる。

また，個体乳量の増加に対する期待は今後さらに

高まると思われるが，このために飼料給与面からは

さらに濃厚飼料多給の道を選ぶか，あるいは組飼料

基盤の拡充による乳量増加の道を選ぶかの判断を迫

られる場面が多くなると予想されるo

この点について，酪農家個々の段階では，短期的



に前者を選ぶ方が経営的に有利となるケースもある

が，長期的には良品質組飼料を基盤とした飼料構成

とすることが乳牛飼養の基本であり，北海道酪農に

おいては今後もこの基本を持続することが望まれる。

長期的な北海道における乳牛の飼料構成の適正水

準を予想することは困難であるが，翠，:f*~の泌乳牛 1

v頭当~f)~l_J~. ::::1:..Q_土ど?濃度飼塑:空色!t_水準だ続三五
il;)之h し:丈、も，この水準の給与でも現状よりもかなり

高い水準の乳量をあげることは充分に可能であると

思われる。このためには，...:ta産主息長盟主

飼斜心芸諸多収技術，さらに両者の援£主よい、うベ
一ー“官、.‘也‘田F也~・0:-'"日円~ヨ=-----膚町宮、戸羽白~

之鮮の.飼費型空守主哲一段ρ叫が峰三金2，
また，これらに関す右試験.研究も個々の素材技術の

改善とともにこれらの技術の綜合化についての検討

を積極的に進める必要があろう。

5. 粗飼料の効率的給与について

とうもろこしのホール・クロップサイレージの導

入は北海道における乳牛飼養に大きな改善をもたら

し，牧草生産においてもアルフアルファをはじめマ

メ科牧草の導入など，栄養収量の増産に多くの努力

が払われ，また，飼料給与法にも新しくコンプリー

ト・フィードの導入が始まるなど多くの話題がある

が，乳牛における組飼料の多給の問題点について，

最近， warlPIless&Muller(1981)25)が優れた綜

説を紹介している。その詳細は原著を参考にしてい

ただくとして，幾つかの提案をもとに若干の考察を

加えてみたい。

粗飼料の有効利用では，毛色町l~歪.0) 自主主:最も

基オ?と売ることは古くから提唱されてきた主題であ

ーるが，モの重要性は叩今日之、も変りはない。高能力牛

の飼養では，乾物摂取量の増加を計ることが大切で

あるが，良品質組飼料の給与は乾物ならびに養分摂

取量の向上に大きく寄与する。乳牛の粗飼料摂取量

を増加させる上で，飼料の消イヒ率は67%以上が望ま

しいという Comd(1564)2弘提言J土今なお通用す

知見であると考える。

第 1胃発酵産物の体利用の面からみると，粗飼料

の多給により第 1胃内の酢酸生産比率が増加してく

る。一方，牛乳生産の増加のためには，これに加え

てプロピオン酸の生産あるいはグルコースの量的確

保が必要となるので，ーこれらの養分補給を確保する

ための新しい飼料の加工法や給与法の開発が必要で

あるo グルコースは牛乳合成のエネルギーとして，

また，牛乳SNF率向上のために重要な養分で、ある

が，粗飼料多給では不足しやすし、。

高血友牛G飼養ZLIL-t ニ=.~/レ子、ご不足の他に蛋白
27) 

箕心供給不是を問題&オてる報告ノが多い。乳牛の蛋

白質栄養は，最近，アミノ酸レベルで、論議されるよ

うになってきているが，このために，従来の第 1胃

における微生物蛋白質の合成・利用と同時に第 4胃

以下における飼料蛋白質の消化・利用を重視する飼

料給与法を採用しようとする動きが見られるo北海

道地域における牧草およびサイレージ類の組蛋白質

含量は比較的低いものが多いので高能力牛の飼養a‘
は蛋白質の不足はふれよ問題てあろう。また，牧草F

サイレージの組蛋白質含量は比較的高いが，その組

蛋自室は第4胃内での溶解性が高く，微生物による

固定が不七分-ιなる“可能性が高いために，別に蛋白

質飼料を補給する方が産乳成績が良いとし、う成績も

みられる。 サイレージ調整時の蟻酸などの添加物

の使用はサイレージ発酵による牧草蛋白質の変性を

防止する効果をもつことが知られており，今後の検

討課題のひとつであろう。

次に，良品質粗飼料を基準とした飼料給与、法につ

いても検討を加える必要のあることが提起されてい

る。コンプリート・フィードの利用，給飼回数の増

加などは第 1胃発酵を安定化し，採食量を増加させ

る可能性がある。また， Wangsnessら(1981)25)は

アルフアルファ乾草とコーンサイレージを基調とす

る飼料構成によって， 18_l<g/日以下の乳量段階で込

濃厚飼料の給与は不要となり，これと同時に泌乳.，

期，←虫期ーの高乳量期における飼料構成に改良を加え

るIt，Jらば，ーマ米t国JJHJの資料?と示された平均穀実給

与量2，600kg，ぷ頭Jま現咽在eの乳量水準を維持したまま

こê~，_..:iO_O_~n50-0 kg二CJ，~_ど!!2穀実を節約で、きるであろ

うと述べているが，良品質粗飼料の確保と給与法の

改善による濃厚飼料の節約効果は大きいものと考え

られる。

表 3に示した牛群検定成績から，北海道の乳牛は

平均して組飼料からどの程度のTDN量をとってい

るかを試算すると， 1，乳期を通じて体の維持要求量

の約158%に相当:ずる TDNを組飼料から摂取して

いることになるが，この量は乳牛の維持要求量に加

-10 -



えて牛乳 8kg/日を生産するに足る量である。今後

この組飼料に由来する牛乳生産量の水準を 10~ 12 

kg/日まで高めることができれば濃厚飼料の節約量

は莫大なものとなろう。この意味で，今後，乳牛能

力の嗣上，良品質粗飼料の安定多収技術ならび仁効

率的飼料給与法の確立は極めて望ましいー方向の課題ー

であると考える。

戸終りに，本稿を作成するに当り貴重な資料を御提

示いただいた根釧農試和泉酪農科長ならびに北海道

乳牛検定協会に対し，厚く感謝の意を表する次第で

ある。
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自給飼料の研究をめぐる背景と問題点

北海道農業試験場鳶一野 保

1. はじめに

戦後，サイI;/~ジキ乾草の研究がは巳められてか

らすでに30年以上経過しているので，その足跡を歴

史的に記録にとどめておくことは必要なことだと思

う。本稿の目的もはじめはそのつもりであった。し

かし，実際にその作業を進めてみると，膨大な分量

に達し，発表論文名を記載するだけで，与えられた

紙数の大半を費すことがわかったわそれと昭和43年

に財団法人北農会より「北海道農業技術研究史」が

出版されており，戦後から昭和40年までの主として

国立道立の農畜試で行なわれた研究の歩みが記され

ているo また近く， 40年から現在までの「北海道農

業技術研究史(第二版)Jが出版される予定なので

これによれば北海道における自給飼料研究の歩みに

ついて，おおよそ展望できるのではないかと思う。

従って，本稿では今までの足跡を歴史的にふり返

ることはやめて，自給飼料研究上の諸問題について，

日頃感じていることを，思いつくままに書かせて頂

きたいと思う。幹事の先生方にも自由に書いてよい

というおゆるしを頂いたので，それをよいことにし

て，自分の不勉強をもかえりみず，卒直な感想を書

かせて頂きたいと思う。

主観的な意見が多くなるので，反論も多いはずで

ある。それよりも，どなたかに御迷惑をかけたり，

御気分を損なうようなことがあってはいけないので，

よろしく御賢察のうえ御容赦下さるようにお願い申

し上げる。

2. 自給飼料の研究をめぐる背景

最近，食糧自給率についての関心が高まっているo

畜産食品についてみると豚肉，鶏卵，牛乳は自給さ

れているとしづ。牛乳は生産過剰になろうとしてい

るo もちろん，これは輸入飼料に依存したうえでの

ことであるo しかし，今後も飼料の輸入量が減少す

ることは考えられないので，豚，鶏用の濃厚飼料は

もちろんのこと，乳牛用の濃厚飼料も輸入量で充分

供給されるはずであるO 乳牛用の粗飼料も，現実に

日本畜産学会北海道支部会報第24巻第2号(1982)

牛乳が過剰ぎみに生産されているのであるから，量

的には充分であるといわねばならなし、。

わが国で不足している唯一の畜産食品は，牛肉で

ある。牛肉は現在およそ15万トン輸入されているO

価格が安くなれば，もっと消費量が増えると思うが，

いまかりに牛肉15万トンを国内で自給するとすれば，

15万トン-:-0.75 (枝肉から精肉歩留り)キ 0.55(枝

肉歩留り)-:-O. 6 (体重600kgとして)宇60万頭で温‘

およそ肥育牛60万頭になる。繁殖牛その他で、概略ー

150万頭ぐらいになると思うので，これを飼養する

ための飼料がたしかに必要になる。ところが，肥育

期間18ヶ月として肥育牛およそ90万頭については，

自給飼料の必要性はきわめて少ないのではなかろう

か。というのは，濃厚飼料主体のフィードロット方

式で生産される肥育牛が，今後も大半を占めること

予想されるからである。

経営面積の広い北海道といえども，今後自給飼料

を主体とした肥育牛を，流通経路にのせることはき

わめて困難であろう。とすると，自給飼料の必要量

は繁殖牛のおよそ60万頭分になる。もちろん，先に

述べたように現在の牛肉輸入量をすべて国内で生産

すると仮定してのことである。牛肉の輸入量は今後

ますます増加こそすれ，減少することは考えられな

い。しかじ，ともかく繁殖牛60万頭を増やすとしみ

も，組飼料は基本的には不足しないのではないヵ珂E
考えられるのである。

というのは，繁殖牛の場合は少頭数複合的に水田

農家などで飼養されている場合が多く，圃場残濫物

などを有効に利用できるからである。繁殖牛の場合

は比較的劣質な組飼料，たとえばイナワラのような

ものでも有効に活用できるo イナワラの生産量は米

の生産量と同じくらいであり，膨大な飼料資源であ

るが，全国的に飼料として有効に活用なれていなし、。

昭和52年度の調査成績によると，イナワラの全国

生産量は 1，389万トンで，そのうち飼料として利用

されたものは僅かに15%であり，焼却されたものは

31.90/0であったとしヴ。北海道では，飼料として利

ヮ“
噌
E
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用されたイヴ:::'7ラは 3..6-%であった0'-後K述づるよ

うに，ーイ ':t7， ラはサイレ t::~，'勺妻北方 !Yi:処理等広よ

れば，繁殖肉牛用と 1シて有効に用し、るこ主ができる

の12ある ó: かり粍繁殖ヰ J1~，頭当り年開給与量~~，:')~iγ
程度とすればρ昭和52名度@調査成績では全国で烈

~/{ラ、が '443 万 bγ焼却されc('~>}る空事長昇:れだけ

でもおよそ15Q万頭分の基礎飼料院な;やの持あ声。

北海道-rj~は草地開発可能地事~ l4:0 r--~~ Q万;b;~ あ;ある

とV'われているが，新Lく草地をJ造成田じたり，'，山地

五宇野専を利用しなくてもよ充分粗飼料資源はある主

思うので、ある O}Iキこうμがよりこ丸は何聞も繰り返す:点

うに，一膨大な飼料穀物の輸入θ主民成。立っ 1~:\~ る

..与の充足で、ある 0-" 1" 、

、「日昭百開和5臼5年度における飽側狩妻毅鞠2晩惣三竺空?唾金怯ム建;鼻許雲訴ロ険叫~-;，，_:芥戸，-犯一よ，-:，;，J，
Jj_ふLμ凶《ぶぷy込右-S_'.あd幸。 ア λ リ J カからの j~'?F~ 円、君、ンの輸

入量が多いθ禿，ンきわめて，概算tはあるがEニ平均収

量が 10'a 当り;3 50kg 占すると，.~， J;β50万ト:討を生産

するの広要，~た面積は q3Q 万 ha二であi る州、わが国の

全耕地面積は， 5.，47 万h.a:である O ょつまりI~~~， ~~\才つが国

の全耕地面積院匹敵する面積雪，;-諸外闘志~.'v;ζ歩手

リ!一方で:わが国の飼料穀物を生産L-:Cぐれだい右手と

になる。その他に，イλ麦守木豆t.>f:-tc.の食用穀物が輸

入されてし1るりで:あ，る。".UR.JE)、!

明給率向上本，ftいう;言葉ポ点;夫会;かかるが"そ

のよラに現状を改善する程度ぎまどう仁向なるよ 9な

量ずあるミヵペ。:与りよ;Q);モ，.ミオ2対国の食糧時完全

に外固に依存寸る状態にな>9.てヤ秀のすあ奇<?_[子区
に至合引手{;穀物輸みを阻止すればn;:iたちまち食糧

.Jt~機のポ二吹点状態v~ i，な石之;とι:は明らか芳、ある o も{

ー '一
司、ιのこよ ~~i 同意あま b 触れた Lく:立、恰話題::(、ある

尚早存直に言えば我因。畜酌エ飼料を輸)}.S-i言加tI
:tる産業であっ 4丸子主地~自給飼料字幕盤会与存農
業ではない。自給飼料を用いた養豚や養鶏だっ芳あ

り生ると思うので1あるが，合司令θζ とを話題f干し
でも，誰も相手I乙:b丈~ ~t~~~~:土;f.~:あるそり闘争

民肥育牛 Jもす?でに，白、給飼料ぞ土地から遊離与τ
いるのが実態であるO' " ..'， .:、"、

~わi7かに酪農だけが，;、土地予自給飼料と一結合!もた

農業と Lて，.生き残れ予志向さ考冬之介たσ 与手当L

本州府県では乳牛 1頭当りの経営面積はいわずかT
aであるo北海道はその10倍， 70 aであるo 自給飼

料型の酪農が生き残れるとすれば， 1頭当り乳量の

向_kが至2h，命余問より"v;早H~;h，宅お、 ~i ， 芳;抹!;LZY~TIア

イ ~T'祇 ν0:の開やが高まり時濃厚飼料~Ør給化傾
向がい勺そろ促進され右民?る。自!給飼料型rp階差是が

根底おらゆd:i0i!Rれ芋しげるのが現状であ易己1，;:-

3.自給飼料型の肉牛飼養、円.E~iU .~ 

可最近ぷ寸7隣地方?では飼養規模1;09.0顛主いき:大規模

な安北吉町月 aッ f 時出現 L.;ç.~戸告主 lQ dであ号qへきか
ぎと f，'~あ L もト?立壬円マ;S/:~イ何..ジり通需給与君、me

育するとオれば民膨六た量になる。 3QDkg:り素需を

!1年間肥育L:~，ρp o..9k~以よ(こ Lτ出荷す争よ仮定

するο 1-J3;当りの摂取量がかFりに~Qk~ と;tる:主れi4'~
年開-を¥はおよそ101;..!V'乙なる。:号、00.ト γサ :t"~f:犬、調

製す予生ずれば，， 9m)，;基!必要幹:お1るの::s島秀q:.・手?

ことか:らみだも，ぢ盟理主空性飼t't型竺良育要警完由

主ミうりは，ぃ我国で、はほ _H~il~(不1lJ能丈史手とが:わがpる

2主主均る3 向 ハ

_.;子牛之;ろがc カ'7f者:~'~やでぶ;::~}宍で、は J， OOO 頭1込±の

規模台も，入.トウモ R ヲ ~:t'1'::!r:iT :1'v~~まる肥育、が行

なわれ主主~~'\るのである ci じりま:うに衣量の:ザ~6f.レ[，:;:1-

J宍にかる:と:料品は非J材活fR;件貯蔵事る;ミ与は不可能

昨なるむーがぞカプ型のよ c3，'lな戸もりがないわけだがた

いが".~地よ昨トテクタヶ~:m;'~奇怪it-::c堆z積it:，るだけ:-を

ある0':(手布で場りーょう:な山fカj畑の真中にζつ然、とで

きより，;、土部の被覆すら、tr.¥，、、ので、あ吾 0'

"，..9: q).，!子売はJ_.;-~\ま 7しぼ紹介空せjて、頂い:Cb、為;のi1t~誌
がひけるが，筆者には大hんなシ弓ケクだったの宅、

繰り返し述べ:ざ寺子主頂hffb:、;る O. トウ芳明!烹ぎり穀

宗または穀穂り君汗;，，1(;;:-.ジも板、壁の担末なぜざ:キr
君子[片手、調製され:Ï:\おι り :~j~:})r .\~ ~予ロ~?'の、ホ，ー--;!V./?:

干岐ズサグ.l{7 ジに，':穀穂itイヮレ戸ジを適宜補給b

':'(:いるが:出荷時期にあわせで，、増体量を調節ヒエ;い

るのぜ、あるo'-ぃ;

ζ11Lほ;乞、の規模:害、なえ τもい自給飼料型の肥育専

業経営J~;:;: 経営土地1萌積の広b 、.::1ヒ海道においヲ~もお

そ:らくt不可能で、あろう O.-，1しかでι，~水、開 γ 畑作完酪農

などと結合した複合経営ならば，技術的には可能，で

あるぷただ，ti，J)t-dr視樫の場企P経営経済的.ti.，意義と

か子集荷の方法'('府質おどま ~i規格などが:開題点と'さ

れ?でiやる芯:私のよりな経営魚流通:り門姓漢昔、らみれ

ばt余剰労力お飼料があかぼf~:tこ主主ゐ頭数:亡、も飼

育して収入の増加宏、はかる'努きだま思タ丸益集荷10?
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方法や規格，格付け方法などは，関係者がその気に

なれば容易に改善で、きることだと思うのである。

筆者は最近数年間，各種のホールクロップサイレ

ージを調製して，肥育牛に給与し飼料価値を検討し

ている。当然のことであるが，濃厚飼料を多給しな

ければ，肥育にならないということではなくて，サ

イレージでも良質なものを飽食させれば，きわめて

良好な増体効果が得られているo しかし，このよう

な技術がはたして実際に活用される時がくるのだろ

うかと，やってル、る本人が不安に思っており，まこ

とにむもとないとをJである。筆者だけでなく，自給

飼料型の肉牛飼養に関する研究は，わが国ではとく

に北海道で、よく行なわれている。しかし，現在その

ような自給飼料型肥育の実態がないし，今後も見込

みがないとすると，我々のやっている試験研究は，

試験場の中だけの自己満足にすぎないのであろうか

?。

筆者は，このような輸入飼料依存型の畜産が多分

恒常的・安定的に継続すると思っているが，万が一

輸入飼料がとだえる事態が生じないとも限らなL、。

また，何か画期的な新技術が開発されれば，輸入濃

厚飼料に対する比較有利性が生じないとも限らない

ので，自給飼料の研究は続けるべきであると考えて

いるo しかし}当分の聞は役に立たない研究である

ことは事実であるo しかし，それを軽視するような

風潮があるとすれば，それはあまりにも性急な見方

であるといわねばならなし、。

夏期間は放牧で日増体量が 1kg以上になることは

北海道農試で毎年続けている放牧試験で明らかにさ

れているo また，新得畜試や根釧農試など道内の試

験場で，数多く行なわれていることであるo 放牧で

生体重600kg以上になり，体脂肪など肉質にも問題

がなく，現在の枝肉規格に達し，そのまま出荷でき

ることが明らかにされている。最近世界中で最もぜ、

いたくな食生活をしていると思われる日本人でも，

その食味になんくせをつけるような人はいないはず

である。

問題は冬であるo 北海道は舎飼期間の方が長いの

で， 1頭当りの貯蔵飼料が大量になり，かつ高エネ

ルギーで、良質で、なければ増体しなし、。組末な飼料で

は，ひと冬飼育して春になっても，昨年の秋と全く

同じ体重だったという笑えぬ話もある。

そこで，ホールクロップサイレージのような高エ

ネルギー飼料が必要になるのである n なぜ、ホールク

ロップサイレージが高エネルギーかというと，穀実

が乾物割合で約半量含まれているからである O 最近

のトウモロコシの早生種では 6割近くになる。エン

バクの穀実は堅い皮で被覆されているので，皮を除

いた匪乳の部分は35%ぐらいである。

皮が堅いので不消化のままで糞中に排、世される割

合が多く，それだけトウモロコ、ンからみるとエネル

ギ一価が低くなる。そこで，その堅い皮を機械的に

破壊することもよいが，筆者はNaOHを反応させる

と皮がやぶれ，内部の匪乳の部分の利用性がまし，

糞中に糊される割合が減少することを確かめke
また，ホールクロップサイレージとしてサイロに埋

蔵する際にNaOHを添加すると，茎葉(ワラ)の消

化率も著しく向上するので，結局全体としてのエネ

ルギ一価が著しく高まることがわかった。大麦のヒ

キワリ 1kgと尿素を 1009給与し， NaOHを乾物当

り30/0添加したエンバクホールクロップサイレージ

を自由に摂取させると， 1日 1頭当り1.0 kgの日増

体量が得られることが判明した。このときのNaOH

無添加では，日増体量は 0.6kgで、あった。

このようなアルカリ処理の効果はエンバクだけで

なく，大麦や飼料米のように穀実が堅い皮で被覆さ

れているものは，同様の効果が期待される。飼料米

については，今後15年計画で超多収米の育種研究が

行なわれようとしているo 筆者の研究室ではそれと

平行して，飼料米のアルカリ処理に関する研究に着

手している。また，膨大な飼料資源であるイナワa‘
やその他の稿稗類に対する，各種のアルカリ処理現V

術を確立して，有効な活用をはかることは，今後の

飼料分野の研究における重要な課題であると思うの

である。

前項で何かの技術革新がおこれば，輸入濃厚飼料

に対する比較有利性が生ずる可能性があるというこ

とを述べたが，アルカリ処理というのはまさにそれ

にあてはまるものではなかろうかと，筆者はひそか

に期待している。畜産の研究分野特に飼料分野にお

けるひさびさの革新技術になる可能性があるのでは

ないかと思うのであるo
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4. 自給飼料型の乳牛飼養

筆者はうかつにもヨーロッパの畜産は土地利用型

であり，組飼料も濃厚飼料も経営内で自給されてい

るものと考えていた。先日， 1先生の帰朝談をきい

て驚いたことには，それが全くの誤解であることが

わかった。いまや， EC諸国もアメリカからの大量

の穀物輸入によって畜産が営まれているということ

であった。しかし，別の人のイギリスからの帰朝談

と美しいスライドをみせて頂いた。大麦， トウモロ

コシ，エンバク，放牧，乾草，サイレージなど自給

飼料を基盤とした乳牛と肉牛の複合経営が行なわれ

ているのである。筆者はいたく感激した。日本でも

.所ぐらいは，このような土地利用型の畜産があ

ってもよいのではなかろうか。

もしできるとすれば北海道以外では考えられず，

それも根釧や天北の草地酪農地帯か，十勝か北見の

畑作酪農地帯であろう。このような地域で，濃厚飼

料も自給するような酪農経営，または酪農と肉牛の

複合経営を想定して，試験研究を進めることは，大

へん楽しいことである。

近年， トウモロコシの早生種が育種され，根釧天

北の草地酪農地帯にも急速に普及しつつあることは

まことに喜ばしいことである。新しい草地型酪農の

到来を予告するような，快挙の一つであるo この場

合にホールクロップサイレージとしてだけの利用で

なく，穀実だけを収穫して乳牛や肉牛の濃厚飼料と

して活用し，茎葉はアルカリ処理等によって，高度

利用をはかるといった発想も，想定であればできる

a・で、ある。
'汁れども，最近トウモロコシサイレージに期待す

るあまり，牧草サイレージを軽視するような風潮が

みえて来たので，筆者はあえてトウモロコシサイレ

ージというのはむしろ肉牛に適した飼料で、あり，牧

草サイレージというのは乳牛に適した飼料で、あると

言わせて貰っている。本当は，両方の飼料の欠点、を

補う意味で，混ぜて食べさせるのが最も望ましし、。

トウモロコシサイレージを多給すると，カロリーは

高いが蛋白やミネラルの補給が難しいので，繁殖障

害その他の疾病が起る可能性があるわけであるo そ

の点，牧草は蛋白質とミネラルの供給源として理想

的である。

牧草は，北海道の東部・北部の気象条件に最も適

した作物なのである。世界的にみれば，牧草を栽培

することが困難な地域が多い。アメリカやカナダの

中央部や西部の乾燥地帯では，牧草を栽培すること

の方が，大麦を栽培するよりも資金が多くかかるの

である。アメリカやカナダが，世界中に大麦を輸出

するほど、大量に生産するのは，大麦の栽培に適して

いるからというよりも，大麦よりできないからであ

ろう。アメリカやカナダからみれば，かくも容易に

牧草ができる北海道は，むしろせん望の目でみられ

るくらいのものであるo この自然の思恵を生かすよ

うな，風土に適した独自の畜産を定着させることが

これからの課題ではなかろうか。

牧草はカロリーが低いというが，たしかに熟期が

進んで開花結実すると著しく低くなるが，若い生育

ステージでは濃厚飼料なみである。最も若いステー

ジで利用する方式は放牧であるが，前項で述べたよ

うに，放牧だけで肉用牛は日増体量が 1kg以上にな

り， 600kg以上になってもまだ増体するのである O

これは，濃厚飼料主体方式とそれほど違わないので

あるO それから乳牛の放牧の場合，放牧だけで20kg

ぐらいは搾乳できるのであるO 筆者は最近の高能力

の牛は知らないのでなんとも言えないが，高能力牛

を放牧するとこれよりもっと乳量が多くなるなるの

であろうか?。

ともあれ，以上のような乳肉生産飼料としての価

値は，まさに濃厚飼料なみで、ある。けれども，刈遅

れて開花結実するとイナワラ程度になることも事実

であるo それが牧草の欠点であるといわれているし，

そのとおりである。従って，従前から早刈りが奨励

し続けられて来たが，必ずしもそれが浸透せず，メIj

遅れになって牧草が不評を買っているようであれば，

実行できない何かの要因があるのかもしれない。

筆者はハーベスタは共同所有でなく，ごく小型の

安価なフレールタイプでも良し、からハーベスタは個

人所有して，年間 3----4回刈で収穫した方が良いと

提案したことがあった。酪農家は家族労力で，春か

ら秋までサイレージ作りに専念した方が良いと思う

のであるが，あま'り耳を借してもらえなかったので，

何かの阻害要因があるのかも知れない。従って，エ

ネルギー不足を補う意味で， トウモロコシを入れる

ことは良いことである。

しかし，繰り返すようであるが，牧草だって早刈
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りすればエネルギー含量は高いのである。特に，産

乳に用いられるときの正味エネルギーはトウモロコ

シと大差がないようであるo このことを， NRC標

準のNElでみると，トウモロコシのホールクロップ

サイレージは 1.4 7~ 1.59 Mcal/kgであるが，牧

草サイレージは1.13~ 1.54 Mcal/切である。つ

まり，牧草サイレージの品質が優れていれば， トウ

モロコシサイレージと同様であることが示されてい

るo このことは，少し意外に思われるかも知れない

が，実際の飼養試験結果でも，新得畜試で行なわれ

た和泉氏等の研究成績によると，必ずしもトウモロ

コシサイレージの方が牧草サイレージよりも産乳量

が多くならないのである。

つまり，牧草からトウモロコシに変えると，乳量

が飛躍的に増加するというような印象が，一般にも

たれているとすれば，それは間違いである。良質な

牧草サイレージであまり乳が出ないような牛では，

トウモロコシに変えても出ないのであるo 以上の観

点から，筆者は牧草の価値を見なおして欲しいと思

っているし，根釧や天北で草地型酪農の確立を目指

して来たことは決して誤りではないのである。

ところが，近年草地型酪農地帯においても，濃厚

飼料の給与量がしだいに増加しつつある。いまや，

チャレンヂフィーディングというのが流行語のよう

になっているo このことが，濃厚飼料多給化の方向

にひと役買っていることは事実であろうし何故 1頭
ー『・-~ご守色 ペデ

当与θ乳量ーを極度に高めねばなゐぬのか?O~ 自給飼

料を基盤とした，適度な搾乳をする酪農があっても

よ主、ような気が子ふム過剰投資や多額の負債があ-

~，__， L頭当り乳量、を高めねばならないということも

聞いて"~-る o. ..7cのζ と左j濃厚飼料の多給化による

乳量増加と関連があるみ-:tれば，一事態はかなり深刻ー

であるo 北海道酪農の危機であると同時に，自給飼

料型酪農の崩擾たらながる事態である。

5. 自給飼料の研究をめぐる問題点

(1) 飼料価値評価

組飼料というのは，一般に体の維持に用いられる

ときは有効な飼料であるが，乳肉生産のために用い

られるときは，かなりその価値が減少する。とくに

産肉に用いられるときの減少度合は著しし、。たとえ

ば イナワラは維持飼料として用いられるときはか

なり有効であり，肉用牛(繁殖牛)の基礎飼料とし

てきわめて有望であることは先に述べた。しかし，

肥育飼料としてイナワラだけを給与したので、は，体

重が増加するどころか，いつまでたっても市場に出

荷できるような体重にならず，そのうちに肉質は劣

化して堅くなり，結局市場価値はゼロになるO

ところが， トウモロコシや大麦のような穀実を給

与すると， 1日に 1~ 1.3kgの増体をして最高の肉質

になり，市場価値が高まるのである。つまり，ワラ

類と穀実とで、は比較にならぬほどの飼料価値の差が

あるのである。ところがこれをτDNであらわすと，

イナワラでも40%ぐらいになり，穀実は809らぐらい

である。つまり，イナワラは穀実の半分ぐらい.

値があるようにみえるのであるo このことは，きわ

めて不合理である。 TDNであらわすと，それが維持

に用いられるときでも，産乳や産肉に用いられると

きでも，同じ価値であるo ところが，正味エネルギ

ーで表わすと，たとえばNRC標準によると，大麦の

ワラのNEgは 0.14Mcalパマで、ほとんど増体価値が

ないが， NEmは1.01Mcal/kgで維持に用いられと

きはかなり有効な飼料であり，その違いが明確に示

されているのである。なお，飼料穀物がどの程度増

体に有効かというと，大麦穀実のNEgは1.40Mca 1 

/kgで大麦ワラ(Mcalパマ)のおよそ 10倍の価値

があることが示されているoTDNでは，先に述べた

ように 2倍程度である。

大麦の穀実が維持に用いられる時は， NEm2.13 

で、たしかにワラよりも有効であるが，ワラの 2倍程

度である。つまり，当然のことであるが，穀実とa‘
うのは維持に用いるよりは，増体に用いた方がよ守

有効であることが示されている。また，先に述べた

ように，牧草サイレージというのは，産乳に用いら

れる時はかなり有効であるが，肉用牛の増体に用い

られる時は， トウモロコシサイレージに比較すると

かなり劣るのである。筆者が，牧草サイレージは産

乳に適した飼料であり， トウモロコシのホールクロ

ップサイレージは肉用牛の肥育に適した飼料で、ある

といったのは，そのことである。

最近，アメリカのDHIて成果をあげているといわ

れる飼料分析に関する関心が高まり，北海道でもす

でに実施されているが，飼料分析をしてTDNカ、雑定

されたとしても，その値からは産乳や産肉に用いら
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れる時の， NEで表わされるような情報は全く得ら

れないのである。実際の乳牛や肉牛の飼養にあたっ

て， TDNで示される矛盾をどのように補正して活用

したらよいのか，その方法や手順が明確に示された

ものはない。

これは驚くべき立ち後れであって，他の研究分野

の人達やァ般の人々には知って欲しくないようなこ

とである。なぜ、こんな状態になったかというと，ま

ず第ーに正味エネルギーの測定装置(呼吸試験室)

が長い間わが国では千葉の畜産試験場にあっただけ

で，なぜ、か他の研究機関には設置されなかったため

である。正味エネルギーというのは，自給飼料の値

⑩定するとこ吋味があるのであるから，早く

から北海道で地味な測定を続けておくべきであった

と悔やまれるo 第二に，現在でも乳牛や肉牛を用い

て，自給飼料の乳肉生産価値を測定するための，大

規模な飼養試験を実施できる研究機関が少ないとい

うことであるo

いろいろ批判はあるかもしれないが，現在のアメ

リカのNRC標準はNEm.NEgで、示されており，それ

ぞれの自給飼料について，基礎的な正味エネルギー

の測定研究と，大規模な乳牛と肉牛の飼養試験にも

とづいて，測定され確かめられた値なのである。わ

が国の実情に合致し， NRC標準よりも優れた飼料価

値評価法と飼養標準を作成することは，あと何年後

にできるであろうか。残念ながら，このままではあ

と何年たってもできないであろう。乳牛の飼養試験

などは，一年ごとに実施しづらくなっていることは

a臥頁身にしみて感じていることではなかろうか。

司 F近年は乳牛の能力が向上しているので，是非とも

高能力の乳牛を用いて試験しなければならないので

あるが，高能力牛を揃えて実験できる大学や試験場

はほとんど見あたらないのであるo これから牛の改

良をして高能力牛を揃え，大規模な飼養試験ができ

るような施設と体制にするとすれば，あと何年かか

るであろうか。とにかく，現在の間に合わないこと

は事実である。

そニで，筆者は飼料成分の分析と評価と飼養標準

に関する限り，残念ではあるがそっくりそのままア

メリカのまねをさせて頂くよりほかに仕方がないと

考えているのである。もしも，DHIのようなForage

Testingをするならば，そっくりそのまままねを

させて貰った方がより効果的でないかと思っている

のであるD それと同時に，小規模でもよし、から，自

給飼料の乳肉生産価値に関する飼養試験を，継続し

ておく必要があることはもちろんである。

(2) サイレージ発酵

飼料分析と評価の問題にばかり紙数をさくわけに

はいかないので，先に述べたサイレージの巨大なス

タックのことについて，もう一度触れたし、と思う。

畑の真中にこっ然、と出現した，上部の被覆すらない

サイレージの山を前にして，強烈なショックを感じ

たことは先に述べた。

密閉ということが，サイレージ調製の第一義のよ

うに言われて来たが，ここではサイロがないばかり

か上部の覆いすらないことをどう説明したらよいの

か。そして，これだけの大きな山になると，そのす

そ野と頂上と中心部とで、は，発酵の様相がどうなっ

ているのか，空気などの気密性が異なるし，密度な

どの物理性，微生物の種類や数，材料の熟期ばかり

でなく，品種すら異っているかも知れない。

わが国では，試験サイロというきわめて小さいサ

イロで慎重に調製されて，サイレージ調製の原則な

どというものが出されている。しかし，サイレージ

というのは一定の時期に一定の品種で，一定の密度，

加圧，嫌気性のもとで調製されるものではなくて，

実に雑然としたかたまりではなかろうか。

極端な場合は， 1.eの広口ピンで調製されたサイ

レージ品質が論じられる場合があるが，この場合の

発酵は，この巨大な山のどの部分の発酵にあたるの

か。 1.eのピンで樹立されたサイレージ調製の理論

がすべて間違いとは言わないし，立派な研究成果が

得られている例もあるが，その辺の限界をわきまえ

ていないと思われる研究発表が，つい最近まで数多

くみられたので、ある。

サイレージを混然、とした大きな集団としてとらえ

ねばならないことは，巨大なスナックの山だけにあ

てはまることではなくて，北海道における巨大なタ

ワーサイロにも言えることである。タワーサイロで

も，直径や高さが大きくなると，上部と低部，中心

部と壁側では詰め込まれる材料の密度が著しく異な

ることがあるo 最近は，サイロの中に入って踏圧し

なくなったためで、ある。また，一つのサイロの中で

刈取期日，水分，番草，種類などが異なっている場
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合が多い。 にお願いしたし、。

また，サイロを開封してからでも，毎日の取り出

し量が少なく，ボトムアンローダの場合はわざわざ

空気を送り込んでいるような場合もある。このよう

なことが，サイレージの品質，取り出し開始後の劣

化(2次発酵)の原因になっているのであって，一

つの全体としてマクロにとらえねば，サイレージの

研究にはならないと思う。

北海道では， ミニサイロを用いたサイレージ発酵

の研究をしている研究者が少ないのは，広い経営面

積を基盤として，大規模なサイレジ調製が行なわれ

ている，背景があるためと思われる n サイレージの

品質というのは，古くて新しい問題である。 2次発

酵の発生機序，サイレージの水分含量と品質の安定

性，マメ科牧草と品質，気密サイロにおけるくん炭

化の発生機序など，最近問題になっているものだけ

でも，枚挙にいとまがなし、。

これらの劣質化の要因をミクロなサイロで究明し

ようとすると，多くの場合無駄な研究になり易い。

巨大な集団として，マクロにとらえなければ，実践

の役には立たないのである O 試験場内でマグロに実

験することは不可能なので，農家のサイレージ調製

の現場で，調査を土台とした研究を進めることが，

サイレージ調製研究の基本であろうと筆者は考えて

し、るo

6. おわりに

研究上の問題点として，飼料価値評価の問題とサ

イレージ発酵研究の問題に触れるだけで，もはや紙

数もつきてしまった。その他，アルカリ処理，未利

用資源，牧草分画，乾草調製，流通化，自給濃厚飼

料，ホールクロップサイレージなど，触れねばなら

ぬことが多かった。

今回は，自給飼料の研究をめぐる背景はきわめて

きびしいものがあり，研究と現実のギャップが大き

いことをはじめに述べたつもりであるo そして，土

地利用型の畜産を想定して研究を進めることが，最

近における筆者の研究目標のようなものになってい

ることについて述べた。研究上の問題点については

私自身の反省をふくめて書いたつもりであるが，思

わず不そんな表現になっている部分があるような気

がする。よろしく御賢察のうえ，御容赦下さるよう

-18-
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北海道和種馬の保存 問 題

北海道大学農学部

北海道和種馬の持つ持久力や疾病に対する抵抗性

などはその骨格や体型のみで説明することは困難で，

一般に体質の一部として説明されるものであるが，

体質の意義や体質を構成する要素も簡単には説明出

来ることではなし、。然し，体質は遺伝的素質に加う

るに発育中の環境の作用によって獲得された一生変

らない性質である O

-ヒ海道和種馬の持つ特徴ある体型と同時に資質と

して有する強健性も併せて本種の保存を考えていか

ねばならなL、
北海道和種馬のようなすぐれた特徴ある遺伝子型

は一度これを失うと再びこの地球上にあらわれるこ

とがないことを真に銘記すべきであるo 他種の馬な

らば，また外国から輸入することで用は足りるが，

本種の場合には我々の手でこれを保存しなければ他

に方法はない。

然し，我が国の国民性として，兎角当面の問題に

は熱心に対処するが，将来に対する布石には仲々腰

を上げない傾向がある。本種の保存についてもこの

欠点を自覚し反省して，今から直ちに実践力のある

保存対策にとりくむべきである。

以下，保存陪際して必要な，他の在来馬種との関

連，日本在来馬種の類型化による将来に向けての保

a孟対策，保存の困難性を構成する近交退化とその対

司票，本種保存上の実際問題とその対応について述べ

ることにする。

北海道和種馬と他の在来馬

日本の歴史，地域文化の変遷と共に経過し現在に

至っている日本在来馬についてみるに，文化史的な

意味から言っても保存の意義は大きい。即ち，遺伝

・育種学的な分野を中心とした近代科学の立場から

言っても，また，文化史的な立場からみても，日本

在来馬を保存することの意義は大きい。

然し乍ら，日本に現存の 7種の在来馬についてみ

ると，北海道和種馬を除く 6種はいづれも頭数の減

少が著しく，繁殖能力の低下や産子性別の偏より

八戸芳夫

ど現地で問題とされている事がらについても，それ

を解明するために必要な頭数の確保すら出来ない状

態に至っている。

従って，まず 7種の在来馬の夫々の頭数を増加さ

せることが急務であるのは勿論のことであるが，そ

の場合，各馬種の存在には地域環境の影響が大きい

ことを考えると，夫々の特徴ある地域性は常に尊重

されなければならなL、。ところが， 7種の在来馬の

中には，既に 2桁の頭数にまで減少してしまったも

のもあり，しかも各馬種ごとに近親交配の程度はか

なり進行しているとみなければならない。従って，

いま，何の方策もなく馬種ごとの増頭数をはかると

すれば，多くの危険性をはらんでいることを覚倍し

なければならなし、。

この危険性を最小限におさえながら科学的根拠に

もとづいた保存の方向を模索するためには， 7種の

在来馬の相互の遺伝的近縁関係を明らかにして，類

型化の可能性について検討することが必要となって

くる。即ち.遺伝的に似たもの同志を一つの保存対

象と考えれば，保存はかなり現実的に容易になろう

ということである。

具体的には，外貌にかふわる事項，血液型並びに

血液蛋白の遺伝的変異を指標として 7馬種の遺伝的

近縁関係を明らかにした場合， 7馬種の類型化は可

能か否か，可能とすればどのような類型になるかと

いうきわめて重要な事柄に直面することになる。

(1 ) 体尺測定値から見た場合

北海道和種馬，木曽馬および御崎馬は体高が雌で

130---135 CIIlの範囲にあるo 又， トカラ馬，宮古

馬および与那国馬は同じく雌で 110---125cIIl。対

州馬のそれはトカラ馬などに比してやや大きくなっ

ている(表 1) 

このことは，日本在来馬を中型馬と小型馬(島興

型)の 2型に分類した林田の結果と一致する。

(2) 毛色分布から見た場合

馬の毛色に関しては，その色調，毛色呼称，遺伝

子型の相互の聞に暖昧な対応関係があるので，記録

-19 -
日本畜産学会北海道支部会報第 24巻第 2号 (1982)



表 1 各在来馬種の体尺測定値比較 (X土SE)cm 

(性別:雌〉

a馬 種 調査年 体 高

1953 
北海道和種馬

1 32.06土0.35

1 9 7 6 131.76土0.15

1 953 1 33.07土0.18 

197 7 1 32.70土0.86
木 酋日 ，馬

1 977 1 34.00土0.94

御 崎 a馬 1 953 1 30.88土0.40 

1 948 1 22.6 土0.28

1 956 1 22.00土0.32
対 チト| a馬

1 964 129.2 士0.5

1 979 1 3 0.04土0.6.2

1 955 11'4.45土0.33
ト カ フ ，馬

1 980 1 1 8.5 8土2.00

r邑ム~ 古 馬
1948 1 1 6.2 土0.34

1 980 1 24.1 土0.86

与那 国馬 1 967 1 09.7 土1.84

データの客観性に兎角問題がのこりがちであるが，顕

著な傾向としては，北海道和種馬には河原毛とか月

毛，粕毛などの毛色を淡くする遺伝子が多く分布す

ること，またトカラ馬，与那国馬など島l興型在来馬

には，このような毛色を淡くする遺伝子を持ち合せ

ず，さらに青毛も亦存在しないことが判る(表2) 

(3) 血液型から見た場合

日本在来馬の血液型 3遺伝子座 (A， D， C 

sys tem )に関する遺伝子頻度を表3に示す。

この表でわかるように， トカラ馬，宮古馬および

与那国馬のいわゆる島1興型在来馬にはん抗原カ、よ殆ん

ど認められなし、。

また， A， D， Cの遺伝子座に関するヘテロ接合

性を計算した結果をみると(表 4) ，島i興型在来馬

の血液型変異性が，北海道和種馬9 木曽馬および御

崎馬のそれに比して低い傾向を示しているのが特徴

的である。

(4) 血液蛋白の遺伝的変異から見た場合

動物の血液中には多くの種類の蛋白が含まれてい

体 長 管 囲 調査者・頭数

1 32.56土0.41 16.82土0.05 松本， 1 03 

1 4 3.0 3士0.26 17.68土0.02 八戸， 223 

142.21土0.22 1 6.3 0土0.03 阿部， 403 

1 4 5.30土1.06 1 7.00士0.21 沢崎， 12 

1 42.80土4.05 17.40土0.25 沢崎， 10 

1 3 3.4 9士0.57 15.64土0.07 三村， 1 7 

125.2 土0.30 15.3 土0.05 高嶺， 57 

1 2 3.4 1土0.47 14.64土0.08 林田， 2e  

128.3 土0.5 野沢9

15.33土0.18 沢崎， 30 

1 2 0.65土0.55 13.49土0.06 林田， 22 

127.95土1.51 1 5.75土0.25 橋口， 4 

120.2 土0.50 1 4.0 土0.06 高嶺， 44 

1 5.5 土0.15 保存会， 1 1 

1 1 3.5 土1.63 野沢 8 

て，それらは非酵素蛋白と酵素蛋白に 2大別される。

それら蛋白の一次構造すなわち蛋白を構成するアミ

酸の配列順序は，それぞれ別個独立の遺伝子座によ

って支配されている。動物から血液を採取して，血

清部分と血球部分に分画し，電気泳動法によって血

液を構成する各種蛋白の構造を支配する遺伝的変盗

を検討する。表 5は， 26の血液蛋白遺伝子座につでで

て多型の有無を各馬種ごとにみたものであり，北海

道和種馬は多型の存在の多い部類に入るものと言え

る。

血液蛋白変異を標識とした場合，これと体格との

聞に相関々係は殆ど認められなし、。ということは，

日本在来馬種間の体格変異というものは，血液の親

疎関係によって生じたものではなく，各馬種が飼養

されている地域の自然環境，すなわち，小島興であ

るとか，山岳地帯であるとか，寒冷地であるとかの

立地条件と，さらには，そのような立地条件に規定

され，各飼育者が馬にどのような用役を求めてきた

かとし、う差違によって，一部は遺伝的に，一部は非
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表 2 各在来馬種の毛色分布比較(%)

鹿 青 栗
河原毛

月
佐毛目 鹿毛粕

三円邑 栗 芦
在来馬種 調査年 個体数 調査者

毛 毛 毛 毛 粕 粕 毛

1936 103 25.2 8.7 17.5 4.8 2.9 5.8 13.6 8.8 11.9 松本

北海道和種馬 1966 297 8.1 6.7 17.8 10.8 15.8 1.4 8.1 8.8 21.6 0.9 庄武

1976 95 4.2 1.1 14.7 8.5 20.0 20.0 15.8 12.6 3.0 八戸

1944e8 v 

19 924 59.2 14.5 22.3 2.6 1.2 0.2 阿部

木 首日 a馬 1976 16 68.8 6.3 25.0 沢崎

1976 12 75.0 16.7 8.3 沢崎

御 崎 ，馬
1953 89 84.3 11.2 4.5 三村

1980 68 64.7 23.5 11.8 加世田

• 1929 492 35.4 57.3 7.3 林田

対 什i 馬 1940 109 33.0 64.2 2.8 高嶺

1979 69 72.5 1 3.0 1 4.5 沢崎

1952~ 
42 50.0 50.0 林田

トカラ馬 1953 
1961 48 23.0 77.0 野沢

r凸，.，. 古 ，馬
1963 4 100.0 野沢

1978 14 57.1 14.3 14.3 14.3 保存会

与 那 国 馬 1963 71 17.0 77.4 2.8 2.8 野沢

表 3 各在来馬の血液型遺伝子頻度
(野沢ら 1980) 

A システム D システム C システム
a馬 種 調査年

A
1 

H 。 D 。 C 。
1966 0.2023 0.0324 0.7653 

北海道和種馬
0.0277 0.9723 0.5528 0.4472 

1979 0.1398 。 0.8602 0.0513 0.9487 1 。

• }木 1959 0.4 0 91 0.1513 0.4 396 0.0602 0.9398 0.6197 0.3803 
曲目 ，馬

1979 0.5242 0.0385 0.4 373 0.0287 0.9713 0.5656 0.4 3 4 4 

御 崎 馬 1980 0.6792 。 0.3208 。 1 0.7900 0.2100 

臼。 1962 0.131 7 0.0083 0.8600 0.0083 0.9917 0.5565 0.4435 

対州馬(南) 1962 0.0593 0.0292 0.9115 0.0471 0.9529 0.6968 0.3032 

1979 0.1617 。 0.8383 0.0559 0.9444 0.1947 0.8053 

トカラ馬 1961 。 。 1 0.1429 0.8571 0.4655 0.5345 

r邑ム~ 古 e馬 1963 。 。 1 。 1 1 。
与那国馬 1963 0.0149 0.0149 0.9702 。 1 0.8285 0.1715 

遺伝的に形成されたものである。 御崎馬，対州馬， トカラ馬，宮古馬および与那国馬

日本の在来馬 7種すなわち北海道和種馬，木曽馬， について，現在標識として使用し得るすべての遺伝
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表4 血液型 3遺伝子座のヘテロ接合性

血液型遺伝子座
北海道

木曽馬 御崎馬 対州馬 トカラ 4馬 宮古馬 与那国馬
和種馬

A システム 0.372 0.617 0.436 0.165 o. 。 0.058 

D システム 0.054 0.1 1 3 。 0.090 0.245 。 。
C システム 0.4 9 5 0.471 0.332 0.423 0.498 。 0.284 

平 均 0.307 0.400 0.256 0.226 0.248 。 0.1 1 4 

表 5 血液蛋白各遺伝子座の多型 (P)の有無

血液蛋白の名称
北海道

木曽馬 御崎馬 対州馬 トカラ，馬 宮古馬 与那国語和種馬

prealbumin P P P P P P 

album in P P P P P P P 

t r a n s f e.r r i n P P P P P P P 

haptoglobin 

s low-α2 -i:n ac ro g 1 0 bu 1 i n 

c e r uloplasmi n 

n 0 n -s p e c i f i c e s t er a s e P P P P P P P 

chol inesterase 

1 eucin ami"nopept idase 

amylase 

hemoglobin -αーchain

hemog 1 ob in -a-c hain 
duplicated 

P P P 

hemoglobin-ft chain 

phosphohexose isomerase P P P P P P 

6-p h o s ph ogld u e c ho y n d ar t oe g 
ena s e P P 

NADH -di aphorase P P 
〆 P 41 

acid phosphatase 

malate dehydrogenase P 

la ctate d e hy b r ogA e na s b e 
subunit 

lactate dehydrog 百en a b s e 
subunit 

tetrazolium oxidase 

esterase P P P P 

adlnylate kinase P 

phosphoglucomutase P P P P 

esterase-D 

catalase P P P P P P P 

P の よ口』 計 1 0 8 7 1 0 6 7 1 0 
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形質，すなわち体格，毛色分布，血液型および血液

蛋白変異を用いての馬種間の比較を基本として考え

た場合，日本在来馬の 7馬種は，東亜在来馬め一つ

の分枝として位置づけられ，中型馬と小型馬に大別

される。そして中型馬には北海道和種馬，木曽馬，

御崎馬の 3馬種が含まれ，小型馬としては島唄型在

来馬としての対州馬， トカラ馬，宮古馬及び与那国

馬が含まれることになる。

これら 7馬種は，それぞれの地域において，独立

した集団として維持されることが理想的である。し

かし不幸にして各馬種ごとの維持が困難となった場

合には，遺伝学的に最も近縁な馬種間の混交によっ

a匝維持してし、く方法をとらざるを得なし、。理論的に

克た場合，その順序は宮古馬と与那国馬を 1つの馬

種とし，木曽馬と御崎馬を 1つの馬種としてくくるo

第 2段階として前者に対州馬とトカラ馬を加え，後

者に北海道和種馬を加えた 2群とし，第 3段階はこ

の2群をさらに 1群とし，日本在来馬としてくくる

とし、う考え方が必要になることが予想されよう。

近交退化対策

我が国の在来馬の中のいくつかの馬種では，近来

個体数がし、ちじるしく減じ，また老令個体の割合が

大きくなっていることなどの理由で，近親交配が不

可避となっているo

北海道和種馬についても，現在 1，000頭を越して

いるとは言え，今のうちに近交退化対策を充分に考

えておかなければ，その保存は他の馬種同様おぼつ

.なくなるのは目に見えていることであるo

近親交配をおこなった場合，どの程度の害が生じ

るかを決定するものは，その集団中にヘテロのかた

ちで潜在している繁殖力にかかわる有害劣性遺伝子

の量である。このような有害遺伝子を遺伝的負荷と

一般に称している。遺伝的負荷量の推定は初め人類

集団でなされ，次いで、種々の家畜についても推定さ

れたが，その結果をみると，家畜集団における遺伝

的負荷量は人類に比べると一般に低い傾向を示して

いるo 但し，家畜化の歴史の浅いウズラの集団のご

ときは遺伝的負荷量がL、ちじるしく大きく，従って

近親交配による継代は困難をきわめる。

誠に残念なことに，馬の集団における遺伝的負荷

量の推定は皆無である。しかし，次のように推測出

来るo

在来家畜は近親交配や純粋繁殖を重要な手段のー

っとして作出されたヨーロッパ系近代品種とは異な

り，洗錬された意図的な交配様式を飼養者から強制

された経歴に乏しい家畜集団であるo 従って，集団

としての近交レベルは近代的諸品種に比較すれば低

いと考えられるO それ故，在来家畜集団中に保有さ

れている遺伝的負荷量はヨーロッパ系諸品種よりも

一般に高いレベルにあるものと想像される。このよ

うに遺伝的負荷の大きい在来馬集団が急激に集団サ

イズを縮小して不可避的に近交を強いられ，しかも

その単一繁殖集団のみが我々の手にのこされたすべ

てであるとすれば，これは日本の在来馬の諸馬種の

将来にとって楽観を許さない状況と言えよう。

それでは，近交退化を防止する対応策は何かと言

うと。

(1)先ず保存対象集団，即ち北海道和種馬の集団

サイズが縮小するのを防止することである O しかし

個体数の減少そのものが既定の事実であるとすれば，

減少速度を少しでも緩慢におさえるよう努力するこ

であるo それによって，窮極的には高い近交レベル

の集団として保存されるとしても，遺伝的負荷の排

除を徐々におこなわせることが出来るからである。

大集団がそのサイズを急激に縮少することこそ，

近交退化の危険を最も大ならしめるものである。

(2) 次の方法は，北海道和種馬の集団を，いくつ

かの副次集団に分割することである。そして，種雄

馬の相互交換，あるいは，循環的な交配システムを

組むことである。勿論，この方法でも，集団が分割

可能な程度に大きくなければ問題にならないが，幸

い，北海道和種馬集団はこの方法を実施しようとす

れば可能な程度の個体数を保存している。副次集団

への分割，副次集団間での種雄馬の相互交換という

やり方は，北海道和種馬保存の過程で起るであろう

近交退化を防止する有力な手段として注目すべきで

あろう。

北海道和種馬保存上の問題点と対策

保存とし、ぅ表現は最近良く使われる言葉であり，

対象の如何によっては大きな社会問題になっている

ものもあるo 保存と一口に言っても，対象が生物，

しかも家畜の場合には，極めて多くの関係要因が複
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北海道和種馬系統保存群

f! 

(北大附属牧場一静内一)

。

北海道和種馬分布図(昭56.2現在〉

ドサンコの分布は太平洋岸の各支庁に見られ

るが，これは，積雪が少なくミヤコザサの分布

している太平洋岸がドサソコの年開放牧に適し

ているからであるD

雑に関与してくる関係上，難事業であることを覚悟

しなければならなし、。

保存とし、う表現は極めて消極的なひびきを有する

ように受けとれる。やがて早晩衰滅する運命にある

ものを少しでも長く保持しようとしづ意味に受けと

れる。これで、は実質上の保存はおぼつかなし、。家畜

の如き場合はむしろ増殖を前向きに考え，活用を推

進することによってはじめて実質的保存が可能にな

ることを認識すべきである。

保存上の問題点とその対応について述べる。

(1 ) 放牧地の問題

北海道和種馬は北海道とし、う寒冷地において年中

放牧が可能な家畜である。東北地方から移入され-

ものが，長年北海道の気候風土ピ

完全に適応して現在の和種馬が成

立したのであるから，その成立経

過からみても和種馬と年開放牧と

は不離の関係にあるO

本邦の畜産は省力経営からさら

に省資源へと進まざるを得ないの

であって，このことは石油シヨッ

• 
ク以来国民の意識に強くきざまれ

ていることであるo 従って，家畜は出

来るだけ飼料資源の消費を少くして，従来

から利用性の少ないものを有効に活用する方向

をえらばざるを得なし、。しかし，肉用畜にしても乳

用畜にしても粗飼料源として，改良された広大な草

地を必要とする円ところが，和種馬はそれらの家畜

と草地の競合をすることを極力少くする方向に発展

出来る可能性を持った家畜であるこを注目すべきで

あるo
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林地の下草利用によって和種馬は立派に経過し夏

には満肉の状態を維持することが出来る。今後，和

種馬の持つ特質を保持しようとするならば，改良草

地などはむしろ不要であるから，充分な面積の放牧

可能な林地・原野を確保することが先決であり，そ

の場合，国有林，道有林，町村有林等を和種馬の放

牧に使用出来るよう関係機関の理解が望まれる n

(2) 和種馬飼育の後継者問題

和種馬保存を実践するのは人間であるから，飼育

を志す者が居なくなることは何よりも大きな問題で

あるo 飼育者の多くは自身の和種馬に対する執着・

愛情から飼育しているいわば一代限りのおそれも存eすること崎摘されるo この間後の和種馬保

上むしろ脅威とも言うべき点であろう。

その解決には，基本的には北海道和種馬の特質と

その保存意義の啓蒙にたゆまない努力をつxける一

方，和種馬の保存・増殖が立派に経済的に成り立つ

ものであるように，行政的並びに技術的指導がなさ

れることであろう。

(3) 保存地域の設定

和種馬の保存即ち純粋種を保有して選抜を行ない

繁殖しながらその資質を向上させる為めには，適地

に保存地坊を設定し，その地域には重点的な行政指

導がなされ，種雄馬の配置等に万全を期するなどの

措置がとられることである。

和種馬の分布を見ると，集中している地域と言え

ば，渡島南部，日高襟裳町，根室をあげることが出

来るO これらの地域に多く分布しているのは，それ

唖りに理的在する仇って，歴史的な背景，

開放牧の可能な点，熱心な和種馬愛好者の多いこ

と，熱意をもった指導者が存在すること等々の素地

を有するからである。従って，この 3地域がそのま

ま和種馬の保存地域として共同管理体制のもとに純

粋種の繁殖，育成に向うならば，最も好都合と言う

べきであり，この 3地域が相互に情報を交換し種雄

馬の供用をはかるならば効率的な選抜と保持が可能

となり，資質の向上は見るべきものがあると考えら

れるO

(4) 登録並びに改良の問題

北海道和種馬が今後多様な用途に活用されていく

場合，その対象とする用途に向けて，時には他種と

の交配によって得た産物を利用するケースも有り得

るのであって，和種馬の利用度向上の面から考える

ならば振興上からも結構なことと言える。しかし，

それには前提が必要であって，一方において必ず北

海道和種馬の純粋種を保持して本種の特徴ある体型

と資質を将来に向けて保存していくとしづ絶対条件

を忘れてはならない。

北海道和種馬の純粋性を保持するためには，まず

登録の完全実施を目標とし，種雄馬の厳選とその適

切な配置によって血統の確立をはかることが急務で

あるわ登録を実施し，その登録記載を通じての血統

の確立は勿論であるが，このことが本種の今後の改

良に資するものでなければならなし、。

今後の改良の要点は，勿論本種の特徴とも言うべ

き独特の体型と飼料効率にすぐれて粗食に耐え寒気

に対する抵抗性を有して強健であり持久力にとみ，

運搬能力にも秀いでている諸点を失わないように充

分な配慮、をしていく事である。要するに，体型のみ

ならず永年かかって本種が得てきたすぐれた資質を

忘れないことである。

さらに，改良上付け加えたい点は，今後改良して

いく際に考慮されなければならないものとして惇威

をどうするかである。和種馬の特徴とも言うべき持

久力はその惇威とかなり関係が深いことが考えられ

るので，人との親和性或いは柔順性についての改良

に際してはかなりの困難性が予測される口しかし，

改良目標としては，持久力を失わないようにしで惇

威を少なくする方向をとるべきものであろう。種畜

の選抜に際してはこの点に充分配慮されるべきもの

と考える。

登録と改良は不離密接な関係にあるが，そのほか

登録による利点はきわめて大きい。例えば登録の実

施により，従来不明とされている産駒の流通等も実

態がつかみ易くなり，将来の方針を樹てる場合にも

益する点が多し、。

登録の実施に際しては，飼育者に登録の意義と重

要性を充分啓蒙する必要がある。

(5) 和種a馬の啓蒙宣伝の問題

北海道に和種馬のようなすぐれた特徴を有する馬

種が存在することを認識していない人が案外多いの

におどろく。サラブレットの如き馬種については津

々浦々まで北海道が主要生産地であることが知られ

ていることから見て考えさせられる点である。
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和種馬の用途に関しては国内の各地域によって特

徴ある使い道があるはずであり，本種に対する認識

さえ充分あれば，本州，九州，四国方面でもかなり

の需要が考えられるのであるから，その啓蒙宣伝に

は積極的に取り組むべきものと考える。

ダンツケ(駄つけ，馬を縦一列に並べて t駄載運搬

する方法)を取り入れた宣伝キャラパンを各地にお

くりこむのも一つの方法であろうし，パンフレット

による宣伝，又，本種の共進会の開催，和種馬レー

スの企画等に多くの手段が考えられよう。

宣伝に関しては，夫々の地域で充分工夫された実

J効のある方法がよいのであって，今後配慮すべき重

要な事項である。
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資 料

日本畜産学会北海道支部における研究発表の変遷

新得畜産試験場 及川 寛

さる56年 9月 3日，日本畜産学会北海道支部創立

30周年記念大会が北大で開催され，帯広畜大鈴木教

授が「支部創立30周年を顧みて」と題する特別講演

をされた。また会報第22号には北大広瀬名誉教授が

「日本畜産学会北海道支部の歴史」をまとめられて

-る。この30年間に北海道支部で発表された研究成

東はかなりの数になるが，この機会に分野毎に整理，

まとめてみることは，いろいろな面で有用と思われ

る。そこで， 30周年記念の一環というつもりで，当

支部で過去に発表された研究成果をまとめてみた。

何分，短期間であったので，分類等適切さを欠く場

合もあるかもしれないが，その点はお許し載きたい。

分類は解剖および家畜衛生以外の分野については

1. 講演 (1) 特別講演

畜種別に，草地・飼料作物については草種・品種

.栽培・利用(乾草およびサイレージ)に細

分した。発表課題の掲載は原則として年代順とし，

同一課題で継続して発表されたものについては一括

し，できるだけ研究の展開過程がわかるようにした。

また 1958年春季大会以前の支部会報には巻・号が

付されていないため，年次および春・秋の区分を表

示した。発表者が複数の場合は，紙面の都合上，講

演者以外の氏名は省略した。

演 者 演 題 巻 号 ページ 年次

倉享次郎 乳牛種雄検定の組織について 1952・春 9 1952 

沢正男 欧米の畜産を視察して か・秋 6 1/ 

脇 富 欧米の酪農事情 1953・春 11 1953 

田 稔 濠州の畜産を視察して グ・秋 9 1/ 

文平 一牧舎の追憶 1954・春 9 1954 

野佐二郎 家畜の品種と染色体 11 11 9 1/ 

野敏夫 最近の米国酪農事情を視察して グ・秋 16 1/ 

江純孝 欧州の酪農事情について 1956・春 12 1956 

本不二雄 (演題不明) 1957・秋 17 1957 

海忠夫 スイスの農業 1 14 1958 

瀬可恒 米国における家畜飼養研究の動向と飼料事情 3 1960 

本勇 吉 オーストリヤ雑見 4 1961 

田三郎 カナダの畜産 5 一 1962 

山英一 ハワイの農業 6 15 1963 

井 勉 アメリカ留学談 1/ I! 1/ 

松正信 (演題不明) 8 16 1965 

木省三 英国流ーレデイングの酪農研究所で見たことなど 11 33 1968 

田 晴 アメリカの畜産事情を視察して 1/ 34 1/ 

戸芳夫 家畜改良の理念 12 47 1969 

田 晴 天北の農業 14 1971 

藤清司 最近のアメリカ畜産事情 15 一 1972 

-
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演 者 演 題 巻 7ロ7 ページ 年次

西村正一 我が国の牛乳需給に関する諸問題 15 1972 

小島 智 新酪農村建設計画について 18 52 1975 

広瀬可恒 北海道酪農百年の歩み 19 61 1976 

波岡茂郎 SPF(特定病原不在)豚の畜産への応用 20 39 1977 

八戸芳夫 東南アジア 特にタイ国の畜産 21 51 1978 

大森昭一朗 反調家畜の飼養に関する研究の動向について 22 31 1979 

鈴木省三 支部創立 30周年を顧みて 24 (1) 5 1981 

朝日田康司 風土と畜産 11 7 11 

(2) 支部賞受賞記念講演

演 者 演 題 巻 τ仁玉ヨ ページ
年九狙

新得畜試・研究課 肉用牛の大規模繁殖経営における集団飼養技術に関する研究 23 (1) 40 198司0• 

題推進班(清水良

彦ほか)

新酪農村指導担当 新酪農村における酪農技術の普及 11 43 11 

グループ(内山誠

ーほか)

今泉英太郎 子牛の代償性成長に関する研究 24 (1) 9 1981 

滝川畜試・家きん 高能力鶏「滝川ゼツト PJの作出 11 11 11 

育種グル}プ(高

橋武ほか〉

2. シンポジウム

話顛提供者 テーマおよび 話題 巻号|ベ}ジ|年次

遠藤清司 12 1969 

高橋俊行

五十嵐憲三

太田三郎

小竹森訓央

高山康次

光本孝次

土田武男

町村末吉

斉藤 晶

中紙輝一

加 藤孝光

(テーマ)自立酪農経営における酪農の規模について

L 自立酪農経営における酪農の規模について

一主として技術面から一

2. 酪農機械化をめぐる 2~3 の問題について

3. 多頭数酪農による経営自立化

(テーマ)肉牛振興の諸問題

L 肉専用牛の生産技術

2. ホルスタイン雄子牛の肉牛利用

3. 消流面からみた肉用牛振興上の諸問題

(テーマ)酪農家における乳牛の改良はどうあるべきか

l ホルスタインの遺伝的改良とは

2. 種畜生産基地としての北海道酪農の現況と乳牛改良の目標

3. 酪農家の立場での乳牛の改良

(テーマ)酪農危機に対する技術面からの対応を探る

L 私の山地酪農経営低コスト追求への発想-

2. 私の簡易育成牛舎ーカラ松材使用の堆立式コールドパーン

3 八雲における酪農の発展経過と問題点
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3.総 説

筆 者 課 題 巻 号 ページ 年次

広瀬可恒 日本畜産学会北海道支部の歴史 22 35 1979 

光本孝次 乳牛の育種における戦略と組織 22 (2) 5 1980 

鈴木省三 北海道における乳牛管理に関する試験・研究とその背景 H 16 11 

波岡茂郎 SPF豚の畜産産業への導入 11 24 1/ 

細野信夫 北海道における牛肉生産の諸問題 H 34 1/ 

三股正年 北海道の草地 1/ 46 1/ 

米道裕弥 北海道養鶏と鶏病について 1/ 56 " 
河田啓一郎 乳牛の繁殖技術における最近の進歩 1/ 69 H 

長岡正二 乳用牛改良事業の現状 23 (2) 5 1981 

朝日田康司 乳牛のタンパク栄養，英国の新飼養標準から 1/ 15 1/ 

堂腰 五世 北海道における畜舎の諸問題 一特に牛舎の換気についてー 1/ 20 1/ • 大浦義教 北海道における乳質改善の経緯と展望 1/ 29 1/ 

阿部 空If 北海道の養豚 1/ 43 1/ 

寵田勝基 北海道における豚病 1/ 55 1/ 

平山秀介 わが国におけるめん羊飼育の現状と問題点 11 70 1/ 

4. 一般発表 (1)経営・経済等

発表者名 発 表 課 題 巻 号 ページ 年次

広瀬可恒 飼料価格評価用モノグラムとその作図法 1952・春 4 1952 

折原三津夫 乳牛の冬期粗飼料の経済的考察について か・秋 11 

今井源四郎 蝦夷牧について 1953・春 11 1953 

木田晴夫ほか 東神楽村における給与飼料改変に伴う乳牛飼養経済の向上につ 1954. 春 2 1954 

いて

厚海忠 夫ほか 経済検定分娩月別牛群の乳量と飼料費について 1/ 9 11 

塩谷未徹 日本畜産教育論，序説:問題の提起とその応用 1955・春 16 1955 

東原 徹ほか ブロイラ一生産に関する試験，第 1報 農家における経済効果 19570 春 3 1957 

の調査結果

板垣信之 ジャージー乳の価格 か・秋 12 1/ 

• 土田鶴吉 1956年冷害と農業経営形態との関係調査結果について 1958・春 18 1958 

高野定郎ほか 野付半島牧野組合の牧野現況並びに経営管理とその利用に対す 2 15 1959 

る一考案

首藤新ーほか 肉豚飼育の経済性について，第 1報 K社製検定飼料給与例 3 8 1960 

村山三郎ほか 北海道における乳牛を主とした酪農経営に関する研究 5 11 1962 

佐藤 明ほか 第 2報経営の中における土地生産力の役割 6 32 1963 

佐藤 明ほか 第 3報 播種初年度のAlfalfa の栽培技術の確立とその経 7 39 1964 

営に占める意義

1/ 第7報 乳牛の輪換放牧による牛乳生産費低減と牛乳生産性 9 42 1966 

について

佐藤 明 第 9報 ストリタプグレージングによる生産費低減と牛乳生 10 15 1967 

産性について

工藤 暗ほか 養鶏の大規模経営についての一考案 7 40 1964 

宮沢香春 公共草地の利用方式に関する研究 9 9 1966 

第 1報公共草地の予備的実態分折

石井 格ほか ホワイトヴイール生産の経済性の検討
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発表者名 発 表 課 題 巻 号 へ一、ン 年次

石井 格ほか 第 1報代用乳添加全乳給与による委託生産試験 9 35 1966 

11 第 2報全乳に各種の代用乳を溶かし加えて給与するホワイ 11 36 11 

トヴイール委託生産試験

土田鶴吉 乳牛飼養多頭化過程における生産性について(予報) 1/ 42 11 

早川晋八 指標からみた大規模養鶏の実態 11 30 11 

11 大規模酪農の診断事例， とくに規模拡大途上の課題 11 18 1968 

広瀬可恒ほか ホルスタイン雄子牛の育成・肥育，第 2報 肥育素牛価格につ 13 26 1970 

いて

小竹森訓央ほか へレフォード種子牛評価額の一考察 14 19 1971 

新出陽三ほか -農場の 10年間の産乳量の変動について 16 33 1973 

(2) 育種・遺伝

司-発表者 発 表 課 題 巻 号 ページ 年次

0 一般

松 本久喜ほか 精子と血清の相互作用 (1) 動物新鮮血清中に存在する 1956・秋 3 1956 

Spermicidal factorについて

森田二郎ほか (2)動物正常加熱血清による精子の凝集型とその要因 1957. 春 11 1957 

佐藤邦忠ほか 体尺測定分析における直交割つけ方法の一例 9 38 1966 

0 乳牛

厚海忠夫ほか 乳牛経済検定から見た乳牛の泌乳能力並びに飼養法 1952・春 9 1952 

三須幹男 脊椎後半分欠損崎形牛並びにその系統について か。秋 11 

河野敬三郎 種牛の選定基準について(第 1報) 11 8 11 

及川 寛ほか 根釧地方における乳牛の体型に関する生物統計学的研究 11 9 11 

厚海忠夫ほか 乳牛のー乳期乳量と最高日乳量との相関性について 1953・春 4 1953 

川端武史ほか 乳牛経済検定組合における短泌乳期牛に関する考察 11 5 11 

島倉享次郎 乳牛の生産記録標準化に用いられる年令換算係数について 11 5 11 

河野敬三郎ほか 分娩時期別牛群の乳量変化について 11 6 11 

桜井 允ほか 道内種雄牛の雄牛指数について か・秋 16 11 

近藤邦広ほか 第 2次経済検定成績(乳量)の著しく向上した乳牛の飼養環境 1954・春 5 1954 

について グ.川端武史ほか 乳牛経済検定における短泌乳牛について 11 12 

河野敬三郎ほか 分娩時期別並びに妊娠期間別牛群の泌乳能力について か・秋 22 11 

桜井 允ほか 北海道ホルスタイン牛の泌乳能力における娘，母，母方祖母， 1955. 春 4 1955 

父方祖母聞の相関及び娘のこれらに対する回帰について

奥山 孝ほか 種雄牛能力指標算出に対する一考察 11 5 11 

河野敬三郎ほか ジャージ一種牛の経済検定成績に関する考察 1956・春 5~6 1956 

工藤規雄ほか 初生牛崎形の一例について 1957・春 2 1957 

河野敬三郎 ジャージー牛の泌乳力検定成績，第2報 11 8 I! 

桜井 允ほか 乳牛のふん中の Prolactin性物質排世量について か・秋 4 11 

鈴木省三ほか 乳牛の乳房測尺に関する研究 I 測尺方法について 1958・春 1 1958 

広瀬可直ほか 輸入ジャージ一種牛の泌乳能力に関する考察 11 3 11 

鈴木省三ほか 乳牛の泌乳効率表示法としてのDai ry Meri tの検討 1 9 11 

11 乳牛の乳器の大きさとその変化について，皿 3 7 1960 

島倉享次郎ほか 乳牛の受胎難易が遺伝による徴候(予報) 4 7 1961 

曽根章夫ほか 乳牛の成長に関する研究，第 1報 ホルスタイン種雌牛の発 5 13 1962 

育に対する種雄牛の影響について
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発 表 者 発 表 課 題 巻 号 へージ 年次

英夫 乳検成績よりみた本道におけ回る乳牛の年間産脂量と分娩季節並 9 44 1966 

びに地域性について

功ほか 搾乳性に関する研究，均称性に及ぼす乳期的影響について 10 27 1967 

清ほか 若令時の甲状腺機能と泌乳能力について 1/ 27 H 

達ほか 機械搾乳の難易性に関する試験

第 1報搾乳性と乳房形質の乳期及び日内変動 11 11 1968 

11 第 2報搾乳性の産次間変動 13 41 1970 

1/ 第 3報搾乳性と搾乳時間との関係について 14 28 1971 

1/ 第4報搾乳性の遺伝率推定 17 29 1974 

1/ 第 5報搾乳性と泌乳量との関係 19 36 1976 

孝次ほか 乳牛の量的形質に対する統計的分析

I 全十勝乳牛共進会における育種傾向 13 39 1970 

孝次 E 全北海道ホルスタイン共進会における入賞傾向について 14 19 1971 

孝次ほか V 1971年全北海道ホルスタイン共進会の入賞傾向 15 51 1972 

俊三ほか VI ホルスタイン種雄牛の成長曲線の推定について 15 51 1972 

嵐正ほ か vn ホルスタイン輸入雌牛の体型及び乳房のイメージについ 11 52 11 

て

憲作ほか 乳牛の交回組織について， 1. 十勝ホルスタインの近親交聞の 11 53 11 

可能性

伸夫ほか ホルスタインにおける赤色系劣性遺伝子の拡散について 1/ 54 1/ 

康裕ほか 泌乳能力検定の短期化について 16 26 1973 

H 泌乳能力検定の短期化・簡易化について 17 36 1974 

1/ 乳牛の泌乳能力検定の簡易化・短期化について 19 53 1976 

一遺伝率・遺伝相関の推定一

章夫ほか 乳用種雄牛の母能力に対する特性的評価について 17 37 1974 

1/ H 母の乳脂率水準に対する影響 18 23 1975 

雅之ほか 血縁関係から見積った雌乳牛の相対的能力について 1/ 38 /1 

三義ほか 牛群検定における部分記録の補正，その産次及び分娩季節の効 18 22 11 

果

章夫ほか 北海道における乳用後継雌牛選抜の実態

I 道東地域の後継雌牛選抜に対する年令層別の認識とその 19 49 1976 

実態

1/ E 道東地域における後継雌牛の外部導入とその効果 1/ 50 1/ 

敏男ほか 皿 十勝地区における育成時代の泌乳能力予測に関する実態 11 51 1976 

章夫ほか IV 道央地域と道北地域の後継牛選抜に対する年令層別の意 20 19 1977 

識と実態

1/ V 後継雌牛に対する育成期の選抜条件の相違とその影響 21 26 1978 

誠ほか 乳牛の遺伝的改良量に及ぼす若種雄牛のサンプリングと検定シ 19 52 1976 

ステムの検討

弘ほか 乳牛の泌乳曲線に及ぼす産次と分娩季節の影響 1/ 54 11 

和行ほか 体尺測定値と 305日乳量の相関々係について 21 27 1978 

達ほか 搾乳性の改善に関する試験

第 1報 2分間乳量分離採取ミルカーの改造とその作動状況 22 29 1979 

の検討

H 第 1報 ミルク・オ・メーターの設置時傾斜が作動精度に及 23 (1) 31 1980 

ぼす影響

1/ 第 2報 異なる型式の搾乳方式で測定された搾乳速度の比較 24 (1) 42 1・981

園生ほか 後代検定娘牛の発育と初産次泌乳能力との関係 23 (1) 21 1980 

.高
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発表者 発 表 題課

24 (1) 

巻 号|ページ|年次

32 I 1981 西村和行 ほか|分娩後 2カ月の体格と泌乳形質との関係

0 肉牛

太田 三郎 ほか|無角へレフォード種の交雑による肉用牛の肥育に関する研究

第 2報夏期全放牧，組飼料多給による若令肥育

グ | 第 3報 若令肥育における雑種間の増体並びに産肉性の比較

細野信夫 ほか|肉牛の交雑に関する研究，第 1報無角へレフォード種と他品

種との累進交雑による質的形質の遺伝と 1回雑種雄牛における

経済形質の改良度について

太田 三郎 ほか|乳用牛と外国肉専用牛との一代雑種におけるほ育期の発育比較

清水 良彦 ほか|乳用種と肉用種との交雑種の自然、ほ乳(うば牛〉による発育試

験

小林道臣 ほか|へレフォード種とホルスタイン種との交雑子牛の発育と肥育に

ついて

杉原 敏弘 ほか|アンガス種，シヤロレ一種雄とホルスタイン種雌との雑種牛

I (FI)の発育と産肉性について

渡辺 4 寛 ほか|肉用牛の放牧適性品種選定に関する試験

1. 放牧育成牛の体重の推移

か・ I 2. 放牧牛の採食行動

グ I 3. 放牧育成牛の血液成分と増体重

渡辺 寛ほか|放牧肉牛体重の日内変動の推定について

富樫研治 ほか|へレフォード種の閉鎖群育種モデルと選披効果に関する電算機

シミュレーションについて

8

9

9

 

10 

11 

11 

14 

15 

" 
16 

1 7 

23 (1) 

" アバディーンアンガス種，へレフォード種雌牛の発育様相の把 I 24 (1) 

握

0 馬

豊田茂成ほか

井田善明ほか

渋谷敏男

全道種馬及び釧路一千頭雌馬共進会出場馬の体型について I 1952・秋

各肢二指を有する崎形馬の一例 I 1953・春

北海道和種とベルシュロン種との交雑種に関する考察

第 l報交雑種の発育について I 1955・春

中半血種(約 500kg)と小ロバ(約 120kg)によるラパの発 I /1 松本久喜ほか

育について

福井 孝作 |近親繁殖による子馬の崎形例について I 1956・春 I 15 
平沢一志 ほか|某牧場に発生した馬の遺伝的大腸閉塞症(ATRESIACOLI) I 2 I 6 

について

工藤規雄ほか|ロバの腎の動脈について I 6 I 27 

佐藤邦忠ほか|放牧馬の検測値分析 I 10 I 12 
0 めん羊 | 

堅田 明 |めん羊の年令による毛質の変化について(予報) I 1952・春 I 1 

吉田 稔 ほか|コリデーノレ種めん羊の羊毛発生密度に関する研究 I " I 
近藤 知彦 |コリデール種めん羊の生体毛生面積の間接測定法について I 1953・春 I 2 

渡辺 寛 |コリデール種めん羊の羊毛発生密度の年令による変化について| か I 2 

堅田 彰 |羊毛歩留の測定法について(予報) I ・秋 I 6 

堅田彰・武田功|めん羊の産毛量，毛長，体重の相互関係について I 1955・春 I 6 

堅田 彰 |家畜における家系選抜の効果について I "・秋 I 17 
堅田 彰ほか|産毛形質のへリタピリテイについて I 1956・秋 3 

か |小試料による全フリース洗毛歩留の推定法について I 1957・秋 6 

武田 功ほか|子羊体重の発育に伴う遺伝的変化について " I 
堅固 彰ほか I2才めん羊の選抜指数について
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発表者 発 課 題 巻 号|ページ|年次表

阿部 登ほか|めん羊の血液型について

田中誠治ほか ISouthdown xCorriedaleのFJとCorri eda leとの発育及び

産肉性の差異について

近藤知彦 ほか|サウスダウン種とコリデール種の雑種に関する試験

第 2報一代雑種の発育及び産肉性の飼養形態による差異に

ついて

か | 第 3報一代雑種の体型について

グ | 第4報産肉性について

鶴見利司 ほか|ロムニマーシュ種の特性に関する研究

第 1報成羊の体型について

近 藤知彦ほか| 第 2報産毛性について

• 
か 1 肉用種めん羊雑種利用試験，サウスダウン・ロムニマーシュ・

サフオーク・ボーダーレスタ一種とコリデール種との Flの発育

と産肉性について

フィニッシュレンドレース種の成績 21 

フイン及びフイン雑種の繁殖成績 1. 24 (1) 

平山秀介ほか

1/ 

古
M

4

H

N

ヰ
A

山

手

J
R

一

夫

豚

新

信

O

藤

野
首

細

1/ 

1/ 

1/ 

首藤新ーほか

11 

1/ 

1/ 

阿部 登ほか

米田裕紀ほか• 
1/ 

阿部 登ほか

1/ 

阿部 登ほか

阿部 登ほか

安東正史ほか

1/ 

H 

野猪とパークシヤ一種との一代雑種について(予報) I 1956・春

豚の産子数のへリタビリティー推定について(第 1報) 1 

豚の生時体重とその後の発育について，第 1報 生時体重と離 I 2 

乳時までの相関

豚の乳頭数の遺伝に関する研究 I 3 

I 4 

混合精液による豚の交雑に関する試験，第 1報 豚の雑種利用| グ

について

第 2報一代雑種と純粋種との産肉性の比較 5 

ランドレース種豚の特性について，第 1報 繁殖成績及び発育| グ

等について

ラコム種豚の特性に関する調査試験

第 1報 ラコム種の体型及び繁殖性について I 9 

第 2報 ラコム種の産肉性について | 

自給生産飼料利用による肉豚の肥育試験

第 3報 ノミレイシヨ磨砕サイレージ給与による品種別肥育比 9

較試験

第 4報 ビートトップサイレージ給与による品種別肥育比較 1/

試験

豚の新生児溶血性疾患に関する研究

1. 豚コレラワクチンの実験的接種が赤血球同種抗体の産生 10

並びに溶血性疾患の発症に及ぼす影響について

8. S t 38抗原不適合による発症例について 16 

豚における 3元雑種の利用について(予備) 10 

ランドレーヌを母体とする一代雑種の利用について9 L.H， 11 

L.W及びL・Lの比較

豚枝肉組成の簡易推定法に関する試験

I 比重による豚枝肉組成の推定について 13 

E ロース最後部位2節を用いた場合の比重による枝肉組成 14

の推定について

W 豚の産肉性における諸形質問の多変量解析 16 
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発 表 者 発 表 課 題 巻 号 ページ 年次

河部和雄ほか 大ヨークシャ一種豚の特性に関する調査成績

I 育成豚の発育と体型について 14 31 1971 

山田 渥 ほ か E 大ヨークシャ一種の繁殖能力について I! 32 I! 

阿部 登ほか E 大ヨークシャ一種の産肉性について I! 33 I! 

山田 渥 ほ か 豚の血液型， VI その後のEシステム， Kシステム，及びLシ 19 55 197E 

ステムについて

河部和雄ほか 大ヨークシャ一種の原産地別性能に関する予備的調査

1. 育成豚の発育と体型 21 35 197E 

山田 渥ほか 2. 繁殖能力について I! 36 I! 

梶野清二ほか 3. 産肉能力について I! 37 H 

0 にわとり

渡辺 裕ほか 家畜の選抜に対する判別函数の応用 1954・春 3 195 ~ 

児玉 浩ほか 白色レグホーン種体型の生物統計学的研究，第 3報 産卵初年 グ・秋 16 I! 

度終了時の体型と産卵数との相関々係 • 松前卓平 ニューハンプシャ一種に対する二・三の考察 1956・秋 4 195E 

岡田育穂ほか 家畜生理の遺伝学的研究， 2. 血液ヘモグロビン並びにグルタ 1957・春 5 1957 

チオンについて

東原 徹ほか 部分検定によるにわとりの産卵能力の推定について

第 1報 1954年度産卵能力集合検定にわとりの調査結果 I! 21 /" 

第 2報 1955年度産卵能力集合検定にわとりの調査結果 I! 21 I! 

錦織 満ほか 第 3報卵重の推定について グ・秋 8 " 
松前卓平 ニューハンプシャ一種に対する二・三の考察(続報〉 // 15 // 

錦織 満 冬季休産に関する研究，閉鎖鶏における冬季休産日数のへリタ 1958・春 5 195t 

ピリティー推定について(予報)

岡田育穂ほか にわとりの血液型

第 2報 新抗原の分類とその遺伝について 1 4 // 

清水 弘ほか 第 8報 B座位の各遺伝子と産卵形質との関連性 7 27 196~ 

錦織 満 にわとりの冬季休産に関する研究(予報) 閉鎖鶏群における 1 5 195~ 

冬季休産日数のへリタピリティー検定について

渡辺 寛ほか 白色レグホーン種， ロードアイランドレット種及びその一代雑 // 11 // 

種の肥育試験

岡田育穂ほか ひなの血清アルカリフォスファターゼ活性のへリタピリテイ並 2 6 195~ 

びに発育との関係

土田鶴吉ほか 養鶏経済検定初年度成績について '1 13 // • 早川晋八ほか 昭和 34年養鶏経済検定成績 3 4 196C 

渡辺 寛ほか オーストラロープ種と白色レグホーン種の一代雑種について // 4 // 

錦織 満ほか ブロイラーの生産に関する試験

第 1報 ひなの毛色，発育成績及び育成成績について 4 16 1961 

東原 徹ほか 第 2報飼料効率，経済効果について // 17 // 

渡辺 寛ほか オーストラロープ種と白色レグホーン種の一代雑種について 4 18 // 

大久保正彦ほか ブロイラ一生産に関する研究9 (第 1報〉一代雑種による肥育 5 8 19 6~ 

試験

岡田育穂ほか ひなの体重並びに血液成分の遺伝力の再検討 // 9 // 

八戸芳夫ほか にわとりの抗病性(ひな白痢〉育種に関する研究

第 1報 ひな白痢菌接種試験による系統聞の感受性比較 6 31 1963 

// 第 2報 ひな白痢感受性と体温及び白血球数消長との関連 6 31 // 

三上仁志ほか 第 3報血液型における S座位遺伝子型と感受性との関係 7 26 1964 

H 第 4報 S系と北大農場系及びその系統間雑種並びに輸入鶏 8 36 196E 
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発 表 者 発 表 課 題 巻 .~ へージ 年次

の感受性比較

蒔田秀夫ほか ブロイラーの発育に伴う産肉性について 8 8 1965 

市川 舜ほか 鶏卵白の殺菌力に関する 2・3の実験的考察 9 28 1966 

清水 弘ほか ブロイラー用種鶏(ニューハンプシャ一種)の各種経済形質の 11 28 11 

遺伝力と遺伝相関の推定

市川 舜ほか 鶏匪の呼吸量に関する研究， 1 主にCOz呼出量の測定手段に 14 43 1971 

ついて

田村千秋ほか マレック氏病感受鶏と寒天ゲル内沈降抗体 11 43 H 

田村千秋ほか 卵穀色と産卵形質との関係について， 1 卵殻色の指標と測定 15 55 1972 

方法について

三好俊三ほか 鶏卵構成成分の選故について，皿 卵黄・卵白比に対する選抜 16 32 1973 

2世代での形質問相関々係6辺 寛ほか 飼養環境と経済形質の相関について， 1 採卵鶏の経済形質 17 25 1974 

村千秋 ほ か 劣性伴性媛性遺伝子が産卵能力などに及ぼす影響について 18 24 1975 

田村千秋 ほか 鶏経済能力検定にみる採卵鶏の能力推移 20 20 1977 

市川 舜ほか 寒地における産卵鶏の屋外飼育， 4 低温環境への産卵性に対 11 21 1/ 

する選抜の検討

金光 優ほか 高低卵黄・卵白比選抜系における遺伝的分散について 11 22 11 

森津康喜ほか 産卵鶏にみられる異常卵の産卵について 23 (1) 23 1980 

田村千秋ほか 日本鶏(チャボ)を利用したロード・アイランドレッド種の小 -24 (1) 52 1981 

格化

森津康喜ほか にわとりの年令及び貯蔵日数の経過に伴う卵白質(ハウ単位) 11 11 11 

変化の検討

0 その他

錦織 満 家兎各品種の肉用価値について 1952・春 14 1952 

11 家兎の体型及び能力について 1953・春 1 1953 

牧野佐二郎 実験用ネズミの系統確立と維持 1954・春 8 1954 

錦織 満ほか 家兎チンチラ品種より黒色毛品種の分離，第 2報 黒色，淡色 1956・春 9 1'956 

及び白色兎の毛色因子型推定

高山 奨ほか 犬外陰部腫蕩の染色体観察 1957・秋 3 1957 

松本久喜ほか 鴨と鷲の雑種に関する研究 11 8 11 

岡田育穂ほか 鷲と真鴨の血清学的関係(予報) 1958. 春 2 1958 

E 

(3) 繁殖

発 表 者 発 表 課 題 巻 号 ページ 年次

0 一般

豊田茂成 精液保存に関するペニシリン添加の影響 1952・春 12 1952 

工藤規雄ほか 家畜の子宮動脈の組織学的研究 1955・春 7 1955 

0 牛

北沢作治郎ほか 牛の発情及び血粘液の体温 1953・秋 13 1953 

渡辺正雄ほか 宗谷地方における乳牛の受胎と土質に関する実態調査について 1954・春 10 1954 

桜井 允ほか 発情ホルモンによる乳牛の誘起泌乳について 1955・春 8 1955 

工藤規雄ほか 家畜の子宮動脈の研究， N 牛のいわゆる硬変性妊娠輪につい グ・秋 15 11 

て

香月利信ほか 乳牛における分娩時間の予察，第2報脳下垂体後葉ホルモン 5 1958 

「オキシトーシン」応用による分娩時間の短縮及び予察について
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発表 者 発 表 課 題 巻 号|ページ|年次

北沢作次郎ほか

北沢作次郎

石井 格ほか

北沢作次郎ほか

工藤規雄ほか

小野 斉ほか

鈴木省三ほか

岸

石井 格

永沢博敏

山田 稔

高橋 茂

平尾和義

徳富義喜

佐

木

山

O

間

川

岩

鈴

内

平

金

渡辺 裕ほか

佐藤邦忠ほか

堤 義雄ほか

四之宮重徳ほか

堤 義雄ほか

0めん羊・山羊

堤 義雄

及川 寛

香月利信ほか

堅田 彰ほか

氏間慎夫ほか

河部和雄

新 出陽三

平山秀介

平山秀介

実司

憲二

省三

誠一

，馬

英夫ほか

弘司ほか

再度牛分娩日の体温について

初生牛の体温観察

妊娠牛の朝の体温

十勝の農家に生まれた四ツ子慣の概況とそのH甫育実績

牛発情時の体温

牛の発情性黄体の退縮過程における変化

上士幌町有放牧地における巻牛による受胎試験

北海道東部地区における乳用牛の年令分布と平均生産年数の推

定

ほか|マメ科植生率の高い草地に放牧した乳牛の性周期における血中

遊離Estrogenの消長

畜大農場乳牛の分娩時刻調査概要

ほか|乳牛の乳組成分調節機構に関する研究， 1. 分娩前搾乳による

妊娠末期から泌乳初期間，及び乾乳操作による泌乳末期間の乳

組成分の変化

ほか|妊娠中の乳腺分泌液の 2・3の性状について

ほか|牛の発情期における行動様式と授精時期

ほか|牛精子における生死鑑別染色法の検討

ほか|牛精子の稀釈に関する研究， (第 3報)特に高倍率稀釈の受胎

性を中心として

ほか|牛の子宮卵巣静脈と卵巣動脈の形態学的関連について

ほか|径腹壁子宮筋電検出による乳牛の陣痛計測について

ほか|新酪農村における 5カ年の乳牛繁殖実態

馬の秋期種付成績について

家畜生殖器粘液の結晶形成に関する研究，第 3報 馬における

所見(補遺〉

血清性性腺刺戟ホルモン (PMS)分析に対する免疫学的方法

免疫学的妊娠診断

馬における排卵同期化の可能性について

馬精子の凍結に関する研究，殊にこれまでの受胎性を中心とし

て

過去 10年間の凍結精液による馬の受胎試験結果について

馬卵管内塊状物の由来について

めん羊瞳脂膏の消長について(予報〉

めん羊の体温変化による性周期の解析

雌めん羊生殖器内における精子進行状態について

めん羊の受精卵移植実験について

山羊の乳組成分調節機構に関する研究， 1.静注したN-Acetyl

-4 -Aminoantipyrin (NAAP)の乳汁及び尿への移行に

ついて

ほか|めん羊の季節外繁殖に関する研究，ホルモン処理による季節外

繁殖について

ほか|山羊の誘起泌乳における搾乳開始時期の差がその後の乳量及び

乳成分に及ぼす影響について

ほか|雌子めん羊の発情開始期と若令繁殖成績

ほか|めん羊の三つ子生産状、況からみた産子数増加の検討
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発 表者 発 表 題 巻 号|ページ|年次課

斉藤利朗 ほか|超音波ドップラ一法によるめん羊の妊娠診断について I 22 I 24 I 1979 
福井 豊ほか|非繁殖季節におけるめん羊の人工授精後の受胎成績 I 23 (1) I 22 I 1980 

0 豚

杉村 誠ほか|豚の中子宮動脈の組織学的研究 I 1954・秋 I 8 I 1954 

山下忠幸ほか|豚卵巣の解部学的研究

第 1報肉眼的所見 I 11 I 9 I 
山下忠幸 ほか| 第 2報卵胞，白色混濁胞，白色班の組織学的所見について I1955・秋 16 I 1955 

か | 第 3報黒赤色混濁胞，黄体，黄色班の組織学的所見につい I1956・春 I 9 I 1956 

，.， 

高畑倉彦ほか

.下忠幸ほか

f
、

第 4報豚卵巣の各種形態における銀好性線維の態度につい| か ・秋 I 6 I グ

て

第 5報豚卵巣の各種構造における血管壁の弾性線維につい I1957・春 13 11957 

て

第 6報経産歴の明確なー雌豚の卵巣における黄体諸型の所| グ ・秋 I 2 I 11 

見

中西久二ほか|精子の Energymetabo 1 i smに関する研究 ， 

第 1報豚精子の運動エネルギー源としての糖の効果につい I1956・春 I 15 11956 

て

桜井 充 ほ か | 第 2報解糖・呼吸に及ぼすりん酸塩の効果について I 1957・春 18 I 1957 
工藤規雄 ほか|家畜の子宮動脈の組織学的研究， V 豚の子宮動脈に関する研 I1957・秋 3 I 1957 

究補遺

堤 義雄ほか|家畜胎盤血管構築の研究，第 2報豚胎盤について I 4 I 1 I 1961 
小山 邦武 ほか|豚精液の凍結保存に関する研究， 1 精巣上体尾部精液の凍結 I 9 I 26 I 1966 
岩佐憲二 ほか|無血去勢(ボールマッシャ一法)豚の腹腔内播種精巣の所見 14 I 39 I 1971 
糟谷 泰ほか|豚の発情と受胎に関する一考察 I 21 I 39 I 1978 
出口栄三郎 ほか|繁殖雌豚の血中及び卵巣黄体中カロチノイドの濃度変化につい I24 (1) I 53 I 1981 

0 にわとり

三須幹男ほか

三須幹男

11 

• // 

// 

// 

1/ 

北沢作治郎ほか

北沢作治郎

北沢作次郎ほか

北沢作治郎ほか

高橋 武ほか

0 その他

桜井 允

// 

桜井 允 ほか

て

にわとりにおける生殖腺移植に関する研究

予報 I 1953・春

田 移植卵巣内における黄体様細胞の形成について I 1954・春

V 体諸部位に移植した卵巣の変化 (3) I 1955・春

団 体諸部位に移植した卵巣の日令と移植期間による差異 I 1956・秋

刃V精巣移植について， 1. I 1957・秋

沼弓 R及び品種聞における卵巣移植について， 1 家鶏にお 1

ける移植生殖腺の変異に関する研究

XIX移植卵巣の精子形成 2 

簡単なにわとり胎児標本の作成について I 1955・春

にわとり胎児温について I 1956・秋

にわとりの腹気嚢充填の宰丸及び冠に及ぼす影響 I 1957・春

発育卵の炭酸ガ排出 I 5 

にわとりの人工授精試験， (第 1報)冬期間鶏舎内温度の異な 6

った鶏舎に飼養された種雄鶏の精液の性状に関する試験

繁殖性及び泌乳性に関する生化学的研究

第 1報 副腎皮質機能と性周期との関連について I 1953・春

第 2報 副腎皮質機能と妊娠との関係について | 

第 3報 家兎性周期における白血球像(主として好酸球)の I1956・春

調 37-
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発 表 者 発 表 課 題 巻 号 ページ 年次

変化について

堤 義雄ほか 家兎における睦粘膜上皮に関する研究 1953・秋 14 195 

" 家兎陸前庭内洗糠生理的食塩水の乾操結晶形について 1954・秩 10 195， 

佐藤晶子ほか 混合性腺刺激ホルモン製剤によるシロネズミの排卵現象の変化 1955・秋 18 195 ! 

堤 義雄ほか 分娩後晴乳時における家兎睦内湯離細胞について 1957・春 6 195' 

沖垣 達ほか シロネズミの体外排卵 1957・秋 4 11 

堤 義雄ほか 家兎睦粘液の測定による性周期と卵巣櫨胞数との関係 1958・春 4 195: 

佐藤晶子 幼若雌ネズミにおけるホルモンによる人工過剰排卵の細胞形態 1 6 " 
学的観察

阿部光雄ほか ミンク精虫のー観察 2 7 19 5 ~ 

田村達堂ほか ミンクの性器， とくに陰茎骨の形態について " 8 11 

塩田義蔵ほか ミンクの性器， とくに腫の形態について " 8 " 
長谷川寿三ほか ミンクの生殖生態 2 9 " 
佐藤晶子 人為的に多数排卵させたハツカネズミの過剰妊娠に関する 2・ I! 10 I! • 3の観察

堤 義雄ほか 家兎偽妊娠時における塵内粘液の観察(予報) I! 10 " 
佐藤晶子 シロネズミにおける 2種の性腺刺戟ホルモン投与量と排卵数並 3 7 196 

びに着床胎児数の関係(予報)

山下忠幸ほか ミン九特にいわゆるホモの不妊に関する形態学的研究 5 10 196: 

(1) 雄の尿生殖器の肉眼的所見

北沢作次郎ほか ウサギの交阻後の体温観察 7 26 196 

小栗紀彦ほか 家兎胎児の娩出順序 11 24 196 

堤 義雄 偽妊娠家兎子宮の透明標本による卵子の観察 18 27 197 

季 在鉱ほか ラット卵管の Slegmentation と上皮細胞の組織学的並びに 19 47 197 

電顕的観察

鈴木裕之ほか 腫より回収された家兎匪の生存性について 24 (1) 29 198 

(4)解剖

発 表 者 発 表 課 題 巻 号 ページ 年次

工藤規雄ほか 毛皮動物の解剖学的研究，第 1報 ヌートリアについて 1952・秋 7 195 

北沢作治郎ほか 家兎上顎門歯発育の観察 1956- 春 10 195 

高畑倉彦ほか ヌートリアの腎系球体内動脈の走行 " 11 I! • 
北沢作次郎ほか 胸腺易Ij出が体重並びに骨に及ぼす影響 1957・秋 1 195 

工藤規雄ほか ミンクの腎動脈の走向について 1958・春 2 195 

阿部光雄ほか 猫腎上体動脈の肉眼的観察 7 " 
田村達堂ほか 犬の陰茎の徴細脈管構造について 3 3 196 

堤 義雄ほか 家兎における生殖諸相と体温，流血中白血球数，及び赤血球数 9 26 196 

の消長

山田純三ほか ウズラ血液の巣球と赤血球の徴細構造、について 15 50 197 

山下忠幸ほか 馬の胃腸管粘膜における内分泌細胞の徴細構造とその分布につ 18 26 197 

いて

山田純三ほか 家畜糸状乳頭の走査型電子顕微鏡的観察 19 48 197 

山下忠幸ほか 羊の十二指腸粘膜における内分泌細胞の光顕的及び電顕的研究 21 20 197 

平賀武夫ほか 心臓が頚部にあった(頚部脱出心)先天性奇形子牛の一例 21 21 197 

竹花一成ほか 骨盤結合不形成による先天性腹壁ヘルニアの子牛の一例 I! 22 I! 

新出陽三ほか 乳牛における乳房の乳汁貯留構造の形態について " 28 I! 

-38・



(5) 飼養

発 表 者 発 表 課 題 巻 号 へージ 年次

一般

久芳ほか 時期別飼料の栄養的特性に関する研究 1952・秋 2 1952 

可恒ほか 反担獣の第一胃ガス組成の研究

第 2報 めん羊及び畜牛の緑餌給与時におけるガス組成につ 1953・秋 7 1953 

いて

久友ほか 寒冷期における家畜飼養に関する研究，第 1報 めん羊，家兎 1956・春 4 1956 

及び子豚の維持飼料

保ほか 反調胃内徴生物による草類繊維素の消化率

I 胃液法による In Vitro Rumen Techniqueについ 2 5 1959 

て

1/ E 生育時期並びに草種について 3 16 1960 .橋 裕ほか 反拐獣第一胃内徴生物による飼料栄養素の利用に関する研究，

第 2報 N化合物の利用について 3 15 1960 

全弘ほか 牧草の生育に伴う detergentmethod fractionの推移につ 11 27 1968 

いて

秀夫ほか 粗飼料給与時における補助飼料添加の効果に関する試験， (第 14 14 1971 

1報)牧草サイレージ給与時における育成牛及びめん羊に対す

るトウモロコシまたは育成周囲合飼料の補給効果

清ほか 酵素，内分泌等の生理形質と発育，泌乳との関係について 16 7 1973 

保ほか 牧草中CelluloseFractionの組成と CWC消化率との関係 16 8 1/ 

純二郎 ほ か 牧草蛋白質の抽出による新飼料の調製に関する研究(予報) 17 8 1974 

1/ 温度及びホー/レディングタイムがアルフアルファ搾汁中の LP 18 45 1975 

C回収に及ぼす影響

勲ほか アルフアルファのタンパク質に関する研究， (第 1報〉抽出方 1/ 46 1/ 

法の検討

忠昭 放牧草の飼料価値査定に関する研究，追肥がイネ科主体牧草の 1/ 4"8 11 

成分及び消化性に及ぼす影響

紀美ほか 根室地方産粗飼料の無機成分について 19 16 1976 

昇ほか 乾燥鶏ふんの豚及び羊に対する飼料的価値 19 40 1976 

健ほか 反すう家畜の消化率推定指示物質としてのAIAの検討 21 17 1978 

良弘ほか 野草類に含まれる可消化養分の特性• 第 1報 クマイザサ，ススキにおける可消化養分含量の時期

別推移

23 (1) 19 1980 

乳牛

進 栄養ピートパルプの泌乳効果について 1952・春 2 1952 

信雄ほか 牧草放牧地の利用に関する研究

第 3報放牧時の乳牛の栄養採食量に関する試験 11 -秋 3 1/ 

11 第 3報 けい牧時における乳牛の採食栄養量に関する研究 1953・秋 10 1953 

1/ 各草地条件下におけるけい牧時の乳牛の採食栄養量について 1955. 秋 2 1955 

(第E報)

11 笹地更新による牧草地の放牧利用試験

第 2報造成放牧地における放牧試験 1954. 秋 15 1954 

1/ 第 3報搾乳牛による放牧効果 1955・秋 26 1955 

1/ 第 4報追肥による乳牛の放牧効果 1957・秋 30 1957 

省三ほか 乳牛泌乳試験の計画方法に関する 1考察(乾燥酵母の乳牛飼料 1954・春 2 1954 

としての価値について)

11 乳牛の青刈飼料採食速度とし好性との関連について 1955・秋 1 1955 
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発 表 者 発 表 課 題 巻 号 ページ 年次

大原久友ほか 寒冷期における家畜飼養に関する研究，第 2報乳牛の維持飼 1956・春 4 195' 

料と乳量，乳質との関係

工藤吉夫ほか 糖密飼料の泌乳効果に関する研究 1956・秋 14 11 

藤田 保ほか 乳牛の放牧利用に関する試験，混播草地の利用価値について 1957・春 12 195' 

仙田久芳ほか カーフミールによる積育成試験，第 1報 1957・秋 20 11 

大原久友ほか てん菜副産物の飼料的利用に関する研究 1958・春 6 195: 

吉田則人ほか てん菜副産物の飼料的利用に関する研究， UO) 十勝国池田町様 4 11 196 

舞地区におけるビート茎葉給与乳牛に対する，飼養調査につい

て

上山英ーほか 魚のあらを主原料とする乳牛用補助臨合飼料の価値について 1958・春 7 195: 

上山英ーほか Cr203及び chromogeni ndex併用による乳牛の放牧時採食量 1 12 11 

推定試験(第 3報)

11 乳牛に投与した Cr203の回収率について 2 4 195 

11 産乳量及び乳質に及ぼすピートトップ給与の影響について 3 17 196 oe 
浦上 清ほか ホルスタイン子牛の発育標準(体重)と晴乳標準の設定につい 4 7 196 

て

鈴木省三ほか 放牧によるホルスタイン種慣の早期離乳試験(第 1報〉 // 8 11 

新出陽三ほか 11 (第2報) 6 18~19 196 

大久保正彦ほか 牛乳の無脂固形分含量に及ぼす春季放牧及び青刈給与の影響 4 8 196 

藤田 保ほか 乳牛のラディノクローパ草地放牧における組飼料及び濃厚飼料 11 9 11 

補給の産乳上の効果

長尾保義ほか 乳牛に対するモレア飼料の給与適量について 11 10 11 

坪松戒三ほか Beet top偏用時における saponinの定量とその生理作用につ 11 11 11 

いて

斉藤久幸ほか Beet top偏用時における蔭酸分解とその灰分代謝に及ぼす影響 11 12 11 

について

石井 格ほか 初生債の増体 1kgに要するほ乳量の検討(第 1報〉 5 12 196 

上田義彦ほか Calf replacer， Calf starterによる子牛育成試験 5 13 H 

西埜 進ほか 糖密，尿素配合飼料の泌乳効力試験 5 14 11 

長尾保義ほか ビートトップサイレージの多量給与が乳牛の産乳量及び乳質に 11 1 7 H 

及ぼす影響について(第 2報)

坪松戒三ほか 牧草サイレージを主体とした乳牛の飼養法確立に関する研究

第 2報 サイレージと乾草の給与比率が乳量・乳質に及ぼす 6 15 196 

影響 • 11 第 3報 乾草及び乾草・サイレージ給与時における根菜添加 11 16 /1 

の乳量・乳質に及ぼす影響について

岸 美司ほか 第 4報 牧草サイレージ多給飼養が血液・尿の諸性状に及ぼ 7 9 196 

す影響について

坂東 健ほか 第 5報 サイレージ多給時における濃厚飼料給与レベルの乳 11 9 ノシ

量・品質に及ぼす影響について

坪松戒三ほか 第11報 サイレージの水分含量が採食量，体重，乳量，乳質 8 20 19E 

に及ぼす影響について

長尾保義ほか ビートトップサイレージ給与による乳用若牛の育成試験 6 18 19 E 

石原健太郎ほか ミルクリプレーサー及びカーフスターターによる乳用子牛育成 11 19 F 

試験(第 2報)

浦上 清ほか 初生積の増体 1kgに要する晴乳量の検討(第 2報〕 11 19 A 

藤田 保ほか 離乳期が異なる子牛の粗飼料主体育成が発育に及ぼす影響並び 11 20 A 

に経済性
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発表者 題表 課発 巻 号|ページ|年次

藤田 保 ほか|植生，草産力の異なる草地t乙おける乳汁生産性に関する調査

大久保正彦 ほか|唾液の栄養生理学的研究， (第 2報)反調動物の唾液尿素分泌

に及ぼす蛋白質飼料レベルの影響について

西埜 進ほか|根菜類の牛乳生産性に関する研究

第 1報根菜類とサイレージの反転法による比較

グ l 第 2報 青刈とうもろこしサイレージと飼料用ビートの給与

比率が乳量・乳組成並びに体重に及ぼす影響について

グ l 第 3報飼料用ピートの代替としてのビートパルプの飼料価

値

か |十勝地方における乳用子牛育成の慣行技術調査

保 ほか|組飼料主体による子牛育成法に関する試験

第 2報 サイレージ単用育成時において補助給与される濃厚

飼料の栄養水準別若令子牛の発育効果について

達 ほか|乳用子牛の早期離乳法確立に関する試験

第 1報 異なるほ乳飼料が子牛の発育及び経済性に及ぼす影

藤田

e本

響について

曽根 章夫 ほか| 第 1報の 2 異なるほ乳飼料が子牛の発育及び経済性に及ぼ

す影響について

小林道臣 ほか| 第 2報子牛の発育に及ぼす乾草の刈取時期及び濃厚飼料給

与量の影響について

か l 第 3報 子牛の発育に及ぼす全乳給与量及び離乳後の放牧の

影響について

大橋 尚夫 ほか| 第4報 子牛の発育に及ぼす乾草及びサイレージ単用法と併

用法の比較

グ l 第 5報 乾草・サイレージ併用法における濃厚飼料の給与量

が子牛の発育に与える影響

平山秀介 ほか|乳牛の放牧飼養技術確立に関する試験

第 1報 いね科優占草地における放牧時補助飼料の効果につ

いて

1/ 第 2報 排ふん周囲不食草面積の変せんと排ふん処理効果

第 5報短草，慣行放牧時並びに青刈給与時におけるルーメ

ン内VFA組成

ほか|積の消化能力に関する研究

H 蛋自分解酵素及び脂肪分解酵素活性の変化

W 蛋自分解酵素及び脂肪分解酵素活性の変化

ほか|牛乳の成分組成に及ぼす給与飼料の影響， (第 3報)高濃厚飼

料給与が乳組成及び第一胃内発酵に及ぼす影響

ほか|乳牛に対する液体飼料モレア給与の効果に関する考察(第2報)

飼料の給与量と泌乳能力について

ほか|乳牛の飼料給与基準設定に関する研究

牧草単一給与による採食量並びに乾草併用との飼養価値の比較

ほか|放牧乳牛の採食量測定の比較について

ほか|若雌牛に対する乾草，サイレージの給与比率が発育及び繁殖に

及ぼす影響について

1. 飼養成績と発育との関係並びに繁殖について

2. 血液・尿性状の主要変化について

ほか|粗飼料の省力的大量調製法に関する試験(第 3報)無細切サイ

レージの飼養効果

吉田 倍ほか

. 久保正彦

1/ 

上山英一

上山英一

河野敬三郎

西埜 進
1/ 

大橋尚夫

和泉康史

佐野信ーほか

蒔田秀夫

-41-
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発 表 者 発 表 課 題 巻 」ロゲ へージ 年次

塚本 達ほか 牧草サイレージ・乾草併用法と低水分サイレージ単用法との飼 9 20 1966 

養価値の比較(第 2報 )

鈴木 健二ほか 乳牛に対する処理加工牧草の給与が乳量。乳質に及ぼす影響 1/ 40 1/ 

山下 良弘ほか 低水分サイレージの調製とその飼養効果に関する試験

第 1報 低水分サイレージの養分回収率，栄養価と育成牛の 10 10 1967 

飼養効果

難波直樹ほか 第 2報 低水分サイレージの養分回収率，品質と乳牛に対す 1/ 11 1/ 

る飼養効果

吉田 悟ほか 放牧地の草量，草丈と採食量との関係 11 15 1967 

小林道臣ほか 輪換放牧と連続放牧における濃厚飼料無給与が子牛発育に及ぼ 11 17 11 

す影響

寒河江洋一郎ほか 子牛育成と草地の利用との関連に関する研究(第2報〉 11 18 11 

松岡 栄ほか 人工ルーメンによる第一胃内発酵に関する研究， n VFA生成 11 24 11 

と基質量との関係 • 鳶野 保ほか 乳牛の草地型多頭飼養法に関する試験

第 1報 サイレージ多給飼養時における濃厚飼料の給与法に 11 10 1968 

ついて

蒔田 秀夫ほか 乳用子牛の早期集団放牧育成法に関する試験

第 1報 放牧開始月令の差異がその後の発育に及ぼす影響 11 12 11 

吉田 悟ほか 第 2報 代用乳の給与量の差が発育に及ぽす影響 11 13 11 

西埜 進ほか 代用乳の濃度が早期離乳の子牛の育成に及ぼす影響 11 15 11 

藤田 裕ほか 子牛育成用乳汁代用飼料に対するメチオニン補足の効果につい 11 15 11 

て

池田 孝ほか 初生子牛の消化力の発達に関する研究

E 炭水化物の利用性について 11 16 11 

藤田浩三ほか 子牛の水分代謝に関する研究

E 水分のTurnover 11 17 11 

今泉英太郎ほか 草食家畜に対するスギナの障害について(予報) 11 26 11 

小竹森訓央ほか 利用目的による草地生産性の差異"牛乳生産と牛肉生産" 11 27 11 

鈴木慎二郎ほか 放牧牛の体重測定法に関する試験 11 29 11 

和泉康史ほか ちつ素施肥及びメIj取時期が乾草の飼料価値に及ぼす影響 13 8 1970 

山下 良弘ほか 刈取時期別サイレージの増体効果 11 14 11 

藤田 裕ほか 早期離乳子牛における草サイレージの利用性について H 15 11 

八幡林芳ほか 高水分穀実の飼料特性 • 1. 小麦について 11 17 11 

岩崎 薫ほか 2. えん麦について 14 45 1971 

和泉 康史ほか 乳牛の第一胃内発酵に関する研究

I 濃厚飼料の給与量が乳牛の第一胃内容性状及び低級脂肪 13 19 1970 

酸組成に及ぼす影響

11 E 濃厚飼料と乾草との給与比率が第一胃内低級脂肪酸 (V 14 24 1971 

FA)産生に及ぼす影響

和泉康史 四 とうもろこしサイレージ及び牧草サイレージの給与と第 17 13 1974 

一胃VFA

11 四 飼料用ビートの摂取量がウシ第一胃内揮発性指肪酸の産 18 12 1975 

生に及ぼす影響

岡田 清ほか 集団放牧における育成牛の発育と甲状腺機能並びにその相互関 13 19 1970 

係について

朝日田康司ほか 子牛のエネルギ一代謝
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発 表 者 発 表 課 題 巻 号 へーシ 年次

E ホルスタイン雄子牛の 6か月令までの安静時熱発生量と 13 21 1970 

毎分呼気量の変化

純二郎ほか 皿 ほ乳中の子牛の安静時呼吸量及び呼吸当量について 11 22 11 

1/ V 夏期及び冬期における乳養期子牛の熱発生量の変化とそ 14 16 1971 

の日内変動

進ほか 離乳子牛の発育，飼料摂取量及び水の出入に及ぼす飲水量の影 13 22 1970 

響

保正彦ほか 発育に伴う子牛の血液性状の変化 (2) 1/ 23 1/ 

栄ほか 子牛の尿素利用に関する研究

I 離乳直後における尿素利用 1/ 24 1/ 

11 咽 尿素がミルクリプレーサー単一給与子牛のちっ素蓄積及 19 42 1976 

び消化に及ぼす影響

.寒河江洋一郎 乳用牛の放牧一粗飼料主体の飼養に関する研究，春生まれ子牛 14 10 1971 

の育成

悦次 放牧延長に関する試験 I! 11 1/ 

栄ほか 糖密飼料添加がサイレージの品質と子牛に対する飼料価値に及 1/ 12 1/ 

ぼす効果

裕ほか 幼令牛の発育に及ぼすスターターの給与水準及びエネルギー含 1/ 13 1/ 

量の影響

英太郎ほか 子牛の発育時における低栄養の影響とその補償法に関する研究

1. 低栄養が成長及び消化機能に及ぼす影響 1/ 15 1/ 

1/ 3 離乳後早期の低栄養がその後の成長に及ぼす影響 18 16 1975 

I! 4. 極端な低栄養が子牛の成長に及ぼす影響 19 21 1976 

I! 5. 極端な低栄養給与とその後の高栄養給与下の子牛の相対 20 32 1977 

成長

清ほか 成長ホルモン測定法に関する試験 14 22 1971 

万谷吉郎ほか ホルスタイン種被毛中無機物含量について

1. 部位，毛色が被毛中無機物含量に及ぼす影響 I! 25 I! 

I! 2. 季節，年令，妊娠による被毛中無機物含量の相違 15 48 1972 

I! 3. 育成雌牛の月令，季節による被毛中無機物含量の差異 16 24 1973 

11 4. 育成牧場による被毛中無機物含量の差異 18 35 1975 

尚夫ほか 高能力牛の飼養法に関する研究• 1. 高泌乳期における濃厚飼料の給与量が乳量及び乳組成に

及ぼす影響

14 26 1971 

実 司ほか 2. 高泌乳期における濃厚飼料の給与量が乳牛の血液性状並 " 27 I! 

びに繁殖性に及ぼす影響

康史ほか 3. 乾l固・妊娠期及び高泌乳期における栄養水準が乳量及び 16 6 1973 

乳組成に及ぼす影響

全弘ほか 放牧家畜の生理・生態監視用テレメーターの試作と応用 I生 15 12 1972 

体電気の電送用 FM送信器の試作と心拍数の測定への応用

康史ほか ちつ素施用量が高・中水分草サイレージの品質，消化率及び養 I! 17 I! 

分摂取量に及ぼす影響

鼻ほか 子牛に対する 1日1回ほ乳が発育，飼料の消化，胃の発達に及 15 28 1972 

ぽす影響

英太郎ほか 子牛に対する育成時の低栄養がと体の各部位及び臓器重量とそ H 29 11 

の体重比に及ぼす影響

昌三ほか 乳用子牛の育成時における栄養水準がその後の生産性に及ぼす

影響
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発表者 発 表 課 題 巻 号|ページ|年次

岡本 昌三 ほか 1 同月令交阻群の 18か月令まで、の成長

か I 2. 同月令交配群の初産次乳量と 36か月令までの成長

グ I 3. 同体重交肥群の初産までの成長

グ I 4 同体重交西日群の初産の成績

か 5. 同月令交阻群の 2.3産の成績

1/ I 6. 同体重交配群の 2，3産の成績

岡本 全弘 |組飼料中のへイキューブと乾草の比率が乳量・乳組成に及ぼす影響

寓田正治ほか|家畜の成長リズム

1. 乳用雌子牛

岩崎 薫 ほか|キューブと乾草及びサイレージの産乳効果の比較

太田 三郎 ほか|離乳子牛に対する発泡ポリエチレンベレット給与の影響

松岡 栄ほか|子牛の育成初期における尿素利用

池滝 孝 ほか|育成牧場に預託された乳用育成牛の発育状況とその検討

上山 英一 l初生子牛の常乳給与後における血中成分の経時的変化

松岡 栄 ほか|早期離乳子牛の尿素及び酢酸アンモニウムの利用

上山 英一 |初生子牛のカゼイン添加乳給与後における血中成分濃度の経時

的変化

岡本 全弘 |乳牛による乾草とへイキュープの飽食量と乳生産

小倉 紀美 ほか|根室地方における乳牛の起立不能症候群多発農家の組飼料中ミ

ネラル含量について

か |生草給与時における妊娠乾個牛の養分摂取量とミネラル出納

和泉 康史 ほか| 自給飼料の産乳性に関する研究， IV とうもろこしサイレージ

の多給時における濃厚飼料の給与量が養分摂取量及び産乳量に

及ぼす影響

小倉 紀美 ほか|放牧飼養時の妊娠轄固牛に対するリン補給が分娩前後の血中ミ

黒沢弘道

四十万谷吉郎ほか

上山英一

鈴木省三ほか

小倉紀美ほか

四十万谷吉郎ほか

和泉 康史ほか

尾上貞雄ほか

四十万谷吉郎ほか

岡田 清ほか

岡本全弘

大森昭一郎ほか

杉原敏弘ほか

ネラルに及ぼす影響

ウエフアーの採食性と泌乳効果

固型塩の摂取が低栄養期の子牛に及ぼす影響

乳牛に対するアーモンド果肉の飼料価値について

子牛に対する発酵初乳の給与

牧草主体飼養時における乳牛の分娩前後の血中Ca，無機P及

びMg含量について

栄養水準の相異が子牛のミネラル出納と骨中ミネラル含量に及

ぼす影響

ちっ素施肥量が牧草サイレージの養分含量及び摂取量に及ぼす

影響

乳牛の栄養と分娩性低Ca血症に関する研究

2. 分娩前の Ca摂取量の違いが分娩時の血中Ca濃度に及

ぼす影響

火山灰摂取が乳牛のミネラル出納に及ぼす影響

火山灰摂取が乳牛の血液成分に及ぼす影響

サイレージの凍結が乳生産に及ぼす影響

子牛の栄養性下痢発生に関する一考察

乳母牛による牛の晴育技術

2. Multiple Sucklingによる子牛の牛乳摂取量につい

て

池滝 孝 ほか|全乳早期離乳方式による乳用子牛の発育と経済性

鷹津秋生 ほか l乾草から多汁性粗飼料への急変が子牛第一胃内性状に及ぼす影
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発 表 者 発 表 課 題 号 1ページ|年次

響について

一刷|発一一一変化 | 22 
関根純二郎 ほか フード法による子牛の呼吸試験の検討(予報) 1/ 11 I 1/ 

加藤信人 ほか 乳牛に対する濃厚飼料の定量給与が組飼料の摂取並びに乳生産 1/ 21 I 1/ 

に及ぼす影響

井芹靖彦 ほか|畑作地帯における酪農の実態(十勝管内音更町における酪農の

考察より)

第 1報飼養管理の実態 | 22 23 1/ 

1/ 第 2報冬期飼料給与の実態， 1. 過去 3か年における給与 1/ 1/ 11 

実態

松永光弘ほか 第 2報冬期飼料給与の実態， 2. サイレージ給与の実態 1/ 24 1/ 

井芹靖彦ほか 第 3報泌乳量の実態， 1 極初期泌乳量の実態 23 (1) 30 1980 .r光弘ほか
第4報泌乳量の実態 2. 泌乳水準別乳量曲線 24 (1) 31 1981 

芹靖彦 ほ か 第 5報泌乳量の実態， 3. 高泌乳牛の乳量曲線 1/ 1/ 1/ 

小倉紀美ほか 泌乳初期の牛乳生産に及ぼす高蛋白質飼料給与下のマグネシウ 23 (1) 9 1980 

ム補給の影響

今泉英太郎 ほか|子牛に対する 3か月令からの極端な低栄養がその後の成長に及| 1/ 14 I 1/ 

ぼす影響

関根純二郎ほか 6週令離乳子牛の 25週令までの第 1胃発酵様相に及ぼす粗飼 l /1 。I 1/ 

料の種類の影響

小林泰男ほか 6週令離乳子牛の 25週令までのエネルギー及び窒素出納に及 l 1/ 15 I 1/ 

ぼす組飼料の種類の影響

大久保正彦副|離日と対する酬ドネルギ価 | 1/ 16 1/ 

長沼 勇 ほか デントコーンのグレーン様サイレージの調製と給与事例につい 1/ 17 1/ 

て

名久井忠ほか トウモロコシサイレージと乾草，低水分サイレージの組合せ給| 1/ か| 1/ 

与が消化率に及ぼす影響

太田三郎ほか 乳牛に対する全飼料配合給与法tこ関する研究

1/ 29 I! 

坂東 健 ほか| とうもろこしサイレージ主体乳牛飼養時におけるマメ科牧草サ 24 (1) 32 1/ 

イレージの併給効果

小倉紀美ほか 牧草サイレージに対するとうもろこしサイレージの補給が泌乳| 1/ 33 I 1/ 

.楢崎 牛の血液成分に及ぼす影響

昇ほか 乳牛に対する発酵飼料の給与が乳量及び乳組成に及ぼす影響 1/ 33 I 1/ 

野 英二ほか チャレンジフィーデイングが乳牛に及ぼす影響

1. 飼料摂取量，乳量及び乳組成について 24 (1) 34 1981 

安宅一夫ほか 2 第一胃内性状について 1/ 35 1/ 

今泉英太郎ほか 重炭酸ナトリウム添加に伴う牛ルーメン内容の変化 1/ 1/ 1/ 

諸岡敏生ほか 6週令離乳子牛の 25週令までの熱発生量に及ぼす粗飼料の種 1/ 37 1/ 

類と割合及び季節の影響

藤田 裕 ほか|牧草サイレージの発酵的品質とエネルギー・窒素の正味利用効| 1/ 50 I 1/ 

率

0 肉用牛

広瀬可恒 肉牛の肥育試験 16 1957 

中松喬三郎ほか 足寄町における和牛飼育の実態調査，第 1報 グ ・秋 25 I! 

広瀬可恒ほか 北海道における和牛肥育試験，第 2報去勢雄若牛の若令肥育 1 9 1958 

試験

西埜 進ほか|畜牛肥育試験，第 1報乳用牡債の肥育について 1/ 10 I 1/ 
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発 表 者 発 表 課 題 巻 号 | ペ ー ジ | 年 次

工藤 陪ほか 若牛の肥育試験

第 l報 黒毛和種，日本短角種去勢牛の慣行法による若令肥

育

第 2報特に夏季全放牧と短期肥育

第 3報特に群飼肥育

乳用雄子牛の肉利用に関する試験(第 1報)

か (第2報)

全乳によるホワイトヴィール生産試験

低水分無細切サイレージと乾草の乳用雄子牛に対する発育効果

比較試験

11 

11 

塚本 達ほか

曽根章夫ほか

浦上 清ほか

蒔田秀夫ほか

大村武雄 ほか|ホルスタイン種肥育牛体重測定値の変動について

小竹森訓央 ほか|ホルスタイン雄子牛の育成・肥育

第 1報 肥育素牛生産方法の違いが増体成績などに及ぼす影響

か l 第 3報 3シーズン放牧・仕上げ肥育

大谷 滋 ほか I1日1固定量ほ乳方式によるホルスタイン雄子牛のほ育育成

渡辺 寛ほか|放牧肉牛の絶食に伴う体重の減少量について

藤田 裕 ほか|ほ乳期における乳用種雄子牛の初期発育と増体効率の関係につ

いて

。 I牧草サイレージの化学的品質が幼令子牛の増体効率に及ぼす影

響

小原 勉 |異なる草種の放牧地における黒毛和種牛の増体効果

太田 三郎 ほか|肉用牛仕上期に対する粗飼料代替"発泡ポリエチレンベレット'

|給与の増体量及び肉質に及ぼす影響

小竹森訓央 陪か I3シーズン放牧方式によるへレフォード種去勢牛の育成肥育

太田 三郎 ほか|乳用雄去勢牛に対する樹皮炭化物給与の影響

裏 悦次 ほか|放牧ととうもろこしサイレージ主体の秋生まれ乳用雄子牛の育

成。肥育

小竹森訓央 |試験販売からみた「牧草牛」の品質評価

鳶野 保 ほか|アンモニヤ処理えん麦ホールクロップサイレージによるホルス

|タイン去勢牛の肥育試験

山下良弘 ほか|ホル雄肥育期飼料としての牧草サイレージとトウモロコシサイ

レージの増体効果

新名 正勝 ほか|アンガス種去勢牛における肥育法の差異が産肉性に及ぼす影響

鳶野 保ほか|可性ソーダ添加エン麦ホールクロップサイレージによるホルス

|タイン去勢牛の育成試験

小竹森訓央 |大型乳雄牧草牛の 3か月仕上げ肥育効果

裏 悦次 ほか I2シーズン放牧と舎飼期とうもろこしサイレージ給与による乳

用雄子牛の育成肥育(春生まれ〉

I 飼養成績

新名正勝ほか I II 枝肉成績

吉田 悟 |秋生まれ肉用子牛のクリープフィーデイングが発育と行動に及

ぽす影響
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0めん羊・山羊

近藤和彦 ほか| コリデール種めん羊の肥育による赤肉及び脂肪量の変化 I 1952・春 15 I 1952 
広瀬 可恒 ほか|乳用山羊のエネノレギ一代謝に関する研究，第 2報維持エネル I1953・春 I 8 I 1953 

ギーの測定法について

渡辺 寛 ほか|コリデール種子羊の栄養状態が体重の増加及びフリースの発育 I1954・春 17 I 1954 

に及ぼす影響について
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広瀬可恒 ほか|山羊の第一胃食粥の発酵ガ不発生量に関する考察 I 1954・秋 I 1 I 1954 
仙田 久芳ほか|オーロフアック Dによる子めん羊育成試験 I 1/ 2 I か

近藤 和彦 |めん羊の生草を主とした飼育が羊肉の量及び質に及ぼす影響 | か I 28 I グ

早川 政行 ほか|コバルト塩投与による子めん羊の発育効果について I 1955・秋 I30 I 1955 
広瀬可恒 ほか|山羊の第一胃細菌群の解糖能について I '1956・春 I16 I 1956 
小梁川忠士 ほか|牧草の栄養価査定に関する研究，第 1報乾草の品質が子めん I1957・春 I 17 I 1957 

羊の発育に及ぼす影響

本橋 裕ほか|草類カロチノイドの利用度に関する研究，第 2報乾草品質が| グ I 20 I グ

カロチン並びにビタミンAの貯蔵に及ぼす影響

渡辺 寛 ほか|コリデール種子羊の栄養状態がフリースの発育に及ぼす影響に I1/ ・秋 I 6 I 

ついて (ll)

早川 政市 ほか|組飼料の利用度向上に関する研究，第 1報尿素添加飼養がめ

. 高野信雄

美斉津康民

ん羊における稲わら消化率に及ぼす影響について

ほか|笹地更新による牧草地の放牧利用試挽第 5報追肥によるめ

ん羊の放牧効果

ほか|牧草類の家畜に対する給与限界とその経済性に関する研究，予

報 めん羊に対する草類単一長期給与について

田中誠治ほか ILucernmealの利用と調製に関する考察，第 1報泌乳山羊

に対する飼養試験

西部慎三 ほか|乳脂生成における低級脂肪酸の利用に関する研究，錯酸ソーダ

1 -C14の乳脂肪酸えの発現様相について(予報)

星野 貞夫 ほか|反調家畜における蛋白質の消化に関する研究，第 1報第一胃

内分解について

鳶野 保ほか|ラデ、イノクローバ給与時における蹴の補給が第一胃内容液中

の窒素区分に及ぼす影響

龍田 勝基 ほか|めん羊の濃厚飼料無給与試験

美斉津康民 ほか|めん羊の多頭数省力管理に関する研究，第 1報管理の影響に

ついて

石栗敏機

1/ 

• 1/ 

石栗敏機ほか

美斉津康民ほか

小倉紀美ほか

サイレージの消化。利用に関する研究

第 1報 サイレージの乾物含量と消化率について

第 2報 1番刈グラスサイレージの乾物含量と消化率につい

て

第 3報 同一原料草から調製された高水分サイレージ，低水

分サイレージ及び乾草の消化率について

第 4報 予乾が無細切サイレージの品質及び消化率に及ぼす

影響

カーフミール給与による早期離乳子めん羊の発育

粗飼料の飼料価値評価法に関する試験，第 3報 1 n Vi troセ

ルローズ消化率と TDNとの相関関係

荒 智 ほか|サイレージの給与特性に関する研究，第 1報消化管内の通過

速度と消化率との関係について

坪松戒三 ほか|生草，乾草及びサイレージ給与時における各種濃厚飼料併用が

ちっ素代謝に及ぼす効果

荒 智ほか|放牧めん羊の第一胃内のガス性状に及ぼす補助飼料の影響につ

いて(予報)

和泉 康史 ほか|飼料の種類によるめん羊第一胃内のVFA及びアンモニヤ濃度

の変化

石井 力男 ほか|若令繁殖めん羊の発育について(第 1報)
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発 表 者 発 表 課 題 巻 号 ページ 年次

和泉康史ほか 牧草サイレージの摂取量，消化率及び第一胃内発酵産物に及ぼ 11 9 1968 

すちつ素施肥と刈取時期の影響

平山秀介ほか めん羊の豆稗とピートトップによる飼養試験 14 41 1971 

西埜 進 飲水量によるめん羊の第一胃内温，採食量及び排尿量の変化 15 11 1972 

松岡 栄ほか でん粉粕多給の影響及び窒素源補給左しての尿素の効果 1/ 26 1/ 

杉本亘之ほか 反調家畜における摂取蛋白質と血清尿素態窒素の関係 H 27 1/ 

名久井忠ほか 組飼料の調製法並びに乾物摂取量のちがいが消化管内通過速度， 16 9 1973 

消化率及びNの出納に及ぼす影響

松岡 栄ほか 北海道産へイキューブの飼料的価値に関する研究(その 1) 1/ 11 1/ 

石栗敏機 熟期別トウモロコシ「交4号j サイレージの飼料価値 1/ 15 1/ 

鳶野 保ほか 人工ルーメン及び中性デタージェント抽出処理による乾物cwc 17 14 1974 

消化率の測定法(第 2報〉

藤田 裕 牧草サイレージ摂取時におけるメン羊の第一胃内水溶性窒素成 18 13 1975 

分の消長について

名久井忠ほか 低蛋白質飼料給与時におけるめん羊の窒素代謝 1/ 14 1/ • 
石栗敏機 組飼料の可消化養分総量，可消化乾物量及び可消化有機物量の 1/ 29 1/ 

相互関係

s.s.セルヴエンド 稲わらの飼料価値増進に関する研究 1/ 31 1/ 

ラン ほか

坂東 健ほか とうもろこしサイレージ，牧草サイレージ並びに濃厚飼料の組 19 11 1976 

合せ給与がめん羊による消化率に及ぼす影響

安宅一夫ほか 高N03-N蓄積牧草と硝酸塩添加がサイレージの発酵品質とそ 1/ 13 /1 

の給与がメン羊のミネラル代謝に及ぼす影響

西埜 進ほか メン羊のふん，尿中の無機物と窒素の排世量に及ぼす飼料中蛋 1/ 16 1/ 

白質含量の影響

岡本全弘ほか へイキュープの給与と第一胃液の緩衝能 1/ 19 1/ 

蒔田秀夫ほか 濃厚飼料の消化率の測定について 1/ 44 1/ 

安宅一夫ほか わが国で初めてみられたメン羊のEperythrozoonosis発型時 20 16 1977 

におけるミネラル代謝について

斉藤利朗ほか ラム肉生産に関する試験，肥育開始時体重の差異が増体発育及 1/ 28 1/ 

び産肉性に及ぼす影響

1/ 子羊に対する代用乳給与試験 21 13 197~ 

大久保正彦ほか 加熱圧ぺん処理が穀実の消化率及び第 1胃内発酵に及ぼす影響 1/ 16 1/ 

石栗敏機 オーチヤードグラス及びその採食時のめん羊のふんの密度と化 1/ 17 1/ 

学成分，消化率との関連について • 鳶野 保ほか えん麦ホールクロップのサイロ埋蔵時における HaOH， NH3 1/ 18 1/ 

(NH4 OH)の添加レベルが消化率に及ぼす効果

石栗敏機 オーチヤードグラスのめん羊による採食量と飼料価値 22 11 197~ 

高橋潤ーほか 15Nによる IN VITRO硝酸塩還元の追跡 1/ 19 1/ 

前田善夫ほか 乾草摂取量の差がめん羊のマグネシウムの出納及び血清濃度に 1/ 20 1/ 

及ぼす影響

西埜 進ほか 飼料中の炭水化物含量がめん羊のミネラル代謝に及ぼす影響 1/ 20 1/ 

石井 幹ほか めん羊のコパルト欠乏症 23 (1) 9 198 ( 

西埜 進ほか 高マグネシウムを含有している飼料がめん羊の血中ミネラル濃 1/ 10 1/ 

度と消化率に及ぼす影響

高橋潤ーほか 亜硝酸塩中毒に関する研究

6. 低エネルギー・高蛋白質飼料の給与がメン羊の第一胃内 1/ 1/ 1/ 

亜硝酸塩蓄積及びメトヘモグロピン形成に及ぼす影響

寒河江洋一郎ほか ラムの放牧仕上げにおける草地前歴の影響について 1/ 12 1/ 
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発 表 者 発 表 課 題 巻 号 ページ 年次

壌利明 ほか 代用乳給与量の違いが子羊の発育に及ぼす影響 23 (1) 13 1980 

司 栄 ほか 反調家畜の尿中窒素成分に関する研究

V 絶食に伴う排世量の変化 11 18 11 

裏敏機 アルフアルファのめん羊による採食量と飼料価値 11 11 11 

主 一 夫ほか 馬鈴薯でん粉製造残、直乾燥物，いわゆるポテトプロフィードの 11 20 11 

羊における飼料価値

事利 明ほか 代用乳補給による三子の育成について 24 (1) 45 1981 

可江洋一郎ほか 母子羊放牧期における子羊へのクリープフィーディングについ 11 46 11 

て

十万谷吉郎ほか 飼料摂取量の違いが羊の固型塩摂取量に及ぼす影響 11 47 11 

査 進 ほか めん羊の繊維成分の消化率に及ぼす酸化マグネシウムの添加効 11 48 11 

果

粟敏機 寒地型イネ科牧草のデタージェント法による化学成分と消化率 11 49 11 

可消化量との関連• コ豚

藤新ーほか アカクロバーサイレージ給与による豚飼育試験成績について 1952・春 4 1952 

五治男ほ か 各種抗生物質飼料の子豚発育に及ぼす影響 1953・春 7 1953 

藤新ーほか 紫外線照射の豚における育成効果(予報) 1955・秋 31 1955 

五治男ほか 磨砕パレイシヨサイレージの調製及びに利用試験

I 磨砕パレイシヨサイレージの調製及び豚の肥育効果 1956・春 18 1956 

宅厚司ほか H イモサイレージ給与が豚の肉質及び脂肪の品質に及ぼす 11 19 11 

影響

33 晶二ほか 豚の放牧飼養について 1957・春 5 1957 

橋 守ほか 生澱粉粕利用による子豚の飼養試験 11 19 11 

部慎三ほか 組飼料給与が肉豚の品質に及ぼす影響

予報 ラデノクローパ給与が幼豚の発育並びに枝肉に及ぼす 11 24 11 

影響

尾厚司ほか 第 1報 ラデノクローバ給与が幼豚の発育並びにその枝肉に l 10 1958 

及ぼす影響

田晶二ほか 豚の放牧補助飼料中に含まれる蛋白質飼料の種類が発育並びに 2 17 1959 

経済性に及ぼす影響について

藤新ーほか SMS添加ビートトップサイレージ給与の豚に及ぼす影響 11 23 11 .ド村孝二ほか 豚の配合飼料による育成について 3 9 1960 

田晶二ほか 豚の放牧飼養試験，飼料多給群と少給群の発育及び経済性比較 11 11 11 

田三郎ほか 混播牧草地における豚の放牧育成試験(第 1報〉 4 15 1961 

原政斗 ほ か 豚の育成肥育に関する試験，放牧飼育とケージ飼育並びにバレ 5 28 1962 

イシヨサイレージとパレイヨ・ビートトップ混合サイレージの

比較

田晶二ほか パレイシヨの給与量を異にした豚の飼養試験 6 22 1963 

田裕紀ほか 自給生産粗飼料利用による肉豚の肥育試験

第 1報牧草サイレージの給与試験 7 14 1964 

11 第 5報草サイレージ給与時における熱量補給試験 10 35 1967 

11 肉豚肥育における自給生産飼料利用に関する研究

第 2報パレイシヨ磨砕サイレージの給与試験 8 11 1965 

崎 鼻ほか ラシアンコンフリーによる豚の飼育試験 9 32 1966 

" 
ラシアソコンフリーの豚による消化試験 10 36 1967 

和暢ほか 給与形態の相違が肉豚の発育並びに飼料の利用性に及ぼす影響 11 11 11 

本 正ほか 肉豚に対する廃液添加澱粉粕の利用性
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第 1報廃液添加澱粉粕の消化率 I 13 

米田裕紀ほか| 第 2報廃液添加澱粉粕の肥育効果 | 

所 和 暢ほ か| 第 3報その利用割合と油脂添加による栄養補正効果 I 14 

吉本 正 ほか|肉豚における穀実サイレージ(麦類)の利用性

第 1報麦の種類による消化率の差異 l 

米田 裕紀ほか| 第 2報穀実サイレージ給与による肥育効果 | 

宮川浩輝ほか| 第 3報調製法の差異による肥育効果 | 

米田 裕紀ほか| 第4報穀実の含水率と消化率の差異 I 15 

宮川浩輝ほか| 第5報穀実サイレージの給与割合と肥育効果 | 

米田 裕紀 ほか| 第 6報 えん麦・サイレージ給与における栄養補正の効果 I 16 

杉 本亘之ほか| 第 6報 エンバクの穀実サイレージ調製時における加水及び I 17 

植物細胞膜崩壊酵素の添加が消化率に及ぼす影響

杉本 亘之 ほか|養豚飼料への植物細胞膜崩壊酵素の添加が子豚の消化率に及ぼ I 18 

す影響

か 1馬鈴しょでん粉工業及びてん菜製糖工業廃液処理物の豚におけ l グ

る飼料価値

阿部 登 |繁殖豚に対する草サイレージ多給上の問題点 I 20 

杉本亘之ほか|てん菜製糖副産物の豚における飼料価値 | 

穴井 秀ー ほか|豚に対する自給生産とうもろこしの利用法に関する研究 | グ

3. 外皮付き雌穂サイレージの栄養価並びに飼養効果

阿部 登 |繁殖豚に対する草サイレージの多給， 2. 濃厚飼料依存度を50I 21 

%にした場合

杉本亘之ほか|肉豚におけるヒマワリ粕の利用性 l 

所 和腸ほか|肥育豚に対するカチオン液添加ビートパルプの肥育効果 | グ

杉本亘之 ほか|肉豚に対する穀実類の給与方法 I 22 

か |豚における動物性油脂の給与が消化率，ふん中の化学成分及び I23 (1) 

血清中の総脂質とミネラル濃度に及ぼす影響

秦 寛 ほか|肉豚におけるとうもろこしサイレージの採食性L と殺時の諸 I 24 (1) 

形質

杉本 E之 |豚に対するとうもろこしサイレージの飼料価値， 2 品種別に I 11 

調製したとうもろこしサイレージの消化率及び栄養価

0にわとり | 

広瀬可恒 ほか|抗生物質並びにビタミンB12添加飼養がひなの発育に及ぼす影 I1952・秋
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響について

山本普也 ほか|抗生物質(オーロフアック)添加によるひなの発育試験 I 1953・秋 I 17 I 1953 
錦織 満ほか|綜合ピタミンB剤給与及び紫外線照射のひなにおける育成効果 I1955・秋 I24 I 1955 
伊藤 孝ほか|磨砕パレイシヨサイレージの調製並びに利用試臨 E 磨砕バ 11956・春 I20 I 1956 

レイシヨサイレージの産卵効果

宮谷内留行 ほか|小麦匪芽及び:鱈粕のブ、ロイラ一生産飼料としての適否に関する I1956・秋 I 14 I 11 

研究

グ |ブロイラ一生産飼料に関する研究 I i 957・秋 I 22 I 1957 
東原 徹ほか|養鶏用飼料「グラス・フイッシユj の効果 11958・春 1 8 1 1958 

か |養鶏用飼料「グラス・フイッシユ」の効果 I 1 I 13 I か

工藤 陪 ほか IS.M. S添加ビートトップサイレージの調製と種鶏に対する給 I 1 I 18 I 11 

与試験

児玉 浩ほか IS.M. S添加サイレージ給与のにわとりに及ぼす影響

岡田 育穂 ほか|魚のあらを主原料とした養鶏用補助阻合飼料の利用価値(1)

渡辺 寛 ほか|魚のあらを主原料とした養鶏用補助回合飼料の利用価値 (ll)
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発 表 者 発 表 課 題 巻 Er4 3 - へージ 年次

原 徹ほか リッチンリューブ、ル及び‘ルーサンサイレージ給与試験について 3 15 1960 

田恒男ほか 各種配合飼料によるブロイラー育成試験 4 17 1961 

本 久 喜ほか ブロイラーにわとりの肥育比較試験 1/ 1/ // 

織 満ほか 市販配合飼料の種鶏に及ぼす影響 5 8 1962 

沢作治郎ほか 発育卵の炭酸ガス排出 // 9 // 

願 可 恒ほか ブロイラ一生産に関する研究

第 3報 エネルギー・蛋白質含量の異なる飼料による肥育試 6 22 1963 

験

恨純二郎ほか 第4報飼料中のエネルギー及び蛋白質含量の成長及び飼料 7 15 1964 

効率に及ぼす影響

JII 舜ほか ふ化時期の異なるにわとりの制限給餌について(予報) 11 31 1968 

沢寛顧ほか 鶏ふんの化学的特性と利用法に関する研究

第I報鶏ふんの生産量，化学成分の季節的消長について 19 41 1976 

// 第E報鶏ふんの発酵処理について 20 9 1977 

沢 寛頑 第E報鶏ふん中のN，Pの行動について 21 31 1978 

// 第IV報鶏ふんの再利用について 22 21 1979 

埼 昇ほか 馬鈴薯でん粉製造残誼乾燥物，いわゆるポテトプロフィードの 23 (1) 20 1980 

にわとりにおける飼料価値

0 その他

木省三ほか 家兎に対する無蛋白飼料給与法に関するー研究 1952. 春 2 1952 

松佳彦ほか ヌートリアの毛質向上に関する研究 // -秋 1 // 

第 1報冬期飼料についてし好性と体重えの影響

口善一 蜜パチの自;然、推移に関する試験 // 5 // 

// 蜜バチの越冬に関する研究

第 1報越冬群の町宮結晶防止に関する試験 1953・春 6 1953 

口喜ーほか 第2報越冬舎における蜜パチの越冬試験 1954・春 12 1954 

H 第3報越冬群の貯蜜消費量に関する試験 1955. 春 2 1955 

木 省 三 家兎のカルシウム及びりん代謝に関する研究 1953・春 7 1953 

皿 ふん中の内因性Ca及びPの量について

本 晋 也 飼料木(いたちはぎ及びとげなしにせあかしゃ)のうさぎにお 1954・秋 2 1954 

ける飼養研究

口喜ー ほ か 花粉給与が早春における蜜バチ群の育児に及ぼす影響について 1955・秋 32 1955 

橋 裕ほか 小麦匪芽の栄養価値についての研究 1956・春 17 1956 

第 1報 シロネズミの発育に及ぼす影響

橋 裕 草類のカロチノイドの利用度並びにその安定度に関する研究

第 1報 アルフアルファミール中のカロチン利用に対する小 1956・秋 12 // 

安匪芽の影響

藤晶子ほか シロネズミ並びにハツカネズミの飼料の改良 // 13 // 

e~ 

(6) 生態・管理

発 表 者 発 表 課 題 巻 号 ページ 年次

0 一般

太田三郎ほか 牛豚の共同放牧における行動観察について 3 8 1960 

山下良弘 ほか 家畜の活動 (Behaviour)調査法に関する研究 5 24 1962 

西埜 進ほか 畜舎内NH3濃度の日内変化 18 38 1975 

近藤誠司ほか 放牧牛の占有面積から推定した群飼時の牛 1頭当り必要面積 24 (1) 42 1981 

噌

i
F
h
u
 



発表者 課 題発 表 巻 号|ページ|年次

0 乳牛

河野敬三郎 ほか|ミルカー使用による乳量及び乳質に及ぼす影響並びにその経済 I1952・春 10 I 1952 

渡辺 馨

高野信雄

効果について

ほか|寒冷感作の発育に及ぼす影響

ほか|牧草放牧地の利用に関する研究， 第4報 笹地更新における

牧草地の放牧利用試験， 1. 造成放牧地の植生と牛の日中活

動

[31による甲状腺機能の測定法について

ほか|低生産草地の更新に関する研究，第 3報 各更新草地における

乳牛のし好性と日中行動

笹地の牧草導入に関する研究

第 4報 各導入草地における乳牛のし好性と日中行動

ほか|乳牛の乳区別搾乳試験

ほか

桜井 允ほか

高野信雄

渡会 弘ほか

4
H
N
 

平
也

三

司

史

省

清

康

木

藤

泉

鈴

遠

和
ミルカー使用の実態調査結果について

乳牛に対する飼料給与回数に関する研究

第 1報 若雌牛に対するサイレージ給与回数と採食量との関

係

第 2報 若雌牛の増体に及ぼす飼料給与回数の影響について

放牧における乳牛の採食行動に及ぼす追肥の効果について

乳牛の排j世生態について

2回搾乳における搾乳時間間隔について，第 1報 泌乳量，乳

成分に及ぼす影響

乳牛に対する摂食行動の連続記録装置

北海道における乳牛を主とした酪農経営に関する研究

11 

石栗敏機ほか

吉井邦雄ほか

森田幸務ほか

新出陽三ほか

佐藤 明ほか

岩崎

塚本

第 5報冬期における乳牛の機械運動について

ほか|北海道における現代的畜舎の管理

ほか|冬期における乳牛のルースハウジング方式による飼養法が体主

乳量，生態行動に及ぼす影響

薫 ほか|ミルカーの作動台数と搾乳作業並びに搾乳時間との関係

達 ほか|濃厚飼料の形状及び水の添加量が乳牛の採食速度と搾乳速度に

与える影響

ほか|フリーストールバーンによる省力管理法に関する試験

( 1 -1 ) 乳牛の生態行動に及ぼす寒冷の影響

( 2 -1 ) ボロ出し作業上の問題点について

第 2報休息舎内ストールの選択状況について

新しい型のミルカー(H P 87 )による搾乳について

幼令子牛の摂食行動

乳用子牛の早期集団放牧育成法に関する試験，第 3報 乳用子

牛の群飼育期における濃厚飼料の摂取速度

ヘリシグボ}ジ型ミルキソグパーラーの搾乳能率について

搾乳環境の変化に対する乳牛の適応について

大規模草地における家畜管理技術に関する調五第1報 放 牧

牛の発育と入牧基準月令に関する知見

離乳子牛の自由飲水量並びに水の排世量に及ぼす飲水温度の影

響

ほか|等間隔搾乳における搾乳時刻と乳量及び乳脂率との関係につい

鈴木健二

工藤吉夫

曽根章夫

目:谷義大

曽根章夫ほか

石井 格 ほ か

永沢博敏ほか

蒔田秀夫ほか

-刀ヰ
A
E夫

三

保

章

陽

根

出

田

曽

新

藤

西埜 進

新出陽三

て

曽根章夫 ほか|フリーストールバーンにおけるマヲト及び鋸屑の敷料効果につ
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発 表 者 発 表 課 題 巻 号 ページ 年次

いて

木省三ほか 乳牛の採食速度と阻しゃく活動との関係 15 13 1972 

根章夫ほか ストールバーンにおけるカウマットの敷料効果について 11 49 11 

埜 進 牛ふん臭気の経時変化 16 25 1973 

久保正彦ほか 酪農経営の規模拡大に伴う搾牛作業の実態と問題点 11 27 // 

田迫徳、ほか パルククーラー設置環境調査 11 28 11 

浩ほ か 週 1~2 回搾乳停止の牛乳生産に及ぼす影響 1 7 27 1974 

出 陽 三 不等間隔搾乳における午前と午後の乳量の差異について 11 28 11 

久ほか /レース・ハウジングに飼養する乳牛の行動

I 休息舎内の横臥位置と方向 11 33 // 

木省三ほか E 輪換放牧時の先導・後続関係 11 34 11 

島三博ほか 集団ほ育乳用子牛の行動と発育 19 31 1976 

本博司ほか 乳牛舎施設の設計に関連する牛体測定値について 11 34 11 

出陽三ほか 乳牛の乳房における乳、汁の貯溜状態について 11 35 11 

久保正彦ほか 搾乳作業能率を左右する要因について 11 37 11 

村 浩ほか 牛ふん尿を散布した草地における牛の行動 11 38 11 

井寿美男ほか 搾乳処理機器の細菌汚染とその低温細菌叢の検索 20 24 1977 

根章夫ほか 恒温給湯装置による寒冷期の温水給与が産乳に及ぼす影響 11 34 11 

山幸夫ほか 搾乳牛の晩秋放牧に関する試験 11 35 11 

島哲夫ほか 群飼育における給餌スペースの減少が搾乳牛の採食行動に及ぼ 11 36 I! 

す影響

藤吉夫ほか 乳房清拭後ミルカー装着までの経過時間と牛乳生産並びに搾乳 I! 37 11 

性

久ほか ノレースハウジングにおける乳牛群の序列 21 12 1978 

泉英太郎ほか 1日1回，低温，定量ほ乳， 1週 1日ほ乳休止による早期離乳 H 14 11 

が子牛の成長に及ぼす影響

藤誠司ほか 放し飼い牛舎における牛群の行動， とくに牛舎内における牛群 22 14 1979 

の分布について

田 裕ほか 低温環境下における乳牛の生産生理反応の変化について " 15 11 

谷 泰ほか 冬期間の畜舎環境に関する調査試験

I 断熱・換気の改修による舎内環境の改善効果(古い乳牛 I! 16 I! 

舎での例)

11 H 新しい断熱・換気設計によって建築したローコスト牛舎 23 (1) 24 1980 

の舎内環境

谷 泰 圃 パイプ配管による換気方式をとり入れた牛舎の舎内環境 24 (1) 40 1981 

恨章夫ほか 寒冷地における畜舎環境の改善に関する研究

I 寒冷環境が子牛の行動と発育に及ぼす影響 22 17 1978 

田迫 徳ほか パイプラインミルカーの衛生状態調査 I! 30 11 

本全弘ほか 模型子牛による寒冷環境下の放熱状態・解析の可能性(予報) 23 (1) 25 1980 

藤文俊ほか トウモロコシサイレージの自動給飼機利用方式の実態調査 I! 11 I! 

久ほか 搾乳施設内における乳牛の排世行動 11 26 11 

藤誠司ほか 搾乳牛群と育成牛群における先導・後続行動について I! 11 11 

滝 孝ほか カーフハッチを用いた子牛の発育及び行動に関する研究 11 27 I! 

I 飼育季節が増体，飼料利用性に及ぼす影響

場信司ほか カーフハッチにおける子牛の行動 1/ 28 1/ 

(1) 子牛の行動の自動記録方法

恨章 夫ほか (2) 冬期の気象環境と子牛の行動 " I! I! 

木省 三ほか 乳牛に対する全飼料配合給与方法に関する研究 1/ 30 1/ 

• 
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発 表 者 発 表 課 題 巻

2. 全飼料配合給与時の採食行動

木下 善之ほか 新生子牛の体温，心拍・呼吸数の変動 24 (1) 36 1981 

杉原敏弘ほか ほ乳子牛の発育に及ぼす飼育環境の影響 1/ 37 1/ 

岡本全弘ほか 寒冷環境と温暖環境で育成した子牛の被毛の性状について 1/ 38 1/ 

曽根章夫ほか カーフハッチと連鎖式カーフベンにおける温度環境と子牛の行 11 1/ 1/ 

動

1/ 39 1/ 

池滝 孝ほか 個体別飼料自動給与装置に対する乳牛の行動 1/ 40 1/ 

三島哲夫 ほか 濃厚飼料の電子制御式給餌装置における搾乳牛の採食行動とそ 1/ 41 1/ 

の産乳に及ぼす影響

0 肉用牛

太田三郎ほか 吋方鵡舎…冬期…動恥して | 6 24 1963 

細野信夫ほか 肉牛の寒冷期間飼養法に関する研究

1964-(予報 1) 簡易開放畜舎と温暖畜舎における妊娠牛飼養成 7 12 

績

H (予報 2) 乾牧草堆積法と温暖畜舎における分娩授乳牛， 1/ 13 I 1/ 

晴乳子牛の飼養成績

塚本 達肋|乳用雄子牛の肉利用に関する試験(第 1 報~:Øl!IW~;~eHB:Øl!I3if I 8 13 1965 

細野信夫 ほか 肉用牛の越冬飼養に関する試験，予報，舎外飼育が経済的飼養 10 16 1967 

に及ぼす影響

左 久ほか ホルスタイン種去勢牛の仕上げ肥育期の摂取行動 13 28 1970 

細野信夫ほか 積雪寒冷地帯における肉用牛の簡易越冬に関する試験 15 35 1972 

渡辺 寛ほか 牧柵に関する研究

第 1報放牧牛の脱柵行動 19 25 1976 

グ | 第 2報 架線の引張力，支柱間隔とふれ止めの相互関連 1/ 26 1/ 

吉田 悟ほか 肉用牛の大規模繁殖経営における集団飼養技術に関する試験

1. 肉牛の行動 (1) 舎飼期における肉用牛の採食行動 1/ 28 1/ 

1. 肉牛の行動 (2) 簡易越冬施設の利用状況と自然環境 11 29 11 

吉田 悟ほか 1. 肉牛の行動 (4) 放牧前後の行動 20 30 1977 

0 めん羊

高野 信男 ほか|環境因子がめん羊の毛質・毛量並びに栄養状態に及ぼす影響に

ついて

第 1報夏期因子の影響 1953・春 8 1953_ 

第 2報冬期因子がめん羊の栄養に及ぼす影響について 1954・春 6 195 

美斉津康民ほか 第 3報夏期因子の羊毛に及ぼす影響について 1/ 7 1/ 

早川政市ほか 第 4報 環境温・湿度の変化が放牧めん羊の栄養生理状態に 1/ 秋 20 1/ 

及ぼす影響

釣谷 猛 ほ か | 第 5報 夏季環境因子がめん羊の日中活動及び採食栄養量に| 1/ 21 I 1/ 

及ぼす影響について

岡田 育穂 ほか|輸入めん羊の輸入後における毛質の変化に関する研究 I 1955。秋| 23 I 1955 

第 1報繊度の変化について

近藤知彦 子めん羊の去勢時期が去勢後の発育並びに生産する肉量，肉質 I1956・春| 15 I 1956 

に及ぼす影響

田中誠治ほか|輸入めん羊の輸入後の毛質の変化について，第2報 羊 毛 の 伸 I1957・秋| 7 I 1957 

長度と強力の変化

松本 久喜ほか 根室野付崎における放牧めん羊の実態

1

'958 

: 春 |

6 1958 

武田 功ほか 環境に伴うめん羊血液成分の 2，3の変化 5 1959 

荒 智ほか 高温環境下のめん羊の生体反応に及ぼすルーメン内容の意義 35 1965 

-54-



• 

発 表 者 発 表 課 題 巻 -EBヲオ へーシ 年次

左 久ほか 脈波に現われためん羊の刺激に対する反応 15 10 1972 

西埜 進ほか メン羊のちっ素排組量，ふん尿のニオイとアンモニア濃度に対 17 32 1974 

する乾草及び配合飼料の影響

寒河江洋一郎ほか ほ乳期子羊の日中放牧行動について 18 37 1975 

1/ ほ乳期子羊の日中放牧行動について，双子の場合 19 32 1976 

斉藤利朗ほか 子羊の吸乳回数・吸乳時間及び吸乳量に関する調査 1/ 1/ 1/ 

前田善夫ほか 環境温度の変化と血清マグネシウム及び尿中へのマグネシウム 20 17 1977 

排世量

寒河江洋一郎ほか 乳期子羊の日中放牧行動について一双子の場合(その 2)一 1/ 29 1/ 

1/ 放牧施設(水・塩・日陰)の有無が離乳子羊の増体と産肉性に 21 11 1978 

及ぼす影響

υ 野犬対策としての羊の日中放牧について 22 15 1979 

0 豚

阿部 登ほか ほ乳子豚の保温育成試験

第 l報 電熱コンクリートマット方式による豚の保温育成に 5 28 1962 

ついて

1/ 第 2報 6 32 1963 

西部慎三ほか 保温板利用による子豚の育成について 1/ 1/ // 

堅固 彰ほか 豚の肥育に対する寒冷の影響 7 14 1964 

所 和暢ほか 肉豚の管理方式に関する研究

第 1報放飼による肉豚の肥育試験 8 10 1965 

// 第 2報 寒冷地における簡易ビニール豚舎による肉豚の肥育 // // // 

試験

今泉英太郎ほか 肥育豚に対する寒冷の影響 // 12 // 

中嶋 実ほか 幼豚飼養管理の研究(第 1報) // 39 // 

西部慎三ほか 寒冷地の豚舎保温に関する一考察 9 30 1966 

所 和暢ほか 寒冷地における簡易ビニール豚舎による肉豚の肥育試験 υ 31 // 

第 2報 現行木造床コンクリー卜腰ブロック豚舎との発育比

較について

糟谷 泰ほか 離乳子豚に対する保温の効果について 10 34 1967 

宮谷内留行ほか 寒冷環境温度差が肥育豚の発育に及ぼす影響について // 35 // 

左 久ほか 豚に対する時間制限給飼(予報) 11 20 1968 

宮谷内留行ほか 寒冷期における豚舎保温方法の改善について // // // 

糟谷 泰ほか 豚の冬期保温方式に関する研究

第 2報 肉豚に対する保温の効果について // 21 // 

// 第 3報 離乳日令の相異と保温効果の関連について 13 37 1970 

所 和暢ほか 繁殖豚の管理方式に関する試験 11 23 1968 

分娩柵及び分娩枠利用による自然分娩について

所 和暢 Triosorb Testによる肥育豚の甲状腺機能と品種，季節， 16 18 1973 

飼養環境及び成長との関係

所 和暢ほか 低温域における環境条件と肉豚の発育，飼料効率との関係 19 33 1976 

皿 日内温度変動の影響

0にわとり

市川 舜 北海道におけるにわとりのケージ飼育 4 18 1961 

市川 舜ほか 北海道におけるにわとりのケージ飼育(第 2報〉 5 6 1962 

// 北海道におけるにわとりのケージ飼育(第 3報〉 6 29 1963 

// 北海道におけるにわとりのケージ飼育(第 5報〉 8 7 1965 

渡辺 寛ほか ケージ飼養試験，第 1報 鶏舎内温度が異なる寒暖 2つの鶏舎 5 5 1962 

• 

戸同
U

戸同
U



発 表 者 発 表 課 題 巻 号 ページ 年次

における採卵鶏の飼養試験

錦織 満ほか 単飼ケージによる産卵鶏の飼育試験 5 5 196: 

高橋 武ほか 寒冷地におけるプロパンガスブルーダによる育雛試験 11 7 11 

鈴木省三ほか 冬期間の鶏舎環境と収容羽数との関係 6 29 196 

渡辺 寛ほか ブロイラ一平飼育成方式に関する試験 11 30 11 

11、 簡易鶏舎における産卵鶏の飼養試験 7 16 196 

11 産卵鶏の平飼いに関する試験 11 7 11 

藤田 裕ほか 幼雛の摂食パターンについて 10 32 196 

朝日田康司 幼雛の採食行動の日変動について 11 32 11 

渡辺 寛ほか 1月ふ化の採卵用ひなに対する育成中の光線管理，制限給餌が 11 31 196: 

にわとりの体重，性成票L産卵に及ぼす影響について

吉野 洋ほか にわとりの能力と環境との関連性について 13 38 197 

市川 舜ほか 北海道における家鶏の野外飼育について 11 11 11 

丹代建男ほか 無窓ケージ鶏舎(排気式)の環境調査について 14 42 197 

三上 勝ほか 寒地における産卵鶏の屋外飼育について， (3) 17 26 197 

市川 舜ほか にわとりの年令と飼養環境による血清成分血糖量などの変化 23 (1) 23 198 

小関忠雄ほか 育成期の給与時間制限が産卵に及ぼす影響 24 (1) 51 198 

上田純治ほか 光周期の変化がにわとりの肝臓，腎臓，牌臓の酸性ホスファタ 1/ 53 11 

ーゼ活性に及ぼす影響

0 その他

関口喜一 蜜バチ群の輸送に関する試験 1953・秋 7 195 

錦織 満ほか 低温がアンゴラ兎の毛量等に及ぼす影響について

第 1報 11 19 11 

11 第 2報 毛質とくに破壊張力及び伸度について 1954. 春 17 195 

関口喜ーほか 交換養蜂に関する研究

第 3報北送群の収蜜及び増殖成績 11 秋 11 11 

関口喜ーほか 第4報蜜バチ群の輸送法に関する試験 1 8 195 

植松佳彦ほか ヌートリヤの温度感作に対する抵抗性としての副腎皮質機能に 11 19 11 

ついて

松本久喜ほか 家畜の耐寒性に関する基礎的研究， (1) 急激な寒冷刺激に対す 1956・秋 7 195 

る天竺ネズミ，ラット，マウスの甲状腺機能の反応

関口喜ーほか ビ、ニール利用による蜜バチ群の早期増殖に関する試験(予報) 11 15 11 

細野信夫ほか 種蜂の越冬試験について 1957・春 8 195 

岡田 清ほか 寒冷曝露のThyrotropin放出に及ぼす影響について 11 25 196 

• 

;・
(7) 家畜衛生

発 表 者 発 表 課 題 巻 F勺1 ページ 年次

藤野安彦ほか 血尿牛の調査結果について 1952・春 7 1952 

難波直樹 北海道の牧野におけるマダニ類の分布に関する調査 1953・春 11 1953 

第 1報 根室地方，主として野付半島のマダニ類について

坪松戒三ほか 乳牛の産厚性血色素尿症に関する研究 11 16 11 

難波直樹 草地におけるマダニ幼虫の日中活動について 11 秋 7 11 

坪松戒三 牛の無機物代謝に関する研究，その産厚性血色素血症発症に関 11 11 11 

するリン酸の意義について

松本久喜ほか 馬のミオグロビン尿に関する実験 11 16 11 

難 波直樹 マダニの行動， とくに幼虫の温・湿度選好域について 1954・春 4 1954 
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• 

発 表 者 発 表 課 題 巻 号 へージ 年次

在波直樹 マダニの酪酸臭に対する反応について 1954. 秋 4 1954 

主地良作ほか 馬の心電図について 11 17 11 

E波直樹 牧野におけるマダニの生態学的研究

第V報 マダニの棲息場所のありかたについて 1955・春 1 1955 
11 第VI報 未吸血マ夕、、ニの棲息場所の求め方とその拡がり方に 11 11 11 

ついて

11 第四報 熱・光・嘆の連合刺激に対する行動 11 秋 21 11 

日田育穂ほか 馬のミオグロビン尿に関する一考察 1956. 秋 10 1956 

E波直樹 ほか 牧野におけるマダニの防除に関する研究

1. 放牧地に対する薬剤散布による防除試験 1956・秋 15 1956 

E波 直樹 2. Y -B H C (1.5%)散布による防除試験 1957・秋 30 1957 
11 忌避剤の家畜害虫に対する効果並びに乳量に及ぼす影響 2 4 1959 
11 家畜寄生ダニに対する殺虫剤の効果 3 4 1960 
11 ダニに対する殺虫剤の実用価値について 4 5 1961 

日 野 信 夫ほか デキストラン鉄剤の子豚貧血に対する効果について 11 14 11 

2埜 進ほか ミルカーによる乳房炎の防除対策確立に関する研究 5 15 1962 

第 1報乳房炎発生の実態調査

t波 直樹 草地におけるマダニの発生防止に関する研究

第 1報 肥料，除草剤の殺虫力及び肥料・農薬との混合散布 11 24 11 

による効果

11 第 2報火入れ効果についての検討 6 33 1963 

}口隆ーほか 根室地域におけるマダニの種類と発生消長について 7 22 1964 

リ11金次郎ほか 牛乳の抗体蛋白質に関する研究，第4報 初乳の免疫学的意義 7 37 1964 

t波直樹 ほ か 低毒性有機りん剤スミチオンの家畜に対する毒性試験 8 38 1965 
11 環境改変によるダ、ニの防除に関する研究，第 1報 湿度とダニ 9 39 1966 

の生理的関係

: 口 隆 ーほか 放牧牛の内部寄生虫に関する試験，第 1報 若令牛における消 10 13 1967 

化管内線虫の種類別感染消長について

i浅 亮 乳牛におけるグログロン酸代謝

実験動物に対する各種グログロナイド産生薬物投与の影響(予 13 20 1970 

報)

11 肝におけるク。ルクロナイドの生成及び分解酵素について(予 14 23 1971 

報〉

;木慎二郎ほか 育成牛の発育に及ぼす飛来昆虫と寄生虫の影響について 13 29 1970 

:岸裕光ほか A養豚場における疾病発生の状況と肥育成績 14 ， 38 1971 

:宅 勝 乾乳時乳房内薬剤注入による牛乳房炎予防並びに治療試験， 2. 15 46 1972 

3年間継続実施中の 1牛群における乳質改善並びに乳量増加に

ついて

リ11金次郎 ほ か 免疫グロプリンの安定性と抗体活性について 21 25 1978 

:井幸夫ほか めん羊の消化器系アスペルギルス症の例 22 17 1979 

:藤規雄ほか 有珠山噴火が野生鳥獣の生体に及ぼす影響の比較医学的研究 22 18 1979 

:井幸夫ほか 乳牛胃炎病組織より分離されたAspergillus tubingensis 24 (1) 29 1981 

について

1橋潤ーほか 亜硝酸塩中毒に関する研究， 8. 牧草の硝酸塩含量の違いが in 24 (1) 48 1981 

vi tro VFA産生に及ぼす影響

• 
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(8) 畜産物利用

発 表 者 発 表 課 題 巻 号 ページ 年次

0 一般

祐川金次郎ほか 脱酸素剤による畜産物の保存効果 18 43 19 

0乳・乳製品

大原久友ほか 牛乳脂肪中のカロチンとピタミンA含量について (II) 1952・春 6 19 

佐藤雅彦ほか 小規模バター製造の改良研究，第 1報手回しチャーンによる 1/ 12 

パター製造について

森本 明ほか 脱脂乳チーズの製造改良について，第 1報 グリーンチーズの 1/ 13 

製造について

有馬俊六郎ほか 初乳に関する研究(予報) 1/ 16 

志賀勝治ほか カゼインの化学的分割について 1/ H 

曽根 敏ほカL バター製造工程における脂肪球の顕徴鏡的観察 1952・秋 6 

前 野正久ほか ケフィヤ製造研究(予報〉 1/ 11 

グ.
斉藤公三ほか 札幌付近における牛乳中の細菌及び大腸菌の出現頻度について 1/ 7 

(予報う

前野正久ほか アイソトーフ。追跡ピ正る乳房内乳汁，カゼインの合成機構に関 1953・春 13 19 

する研究，第 1報石灰の結合状態について

斉藤善ーほか 低酸度酒精不安定乳のアセトン体及びクエン酸含量 1/ 1/ 

穴釜雄三 牛乳及び乳製品のビタミンCに関する研究， 第14報牛乳の 1/ 14 

ビタミンC含量に及ぼす季節の影響について

有馬俊六郎ほか 牛乳の防腐について 1/ 1/ 

大浦義教ほか 凍結牛乳について(第 1報) 1/ 1/ 

佐 藤雅彦ほか 市乳びん装時おけるカード付着現象について 1/ 15 

志 賀勝治ほか 脱脂乳の利用に関する研究

第 3報 1/ 1/ 

前野正久ほか 第 4報乳糖の製造その他について 1/ -秋 2 

佐藤雅彦ほか 第 5報 異脂肪チーズの熟成促進について 1955・秋 12 19 

大浦義教ほか クリーム脂肪検定用リーディングオイルについて 1/ 1/ 

佐々木幹夫ほか 製品バターの組織及び水分含量に及ぼすプリンティングの影響 1/ 15 

について

斉藤善ーほか 低酸度酒精不安定乳に関する研究，第3報 八雲地方における 1953・秋 1 19 

該乳について
5. 

永江純孝 プロセスチーズの赤変現象について，第 1報 チーズカラーの 1/ 1~2 

、呈色性

野田 繁 遠心分離機に関する研究

第 1報 1953・秋 2 19 

1/ 第 2報 1954・春 13 19 

林 弘通ほか 小型バキュームパンの性能に関する研究 // 3 

大浦義教ほか 北海道における原料牛乳の組成について(予報) // 5 

東海林英雄ほか 脱脂乳の脂肪定量法について(第2報) // 10 

工藤雄弘ほか 脂肪球の浮上について /1 13 

前野正久ほか 脱指粉乳及びバターミルク利用による新製品の製造について 1954・秋 31 

// 製乳容器の各種殺菌剤の力価について /1 /1 

前野正久ほか 牛乳及び乳製品中の放射能について /1 32 

中西久二ほか 牛乳の脂肪率と蛋白質含有率との関係について(予報) 1955・春 9 19 

森本 明ほか 馬血清中の牛乳レンニン凝固抑制物質について /1 1/ 

大浦義教ほか 2等乳に関する調査(第 1報〉 1/ 10 
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発表者 発 表 題 巻 号 | ペ ー ジ | 年 次

1955 

課

西部慎三ほか

森本 明ほか

妙田俊夫ほか

小野一徳ほか

有馬俊六郎ほか

石岡要造ほか

佐々木幹夫ほか

11 

手島良治ほか・F佐孝五

有馬俊六郎ほか

菊地栄一

田中慎一郎ほか

大浦義教ほか

大浦義教ほか

土屋繭造ほか

有馬俊六郎ほか

大浦義教ほか

I! 

林 弘通ほか

板垣信之

有馬俊六郎ほか

河野敬三郎

森本 明 ほか

林 弘通ほか

石岡要造ほか• 祐川金次郎ほか

橋本吉雄ほか

田中慎一郎ほか

斉藤寿郎ほか

笹出右村ほか

新谷新ー ほか

手島良治ほか

森本 明

斉藤善ーほか

乳質に関する研究，予報 北農試畜産部牛乳の性状について I 1955・春

原料乳の鮮度保持に関する研究 I 1955・秋

原料乳汚染実態に関する菌学的考察 | 

1等乳の実態調査(第 1報) • I 
乳蛋白の結合性について， 1) C 1の結合 1 1956・春

ソフトカードミルク製造に関する研究，カルシウム，マグネシ I I! 

ウム残存量による均質乳，不均質乳のカードテンションの算出

法

乳及び乳製品の分析試験上の各考察

1)乳固形定量法に関する考察 | 

2) 高脂肪率乳の脂肪定量に関する考察 l 
3)バター中の空気量に対する考察(予報) 11956・秋

乳汁中カゼイン粒子の形態とその変性に関する研究 | グ

lV 均質化及び凍結による影響

乳房炎乳に関する研究， 1. 乳成分変化について | 

粉乳中の揮発性臭気成分について 1 1957・春

ジャージー牛乳に関する調査研究について(第 1報) 1 I! 

(第 2報) 11957・秋

市乳原料乳の品質について 1 1957. 春

市乳洗瓶殺菌機の改良試験に関する研究 | 

乳蛋白の結合性に関する研究， n Casein溶液の加熱による| グ

還活性と電気伝導度の変化について

北海道原料乳質に関する研究について(第2報) 1 

(第 3報) 1 I! ・秋

高圧噴霧ノズルによる液滴微粒化に関する研究 1 11 ・春

乳成分の不均衝 | 

市乳に関する研究，加熱処理における脂肪吸着物質への影響 I 1957 "秋
ジャージ一系乳牛の乳脂率について | 

牛乳レンニン凝固の電子顕徴鏡による観察 | 

ゴーダチーズ製造工程中の物理的性質に関する研究 I /， 

第 1報 ノくット内プレス時まで

乳製品の粘桐度に関する研究，マジヨニア粘桐度計の解析と絶 I1957・秋

対粘度の算出

異常クリームに関する研究 I 1958 .春

生乳中の遊離脂肪酸量について | 

標準比色表による Resazurin testの判定について | グ

ホワイトサイドテストと細胞数について | 

加塩並びに無塩バターの保存中における徴生物の消長について| か

Metal churnのWorking、法及び、保存条件によるバターの水 I 11 

分分散.硬度，展開の変化について

生乳の Staphyro， aureus発育抑制作用について， m I 1 

St. lactis並びに Lact.bulgaricusのPenicillin9 1 11 

Streptomycin及びAcromycinに対する感受性並びに耐性

獲得について

チーズの熟成に関する研究，第 1報 ブリックチーズの熟成に I 1 

及ぼすライファン被覆の影響について

有馬俊六郎 ほか |ビート類給与のRennet clott ingに及ぼす影響について(予

報)ビート各部位汁液添加の影響

11 

nu 
F
h
u
 

唱

i

門

i

口。

唱
'
ム

H 

11 

10 11 

3 1956 

13 H 

14 11 

9 I! 

11 υ 

11 11 

1

3

1

4

7

9

 

唱
E
ム

1957 

I! 

11 

11 

11 

11 

q
d
Q
J
n
U

戸

b

n

u

t

i

q

L

q

ム

t
i

// 

η 

// 

// 

// 

// // 

14 // 

// // 

1 7 1957 

11 

12 

1958 

// 

// // 

q
u
A
U
τ

円

t

噌
'
・
A

噌
E

よ

4

E

A

// 

// 

// 

23 

24 

// 

// 

25 1958 

26 // 



発 表 者 発 表 課 題 巻 号 ベ。ーシ一、・ 年次

三河勝彦ほか Starter に関する研究，乳酸菌の共棲条件について 2 12 195~ 

斉藤善ーほか 牛乳中のトリメチルアミンに関する研究，第 1報 定量法並び 3 17 196( 

にビートトップ給与による影響

大浦義教ほか 細胞数過多異常乳に関する研究(第 1報) 11 18 " 
金 栄教ほか 生乳の酒精検査についての一考察 4 25 1961 

三河勝彦ほか Disc Assayによる生乳及び殺菌乳のAntibioticsの検出 11 11 11 

森本 明ほか バブコック乳脂検定法の検討 11 11 11 

野川浩道ほか 十勝管内における酪農家の生乳取扱い状況について 11 11 11 

入江俊三ほか 道南地方の 2等乳について 11 26 H 

土屋頑造ほか 牛乳の保存に関する研究，第 1報 防腐剤の効力試験について 11 27 11 

仁木良哉ほか 凍結乳に関する研究(第 1報)
" 

11 11 

林 弘通ほか 粉乳の噴霧乾燥機構に関する研究， (皿〉脱脂粉乳の物理的性 11 11 11 

質について

祐川金次郎ほか 粉乳の溶解性に関する研究 11 28 11 • 遊佐孝五 カゼイン粒子の形態と基変性に関する研究， V アイスクリー 11 11 11 

ムミックスの加熱並びに均質化の影響

浜本典男ほか チーズ・スターターに関する研究，第E報 チーズ。スタータ 11 29 11 

一，チーズ・ミルク及びチーズより分離したヘテロ発酵型乳酸

球菌について

斉藤善ーほか ビートトップサイレージの多量給与が乳汁のカードテンション 5 17 196~ 

及びトリメチルアミンに及ぼす影響について

土屋顧造ほか 乳固型分簡易測定法について(予報) 11 18 11 

斉藤善ーほか 紫外線吸収法による牛乳蛋白の定量(予報) 11 19 11 

入江俊三ぼか 北海道における原料乳組成に関する研究 5 " 11 

パプコック公式による地区別無脂固形分率について

大浦義教ほか 無脂固形測定における GoldingP lastic Beads法と公定 11 20 11 

法の比較について(予報)

金 栄教ほか 原料乳の組成の変動について 11 11 H 

大浦義教ほか 宗谷及び桧山地方の冬期間 2等乳について 11 21 11 

森本 明ほか バプコック乳脂検定法の検討 11 11 11 

吉田 繁ほか カゼインの Ca-Sensitivi ty及び粘度に及ぼす加熱処理の影 6 34 196: 

響について

斉藤善ーほか 乳汁の電子顕徴鏡用標本の調製法について 11 36 11 

特にレプリカ法，噴霧法による観察 • 
遊佐孝五ほか 乳及び乳製品の安定性とクエン酸に関する研究.第 1報 定量 11 37 11 

法， とくに除蛋白操作について

三河勝彦ほか 脱指乳培地の加熱が乳酸菌スターターの活性度に及ぼす影響 11 11 11 

入江俊三ほか 一乳期間における乳成分の変動について 11 38 11 

土屋頑造ほか 原料乳の無脂乳固形分の簡易定量法に関する研究

第 1報 Golding plasti c beadsと公定法との相関並び 11 11 11 

にそれに及ぼす因子について

末永保子ほか 第 5報 Golding plastic beads法 7 31 196 L 

神木寿ーほか 第 6報アミドブラック法 11 11 11 

大浦義教ほか 原料乳の乳蛋白の簡易定量法に関する研究

第 1報 アミドブラック法による乳蛋白比色定量法の検討に 6 39 196: 

ついて

行徳晴美ほか 第 2報 アミドブラック法による乳蛋白比色定量法の応用に 11 40 11 

ついて

-60:"" 



.二

発 表 者 発 表 課 題 巻 号 ページ 年次

佐孝五ほか 乳固形分簡易測定法についてー 7 30 1964 

浦義教ほか 北海道における原料乳の組成に関する研究

第 1報乳蛋白率の分布及び変動について 1/ 32 1/ 

江俊三ほか 第 2報脂肪及び蛋白の年間における分布並びに変動 8 27 1965 

江俊 三ほか 原料乳質の日々の変動について(第 1報) 7 34 1964 

藤功ーほか 乳汁の安定性とクエン酸に関する研究，除蛋白方法の確認につ 1/ 35 1/ 

いて

田迫徳ほか 伝染性下痢擢患牛の乳質についての一所見 1/ 1/ 1/ 

内隆陽ほか 異常乳に関する調査研究，八雲町の夏期 2等乳について 1/ 36 1/ 

場 峻 ほ か ミルカーの利用に関する調査試験，中・東部十勝地域の使用状 1/ 37 1/ 

況について

本 明 ほか 牛乳酵素凝固の際の凝固曲線について(予報) 1/ 38 1/ 

河勝彦 ほ か 牛乳の保存性に関する研究，第 1報 冷蔵による乳質の変化に

ついて 1/ H 1/ 

佐孝五ほか 牛乳中のクエン酸に関する研究， S ephadex. G-100による蛋

白質及びクエン酸の溶出 8 25 1965 

添博彦ほか 牛乳中のりん脂質について(薄層クロマトグラフィーによる定 1/ 26 11 

量法の検討)

馬克人ほか 牛乳中の遊離イノシトールの定量について I! 27 1/ 

崎 頑 ほ か 北海道における産乳量の季節的変動に関する統計的研究 8 28 1/ 

浦弘之ほか 牛乳中の好冷細菌に関する基礎的研究(予報) 1/ 29 I! 

川金次郎 原料乳各成分間の相関について 1/ 31 1/ 

野 貢 ほ か 原料乳質格付検査法の改善に関する研究

第 2報 TMSテスターの精度について 9 45 1966 

南隆夫ほか 第 6報 ミルク・チェッカの精度及び実用性 18 42 1975 

野 貢ほか 第 8報 TMSチェッカの精度及び実用性 20 24 1977 

場 峻ほか 乳牛多頭数飼育農家における異常乳調査について 9 46 1966 

内隆陽ほか 根室地方の冬期異常乳の乳質にワいて 1/ 47 1/ 

" 原料乳中の抗菌性物質検出について 1/ 48 1/ 

本俊夫ほか 牛乳スフインゴミエリンの組成について 1/ I! 11 

藤功ーほか 牛乳中のカルシウム簡易定量法について I! 49 1/ 

馬俊六郎ほか チーズ製造法の一変法(凝固調整とカード張力〉 1/ H I! 

上 正 幸ほか カゼインのレンニンによる変化(主としてスターチゲル電気泳 11 50 I! 

動法による追求)

野寺靖彦ほか 個体牛の乳房区における牛乳組成について 10 29 1967 

1白 徹ほか 牛乳中のスフインゴ脂質について I! 30 I! 

藤 勲ほか 輸入カゼインの性状について 11 18 1968 

島 利 夫ほか フ。ルーチーズの脂質について 13 32 1970 

野 貢ほか 北海道における最近の生乳成分について I! 32 I! 

晴 義 教ほか モデ、ル地域を対象とした生乳の無脂固形分格付方法の検討 I! 34 I! 

藤功ーほか カゼインミセルの形態構造に関する研究， IV ゲル撞過による 14 48 1971 

検索

野 貢ほか ToToC法に関する研究について(第 1報〉 I! 50 I! 

川金次郎ほか でん粉廃液散布牧草摂取牛の乳質及び牛体に及ぼす影響につい 15 25 1972 

て (1)

上正幸ほか micellar caseinとso1 ubl e casei n中の Tーカゼイン I! 36 I! 

について

藤功ーほ か カゼインミセルの形態構造に関する研究， IV ミセル構成徴粒 1/ 37 I! 
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発 表 者 発 表 課 題 巻 号 ページ 年次

子の分離方法

有馬俊六郎ほか レンニン不溶化への試み 15 38 1972 

高橋 健ほか 加糖れん乳の各種保存温度における流動性の変化 11 39 11 

笹野 貢ほか 北海道における最近の生乳成分について // 44 11 

矢部輝夫ほか バルククーラー乳の乳質実態調査 11 45 11 

笹野 貢ほか レサズリン還元試験法に関する試験 16 29 1973 

安藤功ーほか カゼインミセルの形態構造に関する研究， VII 温度の影響 17 22 1974 

山田 稔ほか 初乳の脂質成分の変化について 11 23 11 

高橋セツ子ほか でん粉廃液散布による乳質への影響 11 24 11 

新出陽三 1 ほか 乳成分の季節による変動について 18 21 1975 

安藤功ーほか 乳酸菌の蛋白分解作用に関する研究 11 40 H 

熊野康隆ほか 1 g Glのレンニンとペプシンによる消化ー酵素消化物の抗原 11 41 11 

性について一

有賀秀子ほか 酪農用水，牛乳及び人乳中の硝酸・亜硝酸含量について(第 19 57 1976 

2報)

片山利為ほか 生乳の低温保存による細菌数の変化 11 57 11 

笹野 貢ほか 北海道における最近の生乳成分について 11 58 11 

山田 稔ほか 乳房炎における脂質成分について 11 59 11 

祐川金次郎ほか 北海道における生乳成分とその相関について 20 23 1977 

安藤功ーほか 原料乳の防腐剤に関する研究 11 25 11 

三浦弘之ほか 初乳の保存性に関する徴生物学的研究. 3. プロピオン酸処理 21 15 1978 

した初乳の徴生物相

持田健旨ほか チーズカゼインの性状に関する研究(溶融温度の影響) 11 23 11 

進藤一典ほか 固定化Chymosinの調製について(第E報) 11 24 11 

笹野 貢ほか 無脂乳固形分の変動要因調査について 11 41 11 

中村芳隆ほか 推定基準無脂乳固形分率による無脂乳固形分変動因の解析 11 43 11 

上山英ーほか 推定基準無脂乳固形分率による野外調査の分析 21 44 11 

蒔田秀夫ほか 根釧地方におけるー酪農場について，月別牛乳の組成変化 11 45 11 

嶋 功ほか 無脂乳固形分の変動要因調査について

その I 生理的，環境的要因 22 13 1979 

11 そのE 飼養的要因 11 11 // 

菊地政則ほか 低温性細菌によるホエー蛋白質の分解 I! 28 11 

進藤一典ほか キモシンに関する研究

第 1報 キモシンの精製とその性質について 11 I! 11 

西川 進ほか 潜在性乳房炎乳の組成及び性状について I! 30 11 

黒沢弘道 飼料給与が牛乳成分の変動に及ぼす影響 23 (1) 32 1980 

出自 功ほか 乳房炎による泌乳量・乳成分の変動について I! 11 11 

角田省三ほか 生乳中の細胞数測定方法に関する検討 11 33 I! 

加藤和彦ほか 生乳の凍結保存の及ぼす成分測定への影響 // 34 11 

長南隆夫ほか 冷温保存乳の乳質の変化に関する研究 H // 11 

第 6報低温細菌の相互作用

祐川金次郎ほか 殺菌乳と滅菌乳の成分変化の比較 11 35 11 

加藤 勲ほか 各種溶融温の添加によって生じるαsーカゼインの変化につい 11 11 11 

て

安藤功ーほか 各種調整ホエーより分離したホエーたん白質の熱変性について 11 36 11 

進藤一典ほか 固定化キモシンの調製について

VI 2 -hydroxyethyl methacrylateによる固定化につ 11 11 I! 

いて

• 

• 

つ臼F
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発表者 発 表 課 題 巻 号 | ペ ー ジ | 年 次

進藤一典 ほか|個乳の季節的成分変動と生産効率に関する研究

島崎敬ーほか

O肉・肉製品

橋本吉雄ほか

深沢利行ほか

西部慎三ほか

深沢利 行ほか

安井 勉ほか

深沢利行ほか

西部慎三ほか

.深沢利行
近藤和彦

西原雄二ほか

2. 乳成分変動と Curd特性との関係について

ゲルクロマトグラフィーによる牛乳ホエ一成分のパターン分析

肉及び肉製品の「ねとっき」防止について(第 1報〉

雄びなの水煮かん詰と硫化水素発生に関する研究

肉の乾燥に関する研究， ウサギ肉の冬期自然乾燥について

ドライソーセージの製造及び保存について(第 1報〉

ライファンケーシング使用の獣肉ソーセージに関する試験

殺菌剤としての簡易な次亜塩素酸ソーダの製法について

脂質に関する研究，第 l報 札幌市近郊に飼育された豚脂の性

状について

ほか|徴量拡散分析法による畜肉の鮮度判定に関する一考察

廃めん羊のと殺成績について

獣脂の品質に関する研究，第 2報 上川郡東神楽村で生産され

た豚脂の性状について

三浦弘之 ほか|羊筋肉抽出液の電気泳動的研究

深沢利行 ほか|馬肉の利用に関する研究

グ |動物筋肉の水和に関する一考察

三浦弘之ほか IMyoglobinの離脱に関する研究

第 1報

グ l 第 2報

グ l 第3報 カイウサギ及びエゾノウサギ筋肉の色調並びに

Myoglobin分布について

酒井 国雄 ほか|ソーセージの結着力に関する研究

安井 勉 ほか|ソーセージの結着性とアクトミオシン系

三浦弘之ほか|肉の水和に関する研究

I 食塩成分が肉及び肉蛋白 (myosin，actin)の水和に

及ぼす影響について
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17 11 

後藤哲志 ほか I II 各種塩類添加がソーセージの品質に及ぼす影響について| グ ・秋 I19 I 11 

三浦弘之ほか IN 温度及びPH調整に伴う筋肉Homogenate の遊離金属 I1958・春 11611958

類の消長並びにこれが水和に及ぼす影響

.三浦弘之ほか 1:叫 c aicd の変質について I 1957・秋

西部慎三 |獣脂の栄養価に関する研究，酸化豚脂の栄養価について(予報)I 11 

仁木義哉ほか|畜肉のWater hold ing-propertyに及ぼすPhosphatesal I 1958・春

の効果について

西部慎三 ほか|獣脂の品質に関する研究，第皿報北海道で常用される数飼料

の豚脂の性状に及ぼす影響について

三河勝彦 ほか|コーンドビーフにおける揮発性塩基窒素 (V.B.N)と硫化水素

発生量について

西部慎三 ほか|めん羊の成育に伴う肉質の変化に関する試験，予報 コリデー

安井 勉

三浦弘之

深沢利行

西部慎三

三浦弘之ほか

ル'雌羊肉の肉質について

ほか|胡椴中に存在するへム蛋白質酸化促進物質について

ほか|羊肉の臭気に関する研究， 1 水蒸気蒸溜による羊脂の脱臭と

その理化学的変化について

ほか|鶏肉健詰の殺菌について

ほか|豚脂の性状に及ぼす添加油脂の影響

と殺前処理による肉の保存に関する研究， (3) ニトロフラン誘
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発表者 課 題 巻 号|ページ|年次表発

導体静注による家兎肉の保存効果

阿部 光雄 ほか|黄豚の札幌市内における発生とその過酸化物含量について

安井 勉ほか|ポリリン酸塩の肉製品塩漬効果に及ぼす影響

三浦弘之ほか IPapainによる肉の軟化に関する研究，第 3報 と殺前注射に

よる老廃鶏肉の軟化

平尾 厚司 ほか|肉豚の飼養管理条件と肉質との相互関係の解析に関する研究，

豚肉の硬軟度の官能試験方法について

平尾 厚司 ほか|超音波による豚の指肪層の測定方法について

平尾 厚司 ほか|動物性脂肪添加代用乳給与による乳用雄子牛の肉質について

三浦弘之 ほか|畜産冷凍食品の徴生物相とその汚染源について

池添博彦ほか|豚肉の脂質成分について

渡辺 寛ほか|牛肉の風味についての一知見

鮫島邦彦 ほか|パパイン処理した鶏胸筋筋原線維の小片化

山本 克博 ほか|凍結貯蔵が鶏胸筋筋原線維に及ぼす影響

三浦弘之 ほか|肉質の理化学的評価に関する研究

2. 北海道で生産された 3種の肉用牛の官能試験値と理化学

的分析値との関係

か I 4. 4品種の肉用牛の官能試験値と理化学的分析値との関係 22 
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11 

1966 

1967 

1972 

11 

11 

1974. 

44 1975 

27 1979 

梶野清二 ほか|超音波測定機を用いた豚のロース断面積の推定について I 18 I 45 I 1975 

三浦弘之 ほか|腐敗した牛枝肉の腿深部から分離したProteus sp.について I 20 I 26 I 1977 
宮崎 元ほか|豚肉質の季節変動について I 22 I 26 I 1979 
新名 正勝 ほか|牛枝肉の長さが枝肉諸形質に及ぼす影響 | グ | グ | 

鮫島 邦彦 ほか|肉製品に添加した大豆タンパク質の SDSーポリアクリルアミ| グ I 27 I 11 

ドゲル電気泳動法による検出

所 和暢ほか|豚枝肉の格付内容と枝肉形質・部分肉に関する一考察 I 23 (1) I 12 I 1980 
三浦弘之 ほか|電気刺激による牛枝肉の肉質改善に関する試み(予報) I グ I 38 I 11 

金 彦玄 ほか|冷却冷蔵条件下における肉タンパクの徴生物による分解(第 2 I 24 (1) I 44 I 1981 
報)

宮崎 元ほか|ラム肉の理化学性状に関する試験 I 11 I 45 I グ

o 卵

西部慎三ほか|皮蛋の製造法について，第 2報 I 1952・春 I13 I 1952 
星 和美ほか|皮蛋中の遊離アミノ酸の検出について(予報) I 1954・秋 I30 I 1954 
佐藤公輔ほか|卵白の脂質について 1 15 1 4 11972_ 

広瀬秀司 ほか|卵白中の徴量脂質について I 16 I 31 I 1973 
森寄七徳 ほか|採卵農家における破卵発生率と卵殻形質の推移 I 24 (1) I 51 I 1981 
o 皮 革

先本 勇吉 ほか|硫化油一鮫油エマルジョンの静止安定度とクロム革の脂肪吸収 I1952・春 I 7 I 1952 

との関係について

先本勇吉 ほか|水硫化石灰の脱毛効果について I 1952・秋 I 4 I グ

先本 勇吉 ほか IS02還元クロム液の繰皮性に及ぼす錯酸ソーダ及び蟻酸ソー I1953・春 I12 I 1953 
ダの効果

先本勇吉 ほか|有機還元剤によるクロム液の繰皮性に関する研究，第 4報錯

酸ソーダ及び穆酸ソー夕、、のマスグ作用 I 1953~ 秋 I 3 I 11 

先本 勇吉 |本道における廃めん羊皮の利用に関する研究

第 1報 Shearing製造試験 I I! I 4 I 

グ | 第 2報 代用 Chamoisの製造試験 I 1954・秋 I12 I 1954 
先本 勇吉 ほか|クロム革中脂肪の層位的分布量と脂肪染色との関連性について I1954・春 I13 I 
先本勇吉 ほか|亜硫酸パ/レフ。廃液繰剤化の研究，第 6報混合タンニンの選択 I1954・秋 I I! I I! 
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発 表 者 発 表 課 題 巻 号 ページ 年次

吸着について， (3) 

大杉次男ほか 有機還元剤によるクロム液の鞍皮性に関する研究

第 5報有機酸のマスク効果と agingの関係について 1955・秋 12 1955 
11 第 7報 クロムの沈澱生成に及ぼす穆酸ソーダの影響 1957・秋 13 1957 

大杉次男ほか クロムの吸着に及ぼすマンナン・ゾル添加の影響 1956・秋 10 1956 

倉方信義ほか 植物タンニン革からのタンニン離脱に関する研究

第 1報 タンニン繰皮粉のアルカリ抽出 1 22 1958 
11 第 2報 電離群，非電離群結合タンニンのアセンン，尿素に 2 12 1959 

対する安定性の差異

岡田 茂ほか アミノ酸残基とクロム反応量測定方法について 5 22 1962 

塩谷憲司ほか クロム・アミノ酸残基の反応におけるアミノ酸の種類による差 6 34 1963 

異

11 結合クロムに及ぼす中和剤の影響，第 1報 測定方法の検討 8 25 1965 • 
(9) 草地・飼料作物

.及

発表者名 発 表 課 題 巻 号 へージ 年次

0草種・品種

上 馨ほか ソルゴーの栽培適否性及び飼料価値について 1952・春 5 1952 

村 済ほか 天北地方産草類の飼料的特性 1953・春 9 1953 

島昌 也 アカクローバ地方在来種の意義について 1955・春 14 1955 

山英ーほか 宗谷地方の野草(イワノカリヤス)に関する試験及び調査(第 11 秋 3 // 

1報)

)11 寛ほか 天北地帯におけるルーサン栽培に関する研究，第 1報 適応性，

収量，その他の品種間差異 1956. 秋 1 1956 

城望也ほか 牧草類の草型に関する研究， 1 異草型チモシ一品種の混植に 1957. 春 22 1957 

ついて

内山昭和ほか ノレーサンX線処理による突然変異について(予報) // 秋 24 // 

松戒三ほか 根室地方における主要飼料作物の養分収量比較試験 2 19 1959 

股正年ほか 北海道における牧草改良に関する研究，第 1報 導入草種適応 4 // 1961 

試験

)11 寛ほか 天北地帯における牧草の導入に関する試験，第 4報 各種牧草 // 21 // 

の栄養生産性及び根系分布

永和男 ほ か 十勝地域におけるイネ科草種の適応性について 6 14 1963 

倉正臣ほか シログロバ一品種の適応性比較試験 // 41 // 

山三郎 アルフアルフアの初期生育における品種間差異に関する研究 7 23 1964 

田 勉ほか アカクローパ品種適応性比較試験 // // // 

森昭治 草地内に自生する植物採集分類について 9 8 1966 

満ほか 牧草の生育特性に関する研究， (1) 牧草の生育過程における // // // 

養分吸収と栄養生産性の草種間比較，とくに初年目を中心とし

て

田 亨ほか 根釧地方における放牧型草種の草種及び利用季節の違いによる 19 15 1976 

飼料価値について

0 栽培

野信雄ほか 模擬放牧(刈取頻度)が牧草の栄養生産性及び根に及ぼす影響 1953・春 9 1953 

について(予報)

投 正 年ほか 低位生産牧野の改良に関する研究，第 2報機械力，追肥の利 // 秋 12 // 
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発表者名 表 題 巻 号|ページ|年次発 課

用が不良採草地草の栄養組成並びに生産性に及ぼす影響につい

て

大原 久友 ほか|滝川種羊場牧草の飼料的価値 I 1954・春

村上 馨 ほか|アルフアルファ栽培に関する研究， 1 異なる要因(品種・石

灰・刈取頻度)及びその相互作用が収量，飼料成分に及ぼ I1954・秋

す影響

小梁川忠士 ほか|飼料作物に対する尿素の葉面散布について I I! 

高野信雄 ほか|低位生産草地の更新に関する研究

第主報追肥・追播試験 | 

宮下 昭光ほか| 第 2報 5か年間の追肥，追播効果 I 1957・秋

三股正年ほか|笹地における牧草導入試験

第 1報 I 1954・秋

グ l 第2報 I 1956・秋

か | 第 3報 4か年の導入効果 I 1957・秋

村上 馨 ほか|牧草混播に関する研究， 1 牧草混播26例の収量，飼料成分及 I1954・秋

び植生について(1.2年目)

か l根釧地域における牧草地の実態調主 I 根釧地域牧草地の草 I I! 

生について

本橋 裕ほか|土質の相違が飼料成分に及ぼす影響について I 1955・春

三股正年ほか|低生産草地の追肥の種類及び追肥効果に関する研究 | 

第 1報追肥がオーチヤードグラスの部位別割合及び栄養組| グ ・秋

成分に及ぼす影響について

高野信雄ほか| 第 2報追肥が生産量及び栄養組成に及ぼす影響 I 1956・秋

小梁川忠士 ほか|除草剤塩素酸ソーダの毒性について | 

平賀即稔 ほか|混播採草地に対する追肥が植生，乾物，粗蛋白，無機成分等に I1956・春

及ぼす効果について(第 1報)

坪松戒三 |混播牧草成分の時期的変化について I 1956・春

坪松戒三 ほか|てん菜茎葉の成育時期並びに収穫後の処理による成分変化につ I I! 

いて

吉田 則人 ほか|草地の肥培管理に関する研究

I ルーサンの栽培並びに飼料成分fこ粛正す草地用肥料の肥効

大原 久友 ほか I n 火山灰地における採草地の追肥について

本橋 裕 ほか|土質の相違が飼料成分に及ぼす影響とその栄養的意義，第 5報

牧草栽培による無機成分収奪量の差異

小梁川忠士 ほか|飼料作物に対する尿素の葉面散布について

及川 寛ほか|泥炭野草地の草生改良に関する研究，

1) 除草剤 (NaC 103)利用による牧草地造成

グ I 2) 中間泥炭地における草地造成(第 1報)

グ I 2) グ(第2報)

鳶野 保ほか|草地の乾物，粗蛋白，植生，石灰，りん酸等の収量及び含有率

に及ぼす窒素， りん酸， カリ施用量の影響について(第2報)

赤城望也ほか|牧草類の競合に関する研究(予報)

上山 英ー ほか| ビートの収穫時期による根及びトップの収量並びに組成分の変

I! 

I! 

グ ・秋

I! 

I! 

1957・春

か ・秋

グ。春

1/ 
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化について

三股正年ほか|傾斜野草地の牧草導入に関する研究，第 1報初年度における I 11 I 30 I 

草生改良効果

高野 定郎 |道内における帯薄火山性土壌の草生改良について(第 1報) I 1958・春 I 10. I 1958 
星野 貞夫 ほか| ビートトップの播種期による成分組成及び収量の変化について I 1 I 20 I 1/ 
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発表者名 発 表 課 題 巻 号 へーシ 年次

小梁川忠士ほか 飼料作物に対するジベレリン施与の影響(第 1報) 1 20 1958 

本橋 裕ほか 牧草の栄養価査定に関する研究，第 2報 草類の化学組成に対

する刈取時期の影響 1/ 21 1/ 

高野定郎ほか 北海道における草地改良に関する研究

第 7報 1 道南地域の荒廃草原 1/ 22 1/ 

斉藤敏夫ほか 第 8報 2 西紋別地域の重粘地 11 1/ 1/ 

寺井孝司ほか 天北地帯における低生産草地の草生改良，第 1報 重粘地にお 2 17 1959 

ける追肥効果

及川 寛ほか 天北地帯の重粘地における牧草の肥培管理方式に関する研究

予報基肥量が生育及び収量に及ぼす影響 11 18 1/ 

I! 第 2報 3 11 1960 

高野信雄ほか 永年牧草地の追肥量とその効果に関する研究，第 3報 5か年 1/ 1/ 1/ 

聞の追肥効果について

三股正年ほか 長草型野草地の牧草導入に関する研究，第 2報造成3年間の 1/ 12 1/ 

植生状況について

高野定郎ほか 牧草に対する各種窒素質肥料肥効比較試験成績について 1/ 13 1/ 

三股正年ほか 北海道における改良牧野に関する研究，

第 2報 自然牧野改良試験 4 19 1961 

高野信雄ほか 第 3報 放牧地における改良更新試験における改良更新試験 1/ 20 1/ 

寺井孝司ほか 天北地帯の高台ササ地における草地造成

第 l報ササの特性及び根系と生育量との関係 1/ 21 1/ 

及川 寛ほか 第 2報異なる耕鋤方式が生産性に及ぼす影響 6 11 1963 

及川 寛ほか 天北地帯における牧草の導入に関する研究，

第 5報 牧草に対する施肥が栄養生産性その他に及ぼす影響 4 22 1961 

11 第 6報牧草の単・混播が栄養生産性に及ぼす影響 1/ 23 11 

及川 寛 第 7報牧草の生育と栽培環境との関係について 5 25 1962 

寺井孝司ほか 第 8報 異なる播種期が収量並びに根系に及ぼす影響(1) η 26 1/ 

福永和 男ほか N， P.Kの施肥用量がアカクロァバ・チモシーの混播割合及び 4 1/ 1961 

収量に及ぼす影響について

及川 寛ほか 草地の維持管理に関する研究，

第 1報利用頻度が生産性並びに植生に及ぼす影響 5 25 1962 

及川 寛ほか 第 2報 異なる刈取の高さが生産性並びに植生に及ぼす影響 6 12 1963 

三股正年ほか 低生産永年草地の機械更新に関する研究

第 1報 PastureRenovater， Rotavate ， Disk 4 25 1961 

Harrowによる更新と慣行追肥による草生改良効果

宮下昭光ほか オーチヤードグラスの生育時期別外観及び栄養価の推移とし好 5 26 1962 

性並びに採食栄養量

林 満ほか 混播草類における各種窒素質肥料の肥効比較試験(1) 1/ 27 1/ 

片岡健治ほか 混播草類における窒素施与量に関する試験(1) 1/ 1/ 1/ 

高倉正臣ほか 牧草基肥としての堆肥，熔成りん肥の効果に関する試験 1/ 1/ 1/ 

高野信雄ほか 改良牧野の造成利用に関する研究，第 5報 自然牧野と改良牧 6 12 1963 

野における肉牛の放牧効果と植生の推移について

三股正年ほか New Zealand 方式等による大規模草地の開発利用に関する 1/ 13 1/ 

研究， 第 1報 Hoof cultivation 法による草地造成の

適応性

吉田則人ほか アルフアルファの栽培並びに飼料的利用に関する研究，第4報

生育階梯に伴う草量及びその成分の推移 1/ 1/ 1/ 

林 満ほか 牧草類の大量要素欠乏症について 1/ 14 1/ 

• 
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発 表 者 発 表 課 題 |巻 号 |ページ|年次

片岡健治ほか 草類栽培における各種形態基肥りん酸の肥効の持続性に関する| 6 15 11963 

試験

小塩 栄 ほか|ニュージーランド方式による草地造成試験(ササ型野草地の草| 11 41 11 

地造成について)

11 第 2報ササ型野草地の草地造成について 7 

高野定郎ほか 林野用除草剤による放牧地内の宿根性障害植物駆除効果試験 6 42 I 1963 

宮下昭光ほか 蹄耕(Hoof -Cul t ivat ing )法による草地開発利用に関する

研究

第 2報 2か年間の造成効果と家畜の接地圧 7 20 1964 

グ |一向…ーの解析
11 21 11 

高野信雄ほか 第4報造成草地の利用性 8 24 1965 

渡会 弘ほか 長草型野草地の草生改良試験，第 1報野草地の刈取・追肥に 7 21 1964 

よる草生の変遷

グ.高 倉正臣ほか 草地収量推定のためのサンプリンクo枠面積について 11 22 

材、 満ほか 草類に対する各種形態りん酸の基肥としての肥効の持続性 11 24 11 

山下良弘ほか 生草類の品質評価法に関する研究，第 1報 ラジノクローバの 8 23 1965 

外観と栄養価の関連について

大森昭治ほか イ ネ科叫草の醐…一叩f;:--:>vて| 9 

吉原典夫ほか 高位生産草地造成に関する研究 11 10 I 11 

片岡健治ほか 草類栽培における各種形態基肥りん酸の肥効の持続性に関する 11 11 I 11 

試験

小梁川忠士ほか オチャ…一一… | 11 12 11 

浅原敬二ほか 殺草剤利用による草地更新の検討 11 13 11 

藤田 保 ほ・か 排j世ふん密度と不食残草地の発生消長並びに採食交替周期につ 11 11 11 

いて

鈴木慎二郎ほか 不食過繁地の生成要因と抑圧に関する研究

第 2報 不食地の推移とその抑圧に対する一考察 10 14 I 1967 

0利用(乾草)

高野信雄ほか 乾草調製技術に関する研究

11 

予報乾牧草堆積の簡易重量測定法 11953 秋|
第 1報 北海道において生産される乾草品質査定に関する試 1954・春 1954 

験

11 第 2報 北海道において生産される乾草品質査定に関する試 I1955・春| 14 1955_ 

験， 1953年及び 1954年産乾草類の栄養的特性につ

いて

11 第 3報 北海道において生産される乾草品質査定に関する試| 11 15 I 11 

験，乾草の分類(group及び class )及び乾草類の

外観的査定(葉部割合，緑度及び組織〉と栄養組成と

の相関性について

11 第4報 北海道において生産される乾草品質査定試験， 1955 I 1956・春| 22 I 1956 

年産ルーサン乾草の品質及び外観査定(葉部割合，緑

度及び茎の直径)と栄養組成の相関性について

11 第5報 北海道において生産される乾草品質査定試験，乾草 I1958・春| 9 I 1958 

の葉部割合と栄養組成について

三股正年ほか 第 6報 へイコンディショナーによる乾草調製試験 2 20 1959 

山 下良弘ほか 第 7報 各種乾燥法による乾草品質と効果 7 19 1964 

高野信雄ほか 第 8報 針金架利用による乾草調製効果 10 6 1967 

及川 寛ほか ビニールフィルム利用による乾草調製法に関する研究(第1報) 1957・春 8 1957 
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発表者名 題 巻 号|ページ|年次発 表 課

坪松戒三 ほか|乾草調製法に関する試験 E 

1. 各種乾燥法の飼料成分に及ぼす影響 I 1957・春 14 I 1957 
か 1 2. 三角架乾燥法における架種及び堆積量の飼料成分に及ぼ| か I 15 I グ

す影響

藤井甚作ほか IHa句y Co∞n凶山d

に関する考察，

第 1報 Hav Conditioner処理による乾草調製上の効果について

米内山昭和 ほか| 第 2報 Crop Dryerによる乾草調製について

。 Iルーサンの乾草調製方法と飼料成分，殊にカロチン含量につい

て

宮下昭光ほか IForage Evaluation法に関する研究， 乾草の品質評価につ

いて，第 1報 乾草の品質が家畜のし好性と給与効果に及ぼす

影響について

純 ほか|乾草調製収納法に関する研究(第 1報)

勇 ほか|針金乾革法における作業能率

保ほか|アルフアルファの導入と利用法に関する試.民 第 1報刈取

期別，乾燥法別アルフアルファ乾草並びにミールの品質につい

て

上出 純 ほか|根室地方における畜力へーコンデショナ一利用の乾草調製試験

小塩 栄ほか|多雨期における大量乾草調製に関する試験，第 1報プラァト

.長鳶

ホームシステムによるクロップドライヤーの乾草調製法につい

て

高野信雄 ほか|乾草調製利用に関する研究，第 2報省力機械化調製体係と品

質並びに養分回収

鈴木慎二郎 ほか|乾草の品質に及ぼす各種要因の解析に関する研究，第 1報 異

湿度下における乾草の変化

小塩 栄 ほか|多雨期における大量乾草機械化調製法の実用化について

楢崎 昇 ほか|乾草の樹包時水分含量が品質及び栄養価に及ぼす影響

楢崎 鼻ほか I 11 1， 2番草について

岩崎 蒸ほか|十勝地方における組飼料の品質に関する 2，3の考察，第 1報

.石栗敏機

乾牧草について

刈取番草の違いがオーチヤードグラス乾草の飼料価値に及ぼす

影響について (Van Soestの分画法による検討)

ほか|粗飼料の品質査定に関する研究，第 3報 アルフアルファ乾草

の刈取時期，メIJ取回次と栄養価について

ほか|成型乾草の調製過程における飼料特性の変化

1. 飼料成分及び消化率の変化

2. 窒素出納及び第一胃内性状の変化

ほか|肉用牛の大規模繁殖経営における集団飼養技術に関する試験，

名久井忠

増子孝義

藤田 裕ほか

玉木哲夫

2. Big Bal er を中心とした組飼料の調製， (1) 根釧地

域における Big Balerの導入概況

石栗敏機 ほか|パインダ一利用によるアルフアルファの乾草調製

鳶野 保 ほか|流通粗飼料の規格及び等級の設定方式に関する調査研究，第

3報 流通乾草の規格化と等級格付基準

清水 良彦 ほか|ピックベール乾草の簡易給与施設とその利用効果

o利用(サイレージ)

高野信雄 ほか|草サイレージの製造理論とその技術に関する研究，
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発表者名 発 表 課 題 巻 写Eコ ページ 年次

第 3報 1952' 春 3 1952 

三股 T年ほか| 第 5報 草サイレージの調製法と栄養価について 1954・春 14 1954 

第 6報 ビニール利用のトレンチサイロによる草サイレージ 1955・春 2 1955 

の調製

11 第 7報 トレンチサイロ利用によるサイレージの調製並びに| 11 3 I 11 

1954年産道内草サイレ-，:/の品質について

高野信雄ほか 第 8報 ビニール利用トレンチサイロの効果について 1956・春 6 1956 

11 第 9報 サイレージ品質査定に対する考察 1958・春 10 1958 

仙田久芳ほか 尿素添加エンシレージに関する研究 1952・春 3 1952 

斉藤久幸ほか ビートトップサイレージの調製試験，添加物の影響について 1957' 春 8 1957 

小梁川忠士ほか サイレージ添加剤焦性亜硫酸ソーダ(SMS )の特性について 13 1958 

(第 1報)

三股 正年 ほか|焦性亜硫酸ソーダ添加による草サイレージの調製・利用に関す • る研究

第 1報小型サイロによる基礎試験 (1956，57) 11 17 11 

高野信雄ほか 第 2報 トレンチサイロによる応用試験及び現地適応試験 11 11 11 

11 第 3報 草及びビートトップに対する現地適応試験 2 21 1959 

河野敬三郎ほか 北海道におけるサイレージ調製の実態について

1. サイロ並びにサイレージ原料について 18 1958 

グ I T'~ サイトジ調製の失敗率とその要因 11 19 11 

宮下昭光ほか デントコーンサイレージの品質改善に関する研究

第 1報道内生産デントコーンサイレージの品質と栽培利用| 2 21 I 1959 

状況

斉藤 久幸 ほか|サイレージ調製に関する試験， II てん菜頚葉サイレージにお| 11 22 I 11 

ける飼料成分の損失量について

小梁川忠士 ほか|てん菜頚葉及びそのサイレージの成分に関する研究， (2) 本道| 5 16 I 1962 

農家において生産されるてん菜頚葉サイレージ成分の時期的推

移

高野信雄 ほか|草飼料の評価法に関する研究，第 1報 Pennsylvania 方式| 11 26 I 11 

による Forage Evaluatiunの適応性

高野 信雄 ほか IForage Eval ua tio.n法に関する研究，サイレージの品質評| 6 7 I 1963 

価について，第 1報 コーンサイレージの品質評価

荒 智ほか lmサイトジの成分組成の相関につ川予報~-9-3W~.1 11 グ.
長沼 勇 ほか へイレージ (Haylage)と思われる飼料調製とその給与効果事 11 /1 

例報告

平尾 厚司 ほか|バレイシヨサイレージの調製貯蔵に関する研究，主に抜水と表| 7 41 I 1964 

面変質防止について

長沼 勇 ほか|へイレージ (Haylage)と思われる飼料の調製経費と分析結果| 11 42 I 11 

について

荒 智 ほか|グラスサイレージの調製，貯蔵に関する化学的研究，第2報 11 43 I 11 

グラスサイレージの成分変せん過程について

坪松戒三ほか サイレージの凍結機構と貯蔵中の栄養分の損失との関係 11 11 11 

高倉正臣ほか へイレージ調製に関する試験 8 22 1965 

楢崎 昇ほか ラシアンコンフリーのサイレージ調製試験(予報) 11 24 11 

山下良弘ほか 草サイレージの品質に及ぼす各種要因の解析に関する研究，第 9 14 1966 

1報水分処理が品質に及ぼす影響

中川忠昭肘|へイレージ調問吋験 11 16 I 1/ 

鳶野 保ほか 組飼料の省力的大量調製法に関する試験

-70-



発表者名 課 題発 表 巻 号|ページ|年次

第 1報 根釧パイロットファームにおけるサイレージの水分

含量と品質との関係

坂東 健 ほか| 第 2報無細切サイレージの調製試験

か | 第4報タワーサイロによる無細切サイレージの調製試験と

その飼養効果

小倉紀美 ほか|若刈サイレージの品質と飼料価値に及ぼす予乾の効果

山下 良弘 ほか|乳酸菌末添加によるサイレージの品質，消化率p 養分回収率及

びし好性に及ぼす影響について

目谷 義大 |サイレージ発酵に関する研究，第 2 発酵に及ぼす要因 (1) 

11 

P lant juire量と空気混入率

W 圧搾処理による搾計穣の量または濃度と成分の相違とサ

イレージ発酵

ほか|サイレージの水分測定法の改良に関する研究9 第 1報 トルエ

ン蒸留装置の改良について

.戸藤恵二

山崎昭夫 ほか|草サイレージに対する乳酸菌 (Lactobacillus Plantarum 

|培養液)の添加効果

石栗敏機 ほか|サイレージの消化，利用に関する研究

第 5報 無細切牧草サイレージの品質改善と飼料価値につい

て

石栗 敏機 l 第 6報 Fl青刈とうもろこしサイレージの飼料価値につい

て

か l 第 7報 青刈とうもろこしサイレージの飼料価値に及ぼす雌

穂、率の影響及び飼料価値の簡易な推定法の検討

三上 昇 ほか l原料草の切断方法とサイレージの品質

高野信雄ほか|穀実サイレージの調製利用に関する研究， 第 2報 スチー

ル気密サイロによるサイレージ品質，栄養価とし好性につい

て

大久保正彦 ほか|スチール製気密サイロによるサイレージの調製について

高野信雄 ほか|高水分サイレージに対する乳酸菌 (Lactobaci11us plant-

arum培養液〉の添加効果

名久井 忠 ほか I(第 3報)細断処理・水分水準がサイレージの品質に及ぼす影

ewr ~ 5L 1:3: n' I 響有機酸と飼料繊維時変化
山下 良弘 ほか|サイレージの 2次発酵機序の解析とその防止

第 1報 変敗しやすいサイレージのスクリーニング

荒 智ほか|試作スチール気密サイロの機能とその利用上の問題点について

荒 智ほか! とうもろこしのホールクロップサイレージの栄養価値

鶴見須賀男 ほか| デントコーン，アルフアルファ混合サイレージの調製

黒沢弘道 ほか|サイチーム(サイレージ添加剤)の効果

名久井 忠 ほか| とうもろこしサイレージに関する研究

第 4報完熟したとうもろこしのホールクロップ，茎葉，芯

皮サイレージの飼料価値について

岩崎 薫ほ か | 第 5報 とうもろこしサイレージの飼料価値に及ぼす降霜の

影響

石栗敏機 I 1番刈及び2番刈イネ科牧草サイレージの栄養価とヘキサミン

複合剤の添加効果

和泉 康史 ほか| メIJ取時期を異にするとうもろこしサイレージと牧草サイレージ

の飼料価値の比較
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帥その他

発 表者名 表 課 題発

斉藤文彦 ほか|北海道農家の井戸水中の硝酸，亜硝酸含量について

付記

当初，及川寛氏にも総説の執筆を依頼する予定で

あったが，支部創立30周年ということもあって，過

去に当支部で発表された研究成果のまとめをお願い

するよう変更したn ご多忙中にもかかわらず， 1300 

編以上にも及ぶ莫大な発表課題のまとめをしていた

だいた及川寛氏に心からお礼を申し上げるo

(幹事)

ヮ“
円

t

年次

1979 

• 

• 



関連研究会の 紹 介

昭和56年度に行われた関連研究会の主な活動は

次のとおりであるO

1. 北海道家畜管理研究会

第 30回現地研究会:渡島地方，大野町および七

飯町の肉牛繁殖農家見学

第 31回研究会

• 
シンポジウム「乳牛の給飼システムJ

報告:鈴木省三(帯畜大)，津村和弘(北海

イセキ)，大森昭一朗(北農試)，上山英

一(北大農)

会報第 15号， 16号発行

2. 北海道草地研究会

第 16回研究発表会

一般講演 30題

• 

シンポジウム(アルフアルファの栽培・利用上

の諸問題」

報告:片岡健治(北農試)，下小路英男(天

北農試)，原田勇(酪農大)，板東健(新

得畜試)

第 2回北海道草地研究会賞受賞記念講演

山下良弘(前北農試，現中国農試) r二次

発酵の要因解析とその防止に関する研究」

網走支庁西紋東部地区農業改良普及所「ア

ルフアルファの普及について」

会報第 15号発行

3. 日本養豚研究会北海道支部

第 25回研究大会

試験研究紹介，研究体験発表

特別講演

阿部登(新得畜試) i豚の改良と繁殖成績向

上のために」

一73-

第 26回研究大会

試験研究紹介

特別講演

大竹規雄(ホクレン) rヨーロッバにおける

豚肉加工と流通」

神子素拓二(養豚家) iヨーロッパにおける

養豚」

会報第 13巻第 1， 2， 3号発行

4. 育成問題研究談話会

第 6回総会話題提供

干場信司(北大農) rカーフハッチの環境J，

曽根章夫(新得畜試) rカーフハッチにおけ

る子牛の発育と行動J，岡本全弘(新得畜試)

「初生子牛の耐寒性J，黒沢敬三(酪農家)

「カーフハッチの使用体験」



A 
::z:;;; 務

1. 昭和56年度第 2回評議員会

9月 3日(木)，北大農学部において開催された。

出席者:正副支部長，評議員 22名，監事 1名，幹

事 3名。

( 1) 欠員となっていた監事の補充として平沢一志氏，

交替の申し出があった後藤美城評議員の代りに越智

勝利氏を総会に諮ることが承認された。

(2) 元支部長三須幹男氏を名誉会員として推薦する

ことが承認されたO

(3) 支部会報第 24巻第 2号に掲載する解説的総説

は 4編とし，大森昭一朗，鳶野保，及川寛，八戸芳

夫の各氏に執筆を依頼することとした。

(4) 財政状態について討議が行われ，支部の活動を

できるだけ縮小しないため会費引き上げも止むを得

ないとい昭和 57年度より正会員会費を 2，000円

に改定するよう総会に諮ることが承認された。

2. 30周年記念(第 37回)大会

9月 3日(木)， 4日(金)，北大農学部におい

て開催された。記念式典では支部長あいさつの後，

来賓として帯広畜産大学長，酪農学園大学長，北海

幸良 丘ヒ
Eコ

道農協中央会長よりごあいさつ， 日本畜産学会長よ

りメッセージをいただし、た。また支部創立以来 9年

間支部長をされ，支部発展に貢献された三田村健太

郎名誉会員を功労者として表彰した。

特別講演としては「支部創立 30周年を顧みて」

(鈴木省三氏，帯広畜大)および「風土と畜産」

(朝日田康司氏，北大農)が行われた。シンポジウ

ム[酪農危機に対する技術面からの対応を探るJで

は，実際に酪農経営をされている斉藤晶，中紙輝一，

加藤孝光の 3氏より，各自の体験をふまえた報告が

あり，活発な討論がされた。また支部賞は今泉英直・

郎氏(前北農試) r子牛の代償性成長に関する研穿つ

および滝川畜試家きん育種グループ(代表 高橋武

氏) r高能力鶏 m滝川ゼット p、の作出」に授与さ

れ，受賞者講演が行われた。一般講演の演題は 47題

で，大会参加者は約160名であった。また 30周年

記念祝賀会には，約100名が参加した。

3. 昭和 56年度支部総会

9月 3日(木)，北大農学部で開催され，議長と

して安井勉氏(北大農)を選出し以下の議事を行ったo

30周年記念大会式典(功労者表彰三田村名誉会員)

A
せ

円

i

• 



(1) 昭和 55年度庶務報告・会計報告・会計監査報

告および昭和 56年度事業計画・予算が，いずれも

承認されずこ。

(2) 監事の補充として平沢一志氏，評議員の交替と

して越智勝利氏が承認されずこ。

(3) 元支部長三須幹男氏を名誉会員とすることが承

認された。

新入会員( 昭和 56年 8月 1日以降入会〉

朱田幸夫(山越町農協)，堂腰純(北大農学部)， 

長谷川信美(土谷特殊農機具製作所)，原悟志(道

ar新得畜試)，本堂勲(根室家畜保健衛生所)，五

て卜嵐惣一(斜網中部地区農業改良普及所)，市岡幸

治(道立遠別農業高校)，池浦靖夫(北大農学部)， 

井上初郎(酪農学園大)，井上詳介(雪印乳業)， 

石田義光(日高西部地区農業改良普及所)，片山秀

策(北農試農業物理部)，河田隆(宗谷中部地区農

業改良普及所)，熊野康隆(北海道生乳検査協会)， 

黒津敬三(黒津酪農圏第 2農場)，牧野順弘(酪農

定期講読者

大谷滋(岐阜大農学部)

• 

F
D
 

司

t

(4) 正会員の会費を昭和 57年度より 2，000円に改

定することが諮られ，承認された。

言卜 報

名誉会員三須幹男殿が，昭和 57年 1月 11日逝

去されました。当支部に対する永年のご尽力を感謝

し，ご冥福をお祈りします。

家)，松井武志(幌呂農業協同組合)，宮本進(北

農試畜産部)，森脇芳男(西紋東部地区農業改良普

及所)，諸岡敏生(北大農学部)，中紙輝一(酪農

家)，大西芳広(釘11路北部地区農業改良普及所)， 

大浦良三(北大農学部)，高橋良平(上川家畜保健

衛生所)，常光裕(道立新得畜試)，上野光敏(酪

農学園大)，浦野慎一(北大環境科学研究科)，山

木南海男(雪印乳業)，家倉博(大成牧場)，柳町

巌(酪農総合研究所〉

以上 30名



賛助会員名簿

( 5 口〉 ( 1 口〉

安立電気株式会社札幌支庖ホクレン農業協同組合連合会

雪印乳業株式会社

( 4 口〉

ホク レ ン くみあい飼料

サツラク農業協同組合

( 3 口)

北海道ホルスタ イン農業協同組合

明治乳業株式会社札幌工場

安積 i戸紙株式会社札幌出張所

工ーザイ株式会社札幌支庖

富士平工業株式会社札幌営業所

北海道日東株式会社

北海道草地協会

株式会社木村器械庖.

株式会社土谷製作所

全農札 幌

( 2 口〉

旭油脂株式

支 所

会 社

株式会社酪農総合研究所

三井農林株式会社斜里事業所

森永乳業株式会社札幌支庖

長 瀬 産 業 株 式 会 社 札 幌 出 張 所

日本牧場設備株式会社北海道事業所

日本配合飼料株式会社北海道支庖

ニップン飼料株式会社

オリオン機械株式会社北海道事業部

酪農振興株式会社

デーリイマン社

北海道家畜改良事業団

北海道農業開発公社

北斗工販株式会社

井 関農機株式会社営業札幌支庖

北原電牧株式会社

森永乳業株式会社北海道酪農事業所

MSK東急機械株式会社北海道支社

ニチロ畜産株式会社

日優ゼンヤク株式会社

日本農産工業株 式 会 社 北 海 道 支 庖

小野田化学工 業 株 式 会 社

十勝農業協同組合連合会

理工協産株式会社札幌営業所

一 幸商

三楽オーシャン株式会社札幌工場.

以上 4 5団体 8 3口

有 限 会 社 内 藤ビニール工業所

雪印食品株式会社札幌工場

雪印 種苗株式会社

全国酪農業協同組 合連合会札幌支所

円。
司
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日本畜産学会北海道支部役員

任期 昭和 56年 4月 1日~昭和 58年 3月 31日

o印 日本畜産学会評議員(定員 10名)

支部長 o八戸芳夫

副支部長 o鈴木 省

評議員 O有馬俊六郎 朝日田康司 藤田一 裕 後藤計一

• 平沢 d亡じと、 近藤邦広 工藤規雄 松井幸夫

松村 宏 松代平治 o光本孝次 三浦弘之

西 勲 西埜 進 越智勝利 o及川 寛

岡田光男 小野 斉 o大森昭一朗 大杉次男

o大浦義教 佐藤 巌 首藤新 杉山英夫

o祐川金次郎 鳶野 保 堤 義雄 上 山 英

渡 辺 寛 o安井 勉 o遊佐孝五

i酢UL 事 平沢 Jτtとこρ 三股正年

幹 事 庶務 堤 義雄 大久保正彦

会計 近藤敬治

• 

ヴ
4

司
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日本畜産学会北海道支部細則

第 1 条 本支部は日本畜産学会北海道支部と称し，事務所を北海道大学農学部畜産学教室に置く。

ただし，場合により支部評議員会の議を経て他の場所に移すことができるO

第 2 条 本支部は畜産に関する学術の進歩を図り，併せて北海道に於ける畜産の発展に資する事

を目的とするo

第 3 条 本支部は正会員，名誉会員，賛助会員をもって構成する。

1. 正会員は北海道に在住する日本畜産学会会員と，第2条の目的に賛同するものを言う。

2. 名誉会員は本支部会に功績のあった者とし，評議員会の推薦により，総会において

決定したもので，終身とする。

3. 賛助会員は北海道所在の会社団体とし，評議員会の議を経て決定する。

第 4 条本支部は下記の事業を行なう。

1.総会 2. 講演会 3. 研究発表会 4. その他必要な事業

第 5 条本支部には下記の役員を置く。

支部長(日本畜産学会会員)1名 副支部長 1名

評議員 若干名 監 事 2名

幹 事 若干名

第 6 条 支部長は会務を総理し，本支部を代表するO 副支部長は支部長を補佐し，支部長に事故

ある時はその職務を代理するo 評議員は本支部の重要事項を審議するO 幹事は支部長の

命を受け，会務を処理する。監事は支部の会計監査を行なう。

第 7 条 支部長，副支部長，評議員及び監事は，総会において支部会員中よりこれを選ぶ。役員

選出に際して支部長は選考委員を選び，小委員会を構成せしめるO 小委員会は次期役員

候補者を推薦し，総会の議を経て決定するo 幹事は支部長が支部会員中より委嘱する。

役員の任期は 2年とし，重任は妨げなし、。但し，支部長及び副支部長の重任は 1回限り

とするo

• 

第 8 条 本支部に顧問を置くこと州来るo 顧問は北海道在住の学識経験者より総会で推挙する0_
第 9 条 総会は毎年 1回開く。但し，必要な場合には臨時にこれを聞くことが出来る。

第 10条 総会では会務を報告し，重要事項について協議するo

第 11条 本支部の収入は正会員費，賛助会員費および支部に対する寄附金等から成る。但し，寄

附金であって，寄附者の指定あるものは，その指定を尊重する。

第 12条正会員の会費は年額 2，000円とし，賛助会員の会費は 1口以上とし， 1口の年額は，

5，000円とするo 名誉会員からは会費を徴収しなし、。

第 13条 会費を納めない者及び，会員としての名誉を製損するような事のあった者は，評議員会

の議を経て除名される。

第14条 本支部の事業年度は， 4月 1日より翌年 3月31日に終る。

第 15条 本則の変更は，総会の決議によるo (昭和 56年 9月 3 日改正)

-78-



• 
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日本畜産学会北海道支部表彰規定

第 1 条 本支部は本支部会員にして北海道の畜産にかんする試験・研究およびその普及に顕著な業績

をあげたものに対し支部大会において「日本畜産学会北海道支部賞」を贈り， これを表彰す

る。

第 2 条 会員は受賞に値すると思われるものを推薦することができる O

第 3 条支部長は，そのつど選考委員若干名を委嘱するo

第 4 条 受賞者は選考委員会の報告に基づき，支部評議員会において決定する。

第 5 条本規定の変更は，総会の決議による O

附則

この規定は昭和 54年 10月 1日から施行する O

申し合せ事項

l 受賞候補者を推薦しようとするものは毎年 12月末日までに候補者の脇氏名，対象となる業績

の題目， 2.000字以内の推薦理由，推薦者氏名を記入して支部長に提出するO

2. 受賞者の決定は 5月上旬開催の支部評議員会において行う。

3. 受賞者はその内容を支部大会において講演し，かつ支部会報に発表する。

日本畜産学会北海道支部旅費規程

(昭和 55年 5月 10日評議員会で決定)

旅費規程を次のように定めるO

汽 車賃 : 実費(急行または特急利用の場合はその実費)

日当: 1. 5 0 0円

宿泊料: 5.0 0 0円

昭和 55年度より適用するO ただし適用範囲は支部長が認めた場合に限るO
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日本畜産学会北海道支部会報 第 24巻 第2号
会員頒布(会費年2，000円)

昭和 57年 3月 15日印刷

昭和 57年 3月20日発行

発行人 八戸芳夫

発行所 日本畜産学会北海道支部
w060 札幌市北区北 9条西 9丁目

北海道大学農学部畜産学科内
振替口座番号小樽 5868
銀行口座番号 たくぎん札l埋駅北口支庖

0012-08521 

印刷所 職印刷株式会社
<w001 札幌市北区北 8条西 1丁目

電話札幌 (742)2513 

• 
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ーエレクトロニクスが濃厚飼料の

給飼を自動化しました-
トランスポンダー給飼システム

これがトランスポンダー

(給飼量をシグナルで送る装置)

給飼ステーション

30頭に|台設置
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アルファラバル・ A0スミス・バッジャー 日本総代理屈

長瀬産業株式会社
本 社大阪 市 西 区 新 町 | 一 | 一 17 T E L 06一535-2453

東京支庖 東京都中央区日本橋小舟町 5- 1 T E L 03-665-3639 

札幌出張所・盛岡出張所・福岡出張所



乳房炎に消炎・鎮痛剤

Y‘l;t9J- ニ

適応:乳房炎，関節炎，筋肉炎，打撲，捻挫，臆炎

包 装:150g， 500g 

動物用止潟・整腸剤

db 

50 G 5個人 (要指示医薬品)

北都製薬株式会社
札幌市豊平区平岸2条5丁目2番6号

T E L. (011)831-6222 

• 

• 



新しいおやつのチースで・~守
-雪印チーズキャッチ一一一それはそれは

新しいおやつのチーズ。

育ちざかりに必要なたんぱく質やカルシ

ウムカまたっぷりのチーズを、コロコロま

んまるにまるめました。

おいしさは、もちろん食べなれた雪印チ

ーズの味。おいしくて、楽しくて、体の

ためになって・・・ 0

・雪印チース、キャッチ一一これからのお

やつで~す。

率一。ぞ野@建設。認~O

雪印乏 ぬ

品質及び生産性の向上に

ユニオンカーバイド社

グリフィス社

各種食肉加工機械
ソーセージ自動充填機他

一一一タウンゼント社

スモークハウスー一一一アルカーネ土

自動整列機一一一ウォーリック社

ハム結紫機一一一本州 リーム社

冷凍肉プレス一一一一ベッチャ一社

その他

ハム・ソーセージ
造りに貢献して20年

<0>極東貿易株式会社
食品工業部・食品機械部

本 庖:東京都千代田区大手町2-1-1(新大手町ビル) 宮 03(244)3939 
大阪支庖:大阪市北区堂島 1-6-16(毎日大阪会舘北館) ft06 (244)1121 
札幌支唐:札幌市中央区南 1条西 3丁目 2 (大丸ビル) ft011(221)3628 



飼育から販売まで
明日をめざす企業

49日本製粉グループ
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• 
北海道鹿部村

北海道江別市

ニチイ江別唐・中央デパート届

ニチイ千歳庸・江別農協庖

culC 37CZ用

香り高い栄養豊かなサイレージ作りに
-乳酸菌醗酵有機物を濃縮したエキスです。

・不活化故に、品質が安定しており湿度・温度による

変質や効力の低下はありません。

・自然物であり安全です。

総発売元⑤岡田工業株式曾抵

富士科学株式会主t
本 社干078-11旭川市豊岡7条1丁目5番地 TE L(0166)32-5531({-tl 

札幌営業所干061-01札幌市白石区北郷3条11丁目3の11 T E L (011)872-5357 

帯広営業所干080 帯広市西14条南14丁目12番地 T E L(0155)26-1407 

北見営業所干090 北見市緑ヶ正1丁目1番地 T E L (0157)23-3999 



• 

酪農と共に50余年
土替の酪農施設酪農器具

営業 回
目ロ 目

スチールサイ口、ノ〈ンクリーナ一、ノ〈ルク・クーラー

パイプラインミル力一、へーコンベア一、サークルトレーナー

パイプストール各種、スタンチョン、ウォーターカップ

株式会社土谷製作所izzz樹美深北桧山

札幌市東区本町2条10丁目2番35号 TEL (011)781-5883番

• 
よりよい環境と
豊かな生産を願って

o環境を汚染しない安全な薬をつくり続けます。

::11: i昌三其椋訳書誌
本社・工場札幌市豊平区豊平 6条8丁目 TEL代(831)6111 
営業部札幌市中央区大通西 8丁目 TEL代(231)6211 



実験台・ドラフトチャンパー・汎用理化学機器

ヤマト刻学株式会社
共通摺合器具・分析機器・環境測定器

集田代皐器械工業練武富社
高感度記録計.ph計・電導度計.j，眼滴定装置

襲聾電波工業練武書祉

目。ロ
ロロ業く〉営

汎 用 理 化 学機器・器具類

試験分析用機器・計測器

硬質硝子器及加工・化学薬品

• 
藤島科学器械株式会社

北海道産業貢献賞受賞

マルヨシフレーク飼料

社会
松

川産業株式

ft01584② 3121 
fi01555@3229 
fi"01584② 5313 

取締役社長

本 社:紋別郡遠軽町大通北 2丁目
十勝出張所:中川郡幕別町明野 204
直営農場:紋別郡遠軽町向遠軽

オリンパス顕微鏡
K.K.いわしゃ振漫培養機
ザルトリウス電子天秤
超低温フリーザー・プレハブ低温室
サンヨー電機メディカK.K.

実験台・ドラフトチャンパー・汎用理化学機器

ヤマト利学株式会社
共通摺合器具・分析機器・環境測定器

柴田代皐器椛工業練武富社
高感度記録計.ph計・電導度計-i践滴定装置

東亜電波工業練式曾祉

庖田理化器械安



技術で分析の世界をリードする
目立理化学機器目立理化学機器センター

-・・・・置置置置置・・・・
(株)木村器械届

札幌市中央区北 3条西 2丁目|番地

T E Lく011>代表 (221) 8 2 4 7 

支庖帯広市東|条南12丁目 17番地

号 080T E Lく0155>(24)3163代表



• 

• 


